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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　その日の朝、ハヤテは同室から聞こえてくるシャワーの音で目を覚ました。

（ん……もう朝か）

　眠ねむ気けでぼんやりとする頭を振ふりながらベッドの上で上半身を起こす。

「シェリー？」

　まぶたの上から目を擦こすりながら隣となりのベッドを見やるが、その中身はカラだった。

「ああ、シャワー中か」

　そこでようやくハヤテは寝ねぼけた頭で、先さき程ほどから聞こえるシャワーの音と不在のシェリーを結びつけることができた。

　普ふ段だん、シェリーが朝にシャワーを浴びる頻ひん度どはそこまで高くない。少なくとも日課と呼べるほどではなく、前日アルバイトが忙いそがしくて夜お風ふ呂ろに入れなかった時くらいだ。

　しかし、ここ最近は毎朝のようにシャワーを浴びていた。

　その理由は。

「また魔ま法ほうの特訓か……」

　ハヤテが壁かべの向こうでシャワーを浴びている彼女を心配するように呟つぶやくと同時に、ガチャッとドアの開く音がした。

　そして、寮りようの個室風呂からシェリー・シャルラッハロートがバスタオル一枚巻いた格好で出てくる。

「シェ、シェリー!?」

「あら？　起きたのねハヤテ。ちょうどよかったわ」

　シェリーはハヤテの視線が自分に釘くぎ付づけになっているのにもまるで動じずに──というかむしろ嬉うれしそうに──微笑ほほえんで、手にしていた魔法道具をベッドに放ほうる。

「それで私の髪かみを乾かわかしてちょうだい」

「ま、またか？」

「お願いね」

　一方的に告げると、シェリーは椅い子すに腰こしかけて勝手にハヤテのことを待つ。

　バスタオルを巻いているとはいえ、メリハリの利きいた彼女のスタイルを隠かくすにはいまいち頼たよりない。布面積が足りないせいで豊満な乳ち房ぶさの深い谷間は丸見えで、裾すそもかなりギリギリのラインで少し前まえ屈かがみになるだけで奥が覗のぞけてしまいそうだ。もちろんそんなことはしないが、そのギリギリ感が逆に心臓に悪い。

「どうしたの？　早くしてくれないと体がまた冷えてしまうわ」

「……はいはい。分かりましたよ」

　ハヤテは生返事を返しつつ放られた魔法道具片手にベッドを下りる。

「……ぅ！」

　シェリーの真後ろに立つとタオルの裾こそ気にならなくなったが、上から覗き込める胸の谷間や濡ぬれたうなじが目に入り、さらに艶つややかな光こう沢たくを放つ薔薇ばら色いろの髪から芳かぐわしい香かおりが漂ただよってくる。

　この香りを嗅かぐと、頭がくらくらして、心臓がバクバクと高鳴ってしまう。相変わらず彼女の少女らしからぬ色気には慣れる気がしない。

「……また朝から魔法の特訓してたのか？」

「ええ」

「せめてバイトが休みの日だけにしとけよ。その内体を壊こわすぞ？」

「自己管理くらいしてるわ。大だい丈じよう夫ぶ。急に倒たおれたりしないから」

　口調はやわらかいが、その奥からは決して自分の意見を曲げないという意志が感じられた。こういう時の彼女は頑かたくなで、よっぽどのことがない限りこちらの言葉を聞いてくれない。

「ホントに気をつけろよ……じゃあ、やるぞ」

　ハヤテは精いっぱいの釘くぎを刺さすと、手にした魔法道具──ドライヤーというらしい──のスイッチを入れる。そうすると噴ふん射しや口から温風が吹ふき出し始めた。

　ブオォーッと音を立てるドライヤーを動かし、温風をシェリーの髪に当てながら丁てい寧ねいに乾かしていく。彼女の美しい髪を傷物にしないように、あまり近づけすぎずに慎しん重ちように。

「以前に比べたら、だいぶ髪の乾かし方も上手うまくなったわね」

「お褒ほめに与あずかりどーも」

「これで女の扱あつかいも上手くなればね」

「……なるべくやさしく扱ってるつもりだけどなぁ」

　ハヤテは小声で反論するが、シェリーは不満そうにため息をつく。

「あらそう。ならついでにベッドの上でもやさしくなってくれると嬉しいわ」

「ブッ！」

　さらりと言われたシェリーのセリフに、思わず手て許もとが狂くるいそうになるハヤテ。

「あのなあ……！　俺がお前にベッドの上で何かしたことあったか!?」

「だから、はじめての時はうんとやさしくしてちょうだいってお願いしてるのよ」

「～～～」

「返事は？　それとも乱暴なのがお好き？」

　こう言われてはどっちに転んでもハヤテの負けだった。

「この髪と同じように丁重に扱わせていただきますよ、ご主人様」

「それでこそ私の下僕ものね。でも──」

　シェリーは満足そうに微笑み、不意に体を反らしてハヤテの顔を逆さまに見上げる。

「──ベッドの上ではあなたがリードしてね、ご主人様」

「お、おう」

　顔を真っ赤にしながらハヤテは頷うなずいたが、はたして彼女相手に主導権を取れる日が来るのかと心の中で疑ぎ問もん符ふを浮うかべずにはいられなかった。








第一章　エインヘルヤル祭









　シェリーの髪も乾かし終え、身み支じ度たくを調ととのえた主従は朝食を食べたあと、いつものようにイヴァルディ教室へと向かった。

「遅ち刻こくギリギリじゃない。まったく、あなたがもたもたしていた所為せいよ」

「お前があのあとも下着を穿はかせろとか足の爪つめを切れとか命令してきたからだろ！」

　下げ僕ぼく使いの荒あらいご主人様に文句を言いつつ、ハヤテは廊ろう下かを小走りに駆かけて若じやつ干かん体当たり気味に教室のドアを開けた。

「よしっ！　間に合ったな」

　教室中から注目を集めたが、ひとまず担任のレーラがまだ来ていないことを確かく認にんして安あん堵どするハヤテ。その後ろから息を整えたシェリーが少し遅おくれて教室に入ってくる。

「ほら、いつまでもそこに突つっ立ってないで、間に合ったなら席に着きましょう」

「ああ」

　ふたりは教室の隅すみのいつもの席へ向かう。

　そうして長なが椅い子すに並んで腰かけてレーラが来るのを待ったが、始業時間を過ぎても彼女は教室にやってこなかった。

「……なんか遅おそいな」

「そうね。何かあったのかしら？」

　ハヤテの疑問にシェリーも首を傾かしげる。

　そこへ、時間を持て余したのかアリアとキルルが自分の席を離はなれてやってきた。

「や。ハヤテ君。シェリー君」

「おはようございます。ハヤテさん」

「よっ、ふたりとも。なんかレーラ遅いな」

「もうすぐエインヘルヤル祭だからね。きっとその会議で遅れているんだよ」

　ハヤテが振った話題にアリアはさらりと答えを出す。しかし、「エインヘルヤル祭」が何なのか分からなかったハヤテは首を傾げた。

「エインヘルヤル祭って何だ？」

「初代女王アルテミスの生誕日にあやかって行われる学院祭さ」

「劇をやったりとか、あと模も擬ぎ店てんを出したりもするんです」

　キルルはアリアの説明に補足をつけ加えつつ、楽しみですよねと頰ほおを上気させる。

「へぇー、劇に模擬店かあ。ていうか、学院の行事なら何でシェリーが知らないんだよ？」

「試験以外のことにはたいして興味ないもの」

　シェリーはさらりと答える。

　その淡たん白ぱくな返事にハヤテは少しモヤモヤとしてしまう。

　彼女の夢──大陸最強の魔女騎士ヘクセンリツターになるという目標──を思えば、脇わき目めも振らずに走り続ける必要性も理解できるが……それでもハヤテは彼女にもっと楽しく幸せに生きてもらいたいと思う。

　そのためにはこういう行事にも積極的に参加して欲しいのだが……。

　そんなモヤッとした気持ちが顔に出ていたのか、アリアはあえて少しおどけた口調で学院祭の説明を続けた。

「まあ、たとえば模擬店をやるにしてもお客さんは生徒の親族や貴族の招待客だから、お金のやり取りはしないんだけどね。準備の経費もあらかじめ学院が用意した予算内で賄まかなうし。その代わり、お祭りの最後に投票タイムがあってね、どのクラスの出し物が一番だったか来らい賓ひんに投票してもらうんだ」

「一番になると何かいいことがあるのか？」

「うん。一番、つまり最さい優ゆう秀しゆう賞を獲とったクラス全員に、ちょっぴりだけど成績アップのボーナスがもらえる。それと最優秀クラスの中からさらに最優秀個人賞が選ばれて、それを獲った生徒にはもうひとつおまけにご褒ほう美びが出るんだ」

　アリアはそう言うと、茶目っ気たっぷりにウインクして唇くちびるに人差し指を当てた。ジェスチャーだけ見ると「秘密だよ」と言っているようだが、これは逆に「質問してよ」という意味だろう。

「ご褒美って何なんだ？」

「それはね……『月光のドレス』を着て後夜祭のパーティーに参加できるのさ」

「？」

　おそらく凄すごいことを言われたのだろうが、記き憶おく喪そう失しつのハヤテにはその『月光のドレス』が何なのか分からず再度首を傾げる。

「『月光のドレス』というのは、昔王家から学院に下か賜しされた代しろ物ものなんだ。これを着られることは大変名めい誉よなことなんだよ」

「へぇー」

「うーん、ハヤテ君にはいまいち凄さが伝わらないかな？」

「まあ、確かに」

「女王様の偉い大だいさが分からないなんてあり得ませんわね」

　ハヤテとアリアがそんな会話をしていると、そこへ契約獣サーヴアントを連れたビクトリアもやってきて話に混ざり始めた。

「アルテミス様から続く大陸最古の血筋。最も偉大な王家から賜たまわったドレスを召めす栄えい誉よは、それこそ学生の身には余るというものですわ」

「ふむ」

「それにわたくしは去年お姉様と一いつ緒しよにエインヘルヤル祭に招待されて、後夜祭で『月光のドレス』を実際に目にしましたけど……」

　ビクトリアはその時のことを思い出すように腕うでをかき抱いだいてぶるりと震ふるえた。

「本当に月光そのものを纏まとっているような素す晴ばらしいドレスでしたわ。あんなにも美しいドレスを見たことは後にも先にもありません」

「そりゃまた……凄いドレスなんだな」

　実のところまだピンと来ているわけではなかったが、『月光のドレス』を見た時の感動を伝えるビクトリアの様子から、それが凄いものだということは伝わった。

「後夜祭ではダンスを踊おどるんだけど、『月光のドレス』を着た少女は誰だれにでもダンスを申し込めるんだ。申し込まれる方にとっても名誉なことだからね。そのダンスを踊ったのがキッカケで婚こん約やくする人たちもいるんだよ」

「へぇー、婚約することまであるのか」

　さすがにそれには驚おどろき、ハヤテは目を丸くする。

（物凄い綺き麗れいなドレスだって言うし、やっぱりあれなのか？　その美しさにメロメロになって一気に惚ほれちまうってことなのかな）

　これまでの話を総合して、ハヤテはつまりそういうことなのかと結論づけた。

「なるほどな。そこまで凄いドレスを着た人と踊ったら、俺もひと目惚れしちまうかもな」

「「「「!?」」」」

　頭の中で出した結論からハヤテが何気なく口にしたセリフに、周囲にいた四人の少女たちはそれぞれ大きく表情を変える。

　その時、教室のドアが開いて到とう着ちやくが遅れていたレーラが現れた。

「遅くなった。各自席につけ」

「あらら。仕方ない、席に戻もどろうか、キルル」

「う、うん。ハヤテさん、またあとで」

　アリアとキルルはそう言うと元いた席へと戻っていく。

「でででは、おふたりともごきげんよう」

　ビクトリアは妙みようにぎこちない口調で別れを告げ、途と中ちゆうの階段でつまずきそうになりながら自分の席へと帰っていった。

「さて、今年も例年通りエインヘルヤル祭を開かい催さいすることが先さき程ほど決定された」

　全員が席に着いたのを確かめると、レーラはいつもの淡たん々たんとした口調で切り出す。

「去年来賓として招かれた者もいるかもしれないが、今年はお前たちが来賓をもてなす側だ。開催は三週間後。本日は一時間目を使い、学院祭で行う出し物について話し合ってもらう。級長」

「はい」

　レーラに呼ばれ、アリアは席から教きよう壇だんの方へと移動する。黒衣の教師は級長に司会進行役を譲ゆずり、自分は教壇を降りて生徒たちの話し合いの邪じや魔まにならないよう脇わきへどいた。

「えーと、そういうわけだから今から学院祭の出し物について話し合おうか。何かやりたいものがある人はいるかな？　隣となりの人と相談しても構わないよ」

　アリアは教きよう卓たくの上に軽く手を突きながら、あまり急せかさない口調でクラスメイトたちに尋たずねた。すると教室のあちこちから話し合う少女たちの声が聞こえてくる。

「学院祭楽しみですわね」

「ねぇ、それよりも出し物どうしましょうか？」

「あなたは何かやりたいものありますの？」

「去年観みたアルテミス様を題材にした劇は素晴らしかったですわ」

「でもアルテミス様の劇は最上級生がやるのが伝統と聞いたことがありますわ」

「あら、そうなの？　残念だわ」

「模擬店というのもおもしろそうですわね」

「でもわたくし、料理なんてしたことありませんわ」

　そこかしこで何がしたいあれがしたいという話は聞こえてくる。

　しかし、みんなそれぞれやりたいものはあるものの、これという意見をアリアに向かって提案する者はなかなか現れない。聞こえてくる会話の内容からすると、やりたいものはあってもやり方が分からないという感じだ。

　教壇に立つアリアは若干困ったように髪かみの先をイジっているが、あまりクラスメイトを急かそうとはしなかった。なるべく誰かが挙手するまで待つつもりのようだ。

　その時、教室の中心でビクトリアがスッと手を挙げた。

「アリアさん。よろしいかしら？」

「うん。じゃあ、ビクトリア君。どうぞ」

「では……」

　ビクトリアは優ゆう雅がに立ち上がると、その豊かな膨ふくらみを持つ胸に手を添そえて自分の考えた案を提案する。

「わたくしは喫きつ茶さ店てんをやるのがいいかと思いますわ」

「喫茶店か。うん。なるほどね」

　ビクトリアの意見にアリアが頷うなずく。

「すみません。喫茶店ってなんですか？」

　どうやら喫茶店を知らないらしい生徒がビクトリアに質問する。

「お客様にお茶やお菓か子しを提供する庶しよ民みんのお店のことですわ。それを真似まねて、来賓の方々に優雅なティータイムをわたくしたちの手で提供するのです」

「まあ！　それは素敵ですわね」

　教室のあちこちから賛同の声が上がった。

「お母様やお姉様に私たちの手で紅茶やお菓子をお出しするなんてドキドキしますわ」

「庶民のお店のことまで知っているなんて、さすがはビクトリアさんですわ」

「ありがとうみなさん……ですが！　このクラスが最優秀賞を獲とるために、わたくしはさらにもうひと工く夫ふうつけ加えるべきだと思いますわ！」

　バンッ！と机を叩たたき、ビクトリアは強く主張する。

（なんかやたらと気合い入ってるな、ビクトリアの奴やつ）

　まぁ負けず嫌ぎらいな彼女が一番を獲りにいこうとするのは別に不自然でもないが……何か気合いを入れる理由でもあるのだろうか？

「ビクトリア君。もうひと工夫って何をするんだい？」

　進行役のアリアは笑え顔がおで先を促うながす。

　ビクトリアは自信満々に胸の上に置いていた手を前へと広げて、

「それは……仮装ですわ！」

　と宣言した。

「仮装？」

「どういうことでしょう？」

　いまいち単語の意味が伝わらなかったのか、クラスのあちこちから疑ぎ問もん符ふが飛び交かった。

　それに対してビクトリアはこほんっと咳せき払ばらいをして、再度周りの注目を集める。

「実は先日シャルラッハロートさんとタッグを組んだ折に、庶民のメイド喫茶なるところで働くのをお手伝いする機会があったのですが……」

「……？」

　意外なところで自分の名前が上がり、シェリーがぴくりと反応する。

　クラスメイトたちもビクトリアがはみ出し者のシェリーと、しかも庶民のお店で働いたという話を聞いてざわついた。

「そこでは店員がみなメイドの格好をして給仕をしていて、訪おとずれるお客の庶民たちも食事やティータイムを非常に楽しんでいました。味だけでなく目でも楽しんでもらう工夫、それが仮装ということですわ」

「うん。おもしろい工夫だね」

　ビクトリアの意見をアリアは肯こう定ていする。

「まあ、貴族のわたくしたちがメイドの格好をするわけにもいきませんが、何かこの学院に相応ふさわしい仮装であれば、学院祭に来られる来らい賓ひんの方々にも喜んでいただけるはずですわ」

「なるほど。ところで、肝かん心じんの〝仮装〟の内容はどうするんだい？」

「えっと……それはまだ考えていませんわ」

　アリアの問いにビクトリアは若じやつ干かん声を小さくしながら返事をする。

　どうやらまだ具体案までは考えていなかったようだ。

　そうして新しく「仮装は何にするか？」という議題が持ち上がるが、今度はクラスがざわつき始める前にキルルが「はいっ！」とその手をビシッと真上へ伸のばした。

「おや？　キルル珍めずらしいね。何かいい案があるのかい？」

　確かにこういう時にキルルが積極的に意見を出すのは珍しい気がする。彼女も学院祭と聞いてテンションが上がっているのだろうか？

「うん。その、サーヴァント喫茶なんてどうかな!?」

「サーヴァント喫茶？」

　アリアはキルルに対してオウム返しに尋ねる。

「えっと、つまり自分の契約獣サーヴアントをイメージした仮装をするの。たとえばあたしだったらクロみたいな耳と尻尾しつぽとか、あと毛がもこもこの肉球の手て袋ぶくろをするとか」

「ガウッ！」

　一いつ生しよう懸けん命めい説明する主あるじを後押しするように、キルルの契約獣サーヴアントである黒獣ブラツクドツグもひと声吠ほえる。

　そんな彼女たちの様子を見やりながら、ハヤテは頭の中で彼女のサーヴァント仮装とやらを想像する。

（黒獣ブラツクドツグって犬っぽいから、キルルが仮装というと犬耳と犬尻尾をつける感じになるのか？　あと肉球にモコモコ……かわいいな）

　脳内で思い描えがいたキルルの仮装姿にハヤテはほっこりする。

「うん。私は契約獣サーヴアントの仮装というのはこの学院らしくていいんじゃないかと思うけど、みんなほかに案はあるかな？　ビクトリア君はどうだい？」

　アリアがそもそもの仮装喫茶の提案者であるビクトリアに話を振ふると、彼女はあごに指を当ててしばし考え込む。

「そうですわね……契約獣サーヴアントというくくりを持ちつつ、各おの々おののパートナーに合わせて衣い装しようを作ればそれぞれ個性も生まれますし……全員同じよりわたくしひとりめだつ衣装の方が最さい優ゆう秀しゆう個人賞も狙ねらいやすいですし……わたくしはいいかと思いますわ！」

　途中、小声でハヤテには聞き取りづらい部分もあったが、結論としてビクトリアはキルルの意見に賛同した。

　クラスの中心的存在の彼女が意思表明したことで全体の雰ふん囲い気きも同意で纏まとまり、イヴァルディ教室の出し物はサーヴァント喫茶に決まった。

「……ところで喫茶店をやるのはいいのですけれど、お菓子や紅茶はどうやって用意しますの？　いつも嗜たしなんでいる銘めい柄がらは分かりますが、どこへ行けば手に入るのかまでは……」

　と、出し物が決まったところでクラスメイトのひとりが懸け念ねんを口にする。

「そういえばわたくしも知りませんわ」

「茶葉やお菓子の買い付けはメイドの仕事ですものね」

「お母様に訊きけば分かるかしら？」

「ですが、エインヘルヤル祭は極力生徒のみで準備をする伝統がありますわ」

「困りましたわね……」

　少女の不安はまたたく間に教室中に広がり、箱入りのお嬢じよう様さまたちはどうしたものかと周りと顔を見合わせる。

　これは最後の最後で頓とん挫ざしてしまうのかと誰だれもが思った時、司会役のアリアが大だい丈じよう夫ぶだよとでも言うように手をひらひらと振る。

「茶葉やお菓子の仕入れが分からないということなら、そんなの実際にお店で働いているシェリー君に訊けばいいじゃないか」

「……はい？」

　アリアのセリフにシェリーは目を丸くする。

　ビクトリアやキルルが意気込んで次々と意見を出す中、教室の隅すみで無関心を貫つらぬいていた彼女は突とつ然ぜんの名指しに面めん喰くらっているようだった。

　数秒して我を取り戻もどした彼女が教室を振り返ると、クラス全員の視線が集まっていた。

「……っ」

　クラスメイトからの期待のこもった視線の圧力に、あのシェリーが珍しく長なが椅い子すの上で後退してお尻しりをハヤテの腰こしにぶつける。

（陰かげ口ぐち言われても平然としてんのに、逆にこういうのは慣れてないのか？）

　シェリーの意外な一面を知ったハヤテは心の中で頷く。

（これはシェリーがクラスに溶とけ込むキッカケになるかもしれない）

　裏切り者の血筋というレッテルを貼はられて疎そ外がいされた過去を持つシェリーは、周囲に対して壁かべを作って自己防衛している節があった。それがハヤテにはもどかしかったのだ。

　彼女に幸せになって欲しいと思っている身としては、いつまでも彼女が孤こ立りつしたままでいるのは望ましくない──これはその状じよう況きようを何とかするチャンスなのかもしれない。

　ハヤテはシェリーから隠かくれてアリアに向かってグッと親指を立てる。その調子で話をまとめてくれという合図だ。

「……！」

　こちらのサインを見たアリアは一いつ瞬しゆん考えたあと、ちゃんと彼の意図を汲くみ取ったらしくにこっと微笑ほほえんだ。

「じゃあ意見も纏まったことだし、私たちイヴァルディ教室の出し物はサーヴァント喫茶で決定だ！　シェリー君」

「えっ？　あ、何？」

　アリアの呼びかけにシェリーはいつもより取り乱した声を上げる。

「私ももちろん手伝うけれど、サーヴァント喫茶の成否はシェリー君の協力が不可欠だ。放課後は忙いそがしいと思うけど、準備ではなるべく君がみんなを引っ張ってくれたまえ」

「えっ、あの、アリアさん……？」

　シェリーは助けを求めるようにアリアを見つめるが、彼女はにこにこするばかりで前言を引っ込める気はまるでなさそうだ。ナイススマイル。

　最後にシェリーは俺の顔を見やる。

「何をそんなに迷ってるんだよ。いいじゃないか、引き受ければ」

「……それは命令？」

「？」

　なぜかジト目で睨にらまれ、ハヤテは首を傾かしげるが、

（ここは強引にでも引き受けさせるべきか）

　と考え、彼女の問いかけに首しゆ肯こうする。

「……そう。分かったわ」

　シェリーはついに観念するように呟つぶやいた。
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　そうして無事イヴァルディ教室の出し物も決まり、ハヤテたちは次の実技授業のために第二訓練場へと移動していた。

　その道中、なんだかシェリーはいつもより口数が少なくて……。

「何だよ？　もしかしてさっきのこと怒おこってるのか？」

「怒っているというか複雑というか……」

　シェリーはクルクルと髪かみの先をイジりながらこちらの横顔をちらりと見る。

「ハヤテ。あなた、何でビクトリアさんやキルルさんがあんなに張り切っていたか理解できている？」

「……？　そりゃ、学院祭を盛り上げたいからじゃないのか？」

「はあ……。あなたはもう少し自分の不用意な発言に気をつけるべきだわ」

　思いっきりため息をつかれた。

（不用意な発言って何だ？　そういやあのあとビクトリアがシェリーに「あなたには負けませんわよ！」とか言ってたけど、それと関係してるのか？　そういえばキルルも衣装の参考にするからって俺にいろいろ聞いてきたような？）

　ふたりが物もの凄すごく張り切っているのはハヤテにも分かったが、それでなぜシェリーがため息をつくのにつながるのかがいまいち分からなかった。

「……本当に誰かに目移りしたら、赦ゆるさないから」

「？」

　シェリーが何か言ったが、俯うつむいたまま小さな声で呟いたのでハヤテには彼女が何と言ったのか聞こえなかった。

（まぁ、それはひとまず置いといていいか）

　それよりもシェリーが学院祭の準備に協力する姿勢を見せたことの方が重要だ。ハヤテの命令もあったにせよ、孤立状態から一歩前進したのは間ま違ちがいない。

（あとはここからどう周りと打ち解けるかだよな……そこはさすがにシェリーの意思次し第だいだけど）

　なるべく背中を押していくようにしよう……そんな風に思いながらハヤテがシェリーの隣となりを歩いていると、向こうから見慣れない女性がやってくるのが視界に入る。

「あっ、ちょっといいかしら？」

　青髪を伸ばし放題にしているその女性は、ハヤテたちを目に留めると気さくな調子で話しかけてきた。立ち止まった拍ひよう子しに首から提さげたロケットペンダントが胸の上で跳はねる。

「学院長室はどっちだったかしら？　久しぶりだから迷っちゃって」

「……失礼ですが、どちら様ですか？」

　やや警けい戒かいした表情でシェリーは尋たずね返す。

　敷しき地ち内にいるということは当然学院の正門の警備を抜ぬけてきたのだろうが、見ず知らずの相手にいきなり学院長室の場所を教えるのは躊躇ためらわれたのだろう。

　彼女の対応はある意味で常識的だったが、相手によっては無礼と捉とらえられたかもしれない──だが、青髪の女性は気にしてなさそうな愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「ああ、別に怪あやしい者じゃないわ。私の名前はリンネ・ブランケッシュ。いちおう学者なんだけど、今日は学院長に資料閲えつ覧らんの許可をもらいにきたの。身分証もあるわよ」

　そう言って女性──リンネは自分の身分証をシェリーに見せる。

「リンネ……もしかして、あの魔ま獣じゆう学の権けん威いのリンネ博士ですか？」

「そういう呼ばれ方はムズがゆいわね」

　リンネはそう言ってまた笑った。

「魔獣学って何だ？」

　ハヤテはこそこそとシェリーに耳打ちする。

「文字通り魔獣に関する研究を専門とする学問よ」

　魔獣の生態には謎なぞが多い。その謎を解き明かそうとしているのが、目の前のリンネのような魔獣学者らしい。

「それにしてもよく私の名前なんて知っていたね？　魔獣学者なんて花形の魔女騎士ヘクセンリツターに比べたらはるかにマイナーな存在よ。君のような年若い魔女騎士ヘクセンリツターの卵が接する機会なんてそうそうないと思うけれど？」

「以前……キュクロプスの生態調査報告書を読んだ時に、お名前を拝見したので」

　シェリーは一瞬リンネから目を逸そらしながら彼女の問いに答えた。

　キュクロプスはシェリーの故郷シャルラッハロート領を破は壊かいし尽つくした魔獣の名前だ。口にするだけでも苦いものが込こみ上げてくるのだろう。

　ハヤテはシェリーを元気づけるようにそっと肩かたに手を置いた。彼女はその手に自分の手を重ね、頰ほおを寄せるように首を傾げる。

「……」

　ふたりの様子を、リンネはしばらく意味ありげな視線で眺ながめ、

「まぁ、自己紹しよう介かいはこれくらいにして。改めて学院長室はどこかしら？」

　やがて頃ころ合あいを見るように再度シェリーに質問する。

「……すみません。学院長室でしたら、そちらの玄げん関かんから校舎に入って廊ろう下かを右に……」

　待たせてしまったことを詫わびてから、シェリーは学院長室までの道順を教えた。

「ありがとうね。今度は迷わずに済みそうだわ」

　リンネはうんうんと頷うなずいたあと、礼を言ってその場を去ろうとする。

「リン姉ねえ！」

　その時、第三者の声がハヤテたちの耳に飛び込んできた。

　振ふり返ると、そこには機械仕じ掛かけのフクロウを肩にのせたアリアが、三人のいる場所に駆かけ寄ってくる姿が目に入る。

「あら！　アリアじゃない。久しぶりね」

「本当に久しぶり！　最近連れん絡らくが取れなくて心配してたよ。今日はどうして学院に？」

　頰を紅潮させながらアリアはまくし立てるように次々と言葉を紡つむぐ。その声こわ音ねからは隠そうともしない親愛の念が、横で聞いているハヤテにもひしひしと伝わってきた。

（ふたりは知り合いなのか？　呼び方も随ずい分ぶんと親しげだったし）

「ん？　ああ、アリアと私は従姉妹いとこなのよ」

　こちらの視線を感じ取ったのか、リンネは質問される前に先回りして答えを言った。

　彼女は極ごく自然な動作でアリアの帽ぼう子しを取り、その赤い髪の毛をくしゃくしゃと撫なでる。

「アリアも大きくなったわね……まるで娘むすめの成長を見ているみたい」

　独白するようにリンネがそう呟くと、子犬のようにじゃれついていたアリアが急にピタリと止まった。

「……？」

　唐とう突とつな変化にハヤテは違い和わ感かんを覚えるが、口にはしなかった。

「ほらっ、アリアたちはこれから授業でしょう？　遅ち刻こくする前に行った行った。話ならまたあとでゆっくりできるから」

　リンネはもう一度アリアの頭を撫でると、急せかすように彼女の背中を軽く叩たたいた。

「うん。分かったよ。リン姉」

「じゃあ、そっちのふたりもまたあとでね」

　手をひらひらと振ると、リンネは伸のばしっぱなしの髪をたなびかせて校舎の中へと消えていった。

「……さっ！　私たちも第二訓練場へ急ごうか。このままじゃ本当に遅刻しちゃうよ」

　彼女を見送ったあと、気を取り直すようにアリアは手を叩いて、ハヤテとシェリーを早く早くと手招きながら走り出してしまう。

「行きましょうか、ハヤテ」

「ああ」

　ハヤテとシェリーもアリアに続いて走り出す。

（あれ？　そういやあの人、この学院に〝男〟がいるのに全然驚おどろかなかったな）

　足を動かしながら、ふとハヤテの頭に疑問がよぎる。

（魔女騎士ヘクセンリツターになれない男がこの学院にいるのは、確か、この世界の常識じゃおかしいことなんだよな？）

　なのになぜリンネは驚きもせず普ふ通つうに接してきたのだろう？

（それに「またね」って……？）

　行きずりに道を尋ねただけの相手にかけるあいさつとしては、少しおかしい気もする。

「……？」

　気づき始めるとリンネの言動の端はし々ばしに次々と疑ぎ問もん符ふが湧わいていく。

　だが、それらの疑問は思っていた以上に早く解決することとなった。
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　昼休み。

　ハヤテにシェリー、それからビクトリア・キルル・アリアの五人はレーラからの呼び出しを受けて指導室へと向かっていた。

「最近、俺ら何かしたっけ？」

「いまいち心当たりがないわね」

　ハヤテとシェリーはお互たがいに首を傾げる。

「ビクトリアは何か心当たりあるか？」

「特にありませんわね。この前のように実家からクエストが発行されたわけでもないでしょうし」

「そういやあの時は三人で指導室に呼び出されたんだっけ？　クエストっていえば、この五人って前回のクエストメンバーか」

「そうだね～」

「キュルルル」

　ふとハヤテが見み出いだした五人の共通項こうに、アリアと彼女の契約獣サーヴアントミリアが同意の声と鳴き声を上げる。

「もしかしたら、そのクエスト絡がらみで何かあったのかもしれないね」

「な、何か怒られるのかな？」

「そんなことないと思うよ。クエストはなんだかんだ言ってキッチリ完かん遂すいしたんだし」

「そうかな～？　だ、だって指導室だよ？」

「キルルは心配性しようだなぁ」

　指導室という単語にビクビクしているキルルをアリアが心配ないよと励はげます。

「まっ、行ってみれば分かるさ」

　身も蓋ふたもないことを言いつつ、ハヤテは彼女たちと目的地を目指して廊下を歩く。

　やがて『指導室』のプレートがかかった扉とびらの前に到とう着ちやくした。

「レーラ先生。いらっしゃいますか？」

「入れ」

　ビクトリアが扉をノックすると、中から愛想のない担任の声が聞こえる。その声に応じて一行は失礼しますと言いながら部屋の中に入った。

　と、室内に入ったハヤテ・シェリー・アリアの三人は、レーラのほかに見知った顔が指導室のソファに座っていることに気がつく。

「あれ？　リンネ、さん？」

「リン姉？」

「ハイッ、また会ったわね」

　リンネはソファに座ったまま、驚いているハヤテとアリアに向かってにこやかに笑え顔がおを浮かべながら手を振った。

「ハヤテさん。お知り合いですの？」

「さっき会ったばっかりだけどな。リンネ博士って言って、魔獣学の権威らしいぜ」

「そうなんですの」

　ビクトリアの薄うすい反応にハヤテは少し肩かた透すかしを喰くらった気分になる。

（シェリーやアリアに比べて微び妙みような反応だな）

　そういえばリンネ自身、魔獣学をマイナーと評していた。シェリーのように興味を持つキッカケがあったり、アリアのように従姉妹がその研究者でもなかったりしなければ、たいして気にも留めない学問なのだろう。

「シュバルツ先生。なぜこちらにリンネ博士が？」

「彼女がお前たちに用があるそうだ。とりあえずそっちに座れ」

　レーラに促うながされ、五人はふたつのソファに分かれて座った。レーラはひとりソファからは離はなれた椅い子すに腰こしかけている。どうやら教師として話に立ち会うだけらしい。

「それでいったい学者の方がわたくしたちにどのようなご用ですの？」

　五人の中で一番家格の高いビクトリアが代表して話を切り出す。

「まあそう急がないで。まずはお茶でも飲みなさい」

　リンネはへらっと笑いながら紅茶を勧すすめる。

　アリアもよく似たような笑みを浮かべることがあるが、彼女のが場を和なごませるためのやさしい笑顔なら、リンネのは何と言うか〝ゆるい〟感じのする笑い方だった。これはこれで和む気がするが、アリアが気き遣づかいならこちらはたぶん素すだ。

「いただきます」

「いただきますわ」

　彼女の勧めに応じて何人かが紅茶のカップに口をつけ、ひと息ついたところで今回の招き主は用件を話し始める。

「君たちを呼んだのはほかでもない。私は今キメラたちの生態調査を行っていてね。君たちが奴やつらを倒たおした時の話を聞きに来たの」

「キメラ……！」

　キメラとは驚きよう異い的な再生能力を持ち、キマイラや〝七つ首〟といった上位種まで存在する極きわめて危険な魔ま獣じゆうだ。ヴェルデ家のクエストの折に谷で大量発生し、大惨さん事じになる寸前でかろうじてハヤテが討とう伐ばつしたのだった。

「生態調査って、具体的に何をするんですか？」

「文字通り、その魔獣がどんな生き物なのかを調査するのよ。魔獣は謎なぞの多い生き物だけれど、何もかもが謎のままというわけでもないの。姿形や扱あつかう魔法の属性・種類などから近きん似じ種しゆを類推することで、たとえば共通の弱点や習性を見出すことも可能になる」

　弱点まで特定するには地道で根気のいる作業が必要となるらしいが、習性だけでも知ることができれば──たとえばある種の魔獣は「水が苦手」といった習性が発見されれば、力のない一いつ般ぱん市民でも逃にげる時に水場を目指すことで生存率を上げられる。

　魔女騎士ヘクセンリツターのように直接魔獣と戦って民たみを護まもるわけではないが、魔獣学はそういった形で人々のためになる学問らしい。

「へぇー、なるほどなぁ」

　思わずハヤテが感かん嘆たんのため息をつくと、リンネはフフッと笑う。

「つまり魔獣の生態を知るっていうのは、人々を護ることにつながるの。だから、君たちにも詳くわしい話を聞かせてもらいたいというわけ」

「お話は分かりました。そういうことでしたら、協力は惜おしみませんわ」

　ビクトリアは頷き、他ほかのみんなも同意する。

「ありがたいわ。じゃあ、早さつ速そくだけど」

　そこからリンネはメモとペンを取り出し、矢や継つぎ早に、けれど詳しよう細さいにキメラに関する質問を開始した。

　質問は多た岐きにわたったが、リンネは必ず五人全員からの回答を求めた。

　同じ魔獣を相手に戦っていたとしても、たとえば魔法しか使えないシェリーと『魔導器ワンド』の使えるビクトリアでは、それぞれ感じる手て応ごたえや印象が異なって当然だからだ。

「ふむふむ、じゃあ雷かみなりに対する耐たい性せいはほぼなかったってことだね」

「は、はい。キメラは外見が全然違ちがったりしましたけど、電でん撃げきによる麻ま痺ひが通じなかった個体はなかったと思います」

　リンネは調査書を作る上でひとりの意見に偏かたよらないように、しっかりと全員から聞いた話を詳細に記録していく。

　当然、五人全員分の証言を整理してまとめるのには時間がかかり、気がつけば随ずい分ぶんと時間が経たっていた。レーラも途と中ちゆうで別の先生と交代し、次の授業へ行ってしまった。

　そうして百近い質問に答え、リンネのメモが何ページも真っ黒になって埋うまった頃ころ。

「うん。それじゃあハヤテ君」

「はい」

　リンネに名前を呼ばれるのにも慣れてきたハヤテは、次の質問は何だろうと思いながら返事をした。

「これまでの話を総合すると、キメラにキマイラ、そして件くだんの七つ首の撃げき破はに成功したのは、やっぱり君の持つ『魔神器ゼーレ』の力が大きかったみたいだけど」

「え？　いや、別に俺ひとりで戦ったわけじゃ」

「謙けん遜そんはなしの方向でね。これは賞賛ではなくあくまで客観的意見だから。君たちの話に加えてヴェルデ家の当主さんの証言や現場検証の結果から見て、君が打ち倒したキメラの数、それにかかった時間も含ふくめて驚異的な数値よ、非常識なほどにね」

　研究者の顔をして、リンネはキッパリとそう言い切る。

　非常識……まあ、ハヤテも自身がその存在も含めて何かと非常識的であることは知っているが、こうも冷静に断言されてしまうと反応に困った。

　そんな彼の複雑な心境を鑑かんがみたのか、リンネは安心させるようにまた笑顔に戻もどり、

「……で、ね。私が言いたいのはつまり、君の『魔神器ゼーレ』の力が実際どんなものなのか、この目で見てみたいということなのよ」

　と、ウインクしながら茶目っ気たっぷりにお願いしてきた。
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『魔神器ゼーレ』の力を見たいというリンネの頼たのみを聞くために、ハヤテたちは模も擬ぎ訓練場へと移動した。

「ここなら床ゆかも壁かべもミスリルでできているから、全力を出しても大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　ミスリルは非常に硬かたく、滅めつ多たなことでも傷ひとつつかない。『魔神器ゼーレ』の力を見せるには最適の場と言えた。

「じゃあ、ちょっと準備するので」

　ハヤテはリンネに断りを入れると、腕うで組ぐみして待つシェリーの方に向き直る。

「……」

「どうしたの？」

「いや、改めて見られながら『レーヴァティン』抜ぬくのってなんか恥はずかし」

「いいからさっさと抜きなさい」

　怒おこられた。

（どっちかって言うと羞しゆう恥ち心しんを感じるべきはお前の方なんだが……）

　まあ、ご主人様がやれと言うならやるしかないか。

　ハヤテは軽く息を吸い、彼女の胸むな元もとに浮うかぶ結印に自身の右手に浮かぶ結印を重ねた。

　同時に、告げる。

「創造クリエイシヨン──界かい燼じん剣けん『レーヴァティン』」

「んんっ！　ああぁ！」

　シェリーの喘あえぎとともに赤い刀身の大剣が彼女の中から抜き出される。

　赤熱する光を放つ『レーヴァティン』を見て、リンネは目を輝かせた。

「わああー」

「えっと、じゃあ何か適当にやります」

　ハヤテは『レーヴァティン』の力を存分に奮えるように、みんなから距きよ離りを取る。

　魔神技ラストオリジンは……さすがにマズいか。

　ミスリルの超ちよう硬こう度どは知っているが、それを知っていてもなお壊こわれてしまうのではないかと心配になってしまう。魔神技ラストオリジンとはそういう威い力りよくを持つ大おお技わざなのだ。

（なにしろこの前は山の四分の一を消し飛ばしたからなあ……）

　今日は無難に基本的な能力だけ見せようと心に決め、ハヤテは剣先を上へと向ける。

「焰ほのおよ！」

『レーヴァティン』から[image: 迸]ほとばしった炎ほのおはのたくる蛇へびのような軌き跡せきを宙に描えがき、やがてミスリルの床の上に着ちやく弾だんして、そのまま燃え盛さかり続ける。その炎はハヤテが望む限り消えることはない。

「へぇー、出した炎は完全にハヤテ君の思い通りになるんだね。じゃあ、その炎に少しでも巻き込まれたら最後、灰になるまで燃やし尽つくされちゃうの？」

「いえ、前に楯たての『魔導器ワンド』を使う先せん輩ぱいに跳はね返されたこともあるんで、同等かそれ以上の力をぶつけられれば消えると思います」

　実際、七つ首には魔神技ラストオリジン以外の攻こう撃げきはまるで効かなかった。

　ハヤテの自己分ぶん析せきを聞き、リンネはこくこくと頷うなずく。

「ふーん……じゃあ、ほかにもできることやってみてくれる？」

「あっ、はい。それじゃ……焰よ！」

　その後もハヤテは『魔神器ゼーレ』の恩おん恵けいで底上げされた身体能力や、キュクロプスの大魔法を吹ふき散らした炎の渦うずなど、ひと通りの『レーヴァティン』の力を披ひ露ろうしてみせた。

「いやー凄すごいっ、凄いわっー」

　パチパチパチと拍はく手しゆしながら、リンネはハヤテの方へと近づいてくる。

「どうも。恐きよう縮しゆくです」

「魔技マギカを使ったわけでもないのに、基本スペックだけでかなりの出力なのね。特にあの炎の渦なんて、魔獣の大魔法を吹き散らすほどの威力なんでしょう？　確かに普ふ通つうの『魔導器ワンド』とは物が違うみたいね……でも」

　そこでリンネはハヤテの肩かたにしなだれかかるように体重を預けてきた。

「……!?」

「山の一部と七つ首を跡あと形かたもなく消し飛ばすには、やや力不足な気もするかな。ねぇ、もっと魔技マギカみたいな力を隠かくしてるんじゃない？」

　リンネの熱い吐と息いきがナナメ下から耳にかかり、ハヤテは一いつ瞬しゆん息を吞のむ。それ以前に密着するほど体を寄せてこられているので、彼女の大人なお胸が押し付けられてくにんっと形を変えていた。

「えっと、隠してるっていうか、単純に威力がありすぎるんで模擬訓練場ここで使うと危ないんじゃないかなーと」

「はぁ……あっ、そっか。はぁ……それじゃあ、どこか移動して……はぁ……」

「……？」

　なんか妙みように息が荒あらいような？

　ハヤテは盗ぬすみ見るようにリンネの顔色を確かく認にんする。彼女は浅い呼吸をくり返しながら『レーヴァティン』をジッと凝ぎよう視ししていた。

「はぁ……もう、無理……！」

「へ？」

　何がと思う間もなくハヤテの視界はひっくり返り、気がつけば寄りかかってきたリンネに押し倒される形で地面に転がされていた。

「ねぇ、もっとその剣、よく見せて……」

　リンネは息を乱しながら、もぞもぞとハヤテの体の上を這はうように移動して赤き大剣へと手を伸のばそうとする。

　突とつ然ぜんの彼女の豹ひよう変へんに意表を突つかれ、ハヤテは完全に硬こう直ちよくしてしまった。

（なっ、何なんだいきなり!?　いや、けどこの感じどこかで……あっ！　そうか、契約獣サーヴアント絡がらみのことで暴走した時のアリアにそっくりなんだ。さすが従姉妹いとこ。興味と好こう奇き心しんが臨界値を超こえると周りが見えなくなるのか!?）

「おっ、落ち着いてシェリー君！」

「どいてアリアさん。たとえ相手が誰だれであろうと私の下げ僕ぼくに手出しする者には容よう赦しやしないわっ！」

「ごめん。お願いだから容赦して。あれでも私の親族なんだ」

　ハヤテの視界の外では何やら危険な会話とかも聞こえてくる。しかし、どうやらリンネの耳にはまるで聞こえていないようだ。

「ねぇ、早く見せて、触さわらせて」

「うわっ！　いや、危ないから早く離はなれて！　二重の意味で！」

　ハヤテはとりあえずリンネが『レーヴァティン』の赤熱する刃やいばに触ふれないように、彼女から剣を離そうとする。

「う～見～せ～て～」

　だがリンネも諦あきらめが悪く、何とか『レーヴァティン』に触ろうとして、ハヤテの上でじたばたともがく。

　ポロンッ

　と、その動きが災わざわいして彼女の服が上にズレ、胸元が露あらわになった。

　だがそれすらも好奇心の前にはどうでもいいのか、彼女は自分の胸をハヤテの体の上でぐにぐに形を変えさせながら身み動じろぎし続ける。

「おわっ!?」

　ついにはふたつの膨ふくらみがハヤテの顔面を下した敷じきにし、その感かん触しよくがダイレクトに伝わってきた。谷間に挟はさまったロケットペンダントと胸の先せん端たんの硬い感触がアクセントになり、ぱふぱふと押しつけられるやわらかさがより強調されている気さえする。

（ああ、なんか熱くて頭がボーっとしてきた）

　それがリンネの体温なのか自分の顔の温度なのかすらも分からず、ハヤテも完全にもみくちゃにされていた。

「アリアさん！　離して！」

「冷たッ!?　シェリー君、何で詠えい唱しようもしてないのに冷気が出てるんだい!?」

　シェリーとアリアのそんな会話をどこか遠くに聞きつつ、ビクトリアとキルルの手によってリンネが引き剝はがされるまでハヤテの〝ぱふぱふ地じ獄ごく〟は続いた。
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　そんなこんなで放課後。

　いつも通りシェリーと一いつ緒しよに『ベリーインカフェ』へやってきたハヤテは、今日も今日とてメイド喫きつ茶さの裏方として激務をこなしていた。

「23番のパフェはまだか!?」

「はいただいまー！」

　シェリーを手伝う形で始めたアルバイトだが、今ではハヤテもすっかりここのスタッフの一員と化してきた。忙いそがしさは相変わらずとはいえ、注文を処理する順番にも迷いがなくなり、ホールスタッフを待たせることなく料理を作れるようになったと思う。

「これでひとまず今ある注文は最後です！」

「よしっ！」

　ハヤテがパフェを作り終えて報告すると、この店の姐あねさん店長は頭に巻いていたバンダナをはずして額の汗あせを拭ぬぐった。

「最後の波も越こえたな。あとは閉店までちょくちょく注文が入るくらいだ」

「ですね」

　調理台に寄りかかりながらハヤテは大きく息を吐はいて力を抜く。

「初日はどうなることかと思ったが、お前もだいぶマシになってきたな」

「は、ははは。そうですか？」

　店長の褒ほめ言葉にハヤテは曖あい昧まいな笑いで応こたえる。

（右も左も分からない初日の内から今と同じ量の仕事させられてたんだけど……）

　研修期間などなかった。よくもまぁこれまで何とかなったものだ。

　そんな複雑なハヤテの内心など意に介かいさず、店長は快活に笑う。

「最初はあの娘この頼たのみだから特別に雇やとっただけだったけど、一度も逃にげ出さなかったことは評価してやるよ。ウチの仕事はキツいからな」

「あっ、いちおうキツいってのは分かってたんですね」

「そりゃあな……まあ、始めたことを途と中ちゆうで投げ出さない男ならあの娘このことも任せられそうだね」

　腕組みをしながら店長はしみじみとそう呟つぶやいた。

　その口くち振ぶりが少し気になり、ハヤテは彼女に訊きいてみる。

「あの娘こって、シェリーのことですよね？　何で店長がそんなにシェリーのこと気にするんです？」

「……あの娘こが抱かかえてる事情は知ってるかい？」

　念のためといった感じで尋たずねられ、ハヤテはこくりと頷いた。

「そうかい。まあ、ああいう事情だからね。仕事は最初からできたけど、なかなか周りと馴な染じめなくて。こっちとしてもおいそれと踏ふみ込める問題じゃないから、たいして相談にも乗ってやれなかった」

「……」

　目を閉じて語る店長の言っていることはハヤテにも理解できた……ただひとつ気になるのは。

「店長は何でそんなにシェリーのことを気にかけるんですか？」

　ハヤテは疑問を口にする。

　ふたりはただの雇い主と店員だ。赤の他人ではないが、そこまで深いつながりでもない。どうしてこんなに彼女のことを気にするのか理由がいまいちハッキリしなかった。

「……あの娘こには言うんじゃないよ」

　しばし沈ちん黙もくしたあと、店長はそう告げてから「理由」を口にした。

「私は昔シャルラッハロート家の領地に住んでたのさ」

「……!?」

　それが何を意味するのか、ハヤテにもすぐ分かった。

「じゃあ店長は……」

「ああ、あのひとつ目の巨きよ人じんが大暴れした時も、私はあそこに住んでたよ」

　ハヤテ自身は人から聞いた話でしか当時のことは知らないが、その時に何があったのかはだいたい聞き及およんでいた。

　キュクロプスの大発生によってシャルラッハロート領には大混乱が起き、しかもその時シャルラッハロート家の当主であるシェリーの母が失しつ踪そうして、最終的に女王直ちよつ轄かつ騎き士し団だんがやってくるまでに多くの犠ぎ牲せいが出た。

「あの時は家族と一緒にただひたすら必死に逃げ続けたよ……。まあ、何度か死ぬと思ったけどな」

　店長は肩を竦すくめ、何でもない風にやれやれと首を振る。

　彼女がなぜシェリーを気にかけるのか、その理由を尋ねたはずなのに、ハヤテにはますますわけが分からなくなってしまった。彼女の立場を考えれば恨うらみこそすれ、相談に乗ってやろうなんて思うものだろうか？

「……店長はシェリーのことを恨んでないんですか？」

「ん？　あー……」

　ハヤテの率直な質問に、店長はしばし天てん井じようを仰あおぐ。

「恨みや怒いかりを感じなかったわけじゃないさ……。ただ、私たちを襲おそったのは魔ま獣じゆうで、逃げ出したのはあの娘この母親だろ？　それでも貴族に生まれたってだけであの娘こに罪があるんだとしても、その罰ばつはあの日から今まで生きてきた人生の中で充じゆう分ぶん受けてる」

　幼い頃ころに家が没ぼつ落らくし、両親は失踪し、最後に残った祖母も他界……確かにシェリーはこれまでの人生で多くのものを失い、多くの痛みや他人ひとの恨みを受け続けてきた。

「子供を許してやるのも大人の務めさ」

　そう言って店長はハヤテの額を人差し指で軽く小こ突づく。

「アンタを連れてきてからは、あの娘こも少しずつ変わってきたよ。いつも気を張りっぱなしだった表情に自然なものも混じるようになってきた。これからもその調子であの娘この傍そばにいてやりな」

「言われなくても、そのつもりです」

　その時ちょうどラストオーダーの注文が入り、店長もハヤテも話を切り上げて仕事に戻もどった。








第二章　アリアの夢









「喰くらいなさい！」

　土石で作られた無数の球が、相手の持つ細い棒状の『魔導器ワンド』で連続して打ち出される。

　直ちよく撃げきすれば骨ごと砕くだけそうな土球が、様々な角度から不ふ可か避ひの軌き道どうを描えがいて迫せまり来るが──

「焰ほのおよ！」

　ハヤテは『レーヴァティン』から発生させた炎ほのおの壁かべを盾たてにしてそれを防ぐ。

『ランキング戦・シングルマッチ』。今回の相手はランキング『18位』。大地を自在に操あやつるテクニカルタイプの魔女騎士ヘクセンリツターだった。

　そして、相手の熟練の技わざに加えてさらに厄やつ介かいなのは──

「ゴーリー！」

「ヲヲヲヲヲ！」

　──このゴーレムという土でできた巨人の契約獣サーヴアントの存在だ。

　ドゴンッ!!

「チッ！」

　その巨体から生み出されるパワーはまるでキュクロプスを彷ほう彿ふつさせ、振り下ろした拳こぶしは容易たやすく地面を陥かん没ぼつさせてしまう。その代わり知能はあまりなく、魔女騎士ヘクセンリツターからの指示が必要なようだ。

　ならまずは契約獣サーヴアントから倒たおしてしまえばいいのだが、話はそんなに簡単ではない。

「魔技マギカ創造岩兵クリエイトゴーレム！」

　相手は『魔導器ワンド』で地面を連続でトトトンッと叩たたくと、その叩いた数だけ地面からゴーレムが生み出される。

　それはあくまで魔技マギカで土から造った偽にせ物ものだが、見た目や攻こう撃げき力は同じだ。相手は隙すきあらばこうしてゴーレムを増やして、ハヤテに本物の契約獣サーヴアントを狙ねらえなくしていた。

　おまけに厄介なのは、相手がこのゴーレムの群れ全員にシェリーを狙わせていることだ。

（クソッ！　俺がゴーレムを倒そうとしても必ず横から妨ぼう害がいが入る。妨害を無視しようとすると今度は魔女騎士ヘクセンリツターまでシェリーを狙う。攻撃に移る暇ひまがない！）

　シェリーは普ふ通つうの魔女騎士ヘクセンリツターのように『魔導器ワンド』を持っていないので、戦せん闘とう力でどうしても一段劣おとる。そこを狙うのは当たり前だが、今回の相手はかなりそこを徹てつ底ていしていた。

「……ッ！」

　ハヤテの後ろでシェリーは焦しよう燥そうとイラ立ちの混じった表情を浮うかべ、唇くちびるを強くかんでいた。

　自分が弱点として狙われ、戦闘の足を引っ張っている事実が許せないのだろう。

「ハヤテ！　数秒でいいからこの場で耐たえて！」

　好転しない状じよう況きようの中、シェリーはハヤテにひとつの指示を出す。

「どうするんだ？」

「新しい魔ま法ほうを試ためすわ」

　そう言ってシェリーは魔法の詠えい唱しよう体勢に入る。

「我傅かしずきしは冷れい廟びようの女王、死と終わりを司つかさどりし者よ、我が眼前に立ち塞ふさがりし全すべての愚おろかなる者に裁きを与あたえよ──」

　詠唱の開始とともに、シェリーの周囲には氷の粒つぶがパキパキと音を立て、それが第二訓練場に降り注ぐ陽光を反射して煌きらめき、さらには彼女の足あし下もとから冷気を伴ともなった風が渦うずを巻き始めた。

　彼女の声が空気を震ふるわせる度たびに氷の粒は大きく育ち、やがてそれは牙きばとなり鱗うろことなり、一いつ匹ぴきの龍りゆうへと変へん貌ぼうしていく。

（シルヴァーナが使ってた『水龍槍アクアジヤベリン』にそっくりだ……！）

　ゴーレムの拳を『魔神器ゼーレ』で跳はね返しながらハヤテは驚きよう愕がくする。

　以前、魔法の説明を受けた時、人間はいくら強大な魔力を持っていようと、出力能力の関係から規模の小さな魔法しか使えないと聞いていた。

　だが今シェリーが放とうとしている魔法はまるで『魔導器ワンド』の魔技マギカのようだ。

（最近、早朝に起きて訓練していたのはこれだったのか……！）

　毎朝毎朝シャワーで冷え切った体を温め直さないといけないほど、シェリーが魔法の特訓をしていたのをハヤテは知っている。

　その成果が今試されようとしていた……！

「──《氷龍ニーヴイス》……ッ!?」

　シェリーがその魔法を相手に向かって放とうとした瞬しゆん間かん、異変は起きた。

　バキバキバキ……そんな耳みみ障ざわりな音を立てて、氷の龍全体にヒビ割れができたのだ。

　そして。

　……バキインッッッ!!

　光の残ざん滓しを撒まき散らし、氷龍は粉々に砕け散った。

「そんな……っ」

「ッ！」

　呆ぼう然ぜんと立ち竦むシェリー。大きな隙を見せてしまった彼女を護まもるため、ハヤテはゴーレムから大きく距きよ離りを取って主あるじの護衛に戻る。

「魔技マギカ地薙波グランドクラツシヤー！」

　次に主従へと襲いかかったのは、まるで大地の津つ波なみとでも呼ぶべき強力な一撃だった。

　圧あつ倒とう的てき質量の土ど砂しやがうなりを上げてハヤテたちを吞のみ込まんとする。

（どうする!?　魔神技ラストオリジンが使えれば簡単なんだが……）

　魔神技ラストオリジンはその高すぎる威い力りよくゆえに学内での使用をレーラから禁止されていた。人なら『ヴァルハラの加護』が護ってくれるが、建物はそうはいかない。数回も使えば学院の敷しき地ちを全て更さら地ちに変えてしまうような技の使用許可が下りるわけがなかった。

「……ハヤテ。全部をどうにかする必要はないわ」

　焦あせるハヤテの背中に、ややトーンを落としたシェリーの声がかけられる。

　地薙波グランドクラツシヤーは確かに見た目からして派手な技だが、迫り来る土石流の全てがハヤテたちに襲いかかるわけではない。自分たちの真上と真正面からくるものだけに対処すればいいのだ。

「分かった！」

　ハヤテは大上段に『レーヴァティン』を振りかぶる。

　天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨンとは比べるべくもないが、剣けん先さきから[image: 迸]ほとばしった炎の柱が長大な刃やいばを形作った。

　それを、もはや壁となって立ち塞がる大地に向けて叩きつけるように振り下ろす。

「はああああ！」

　土の塊かたまりと火の塊が衝しよう突とつする。

　攻撃の質量でいえば相手の魔技マギカが勝まさっているだろう──しかし、攻撃の鋭するどさではハヤテの方が勝っていた。

　炎の刃は土砂を溶よう解かいさせながら、土津波にひと筋の切れ目を入れる。

　ひと筋とはいえ、それは人が通り抜ぬけるには充分な道みち幅はば。ハヤテとシェリーはそこを素す早ばやく通り抜け、技の勢いのままに続けて長大な炎の刃を横へ振り抜く。

「ッ……ゴーリー！」

「ヲヲヲヲヲ！」

　魔技マギカを破られた上級生は契約獣サーヴアントに自分の身を護らせようとする。

　しかし、『レーヴァティン』が誇ほこる攻撃力はそんな甘いものではない。

「───ッ！」

　ハヤテが奥歯を嚙かみ締しめてさらに力を込こめると、握にぎり締めた柄つかを通して意思が伝わり、炎の刃が五倍以上に膨ふくらむ。

「ヲ!?」

「うそ!?」

　もはや炎の刃というより猛もう火かの大群スタンピードとなって、見た目通り頑がん強きような体をしていたであろうゴーレムとその魔女騎士ヘクセンリツターを一息で吞み込んだ。
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「これで俺たちも『20位』以内か。順調だな～」

『ランキング戦・シングルマッチ』からの帰り道、ハヤテは頭の後ろで手を組みながら独り言のように言った。

　実際、ランキング上げはかなり順調だった。先日の七つ首事件解決で得られたポイントが大きかったとはいえ、短期間で順位を二十以上上げている。これは異例のスピードと言えた。

『レギンレイヴ杯はい』のシード権を獲かく得とくできるのはランキング『１位』『２位』。最初は長い道程に思えたが、『10位』以内も射程圏けん内ないに見えてきた今、段々と現実味を帯びてきた。

　だというのに……。

「そうね……」

　隣となりを歩くシェリーの声のトーンがさっきからずっと暗い。

（……もしかしてさっきのことを気にしてるのか？）

「大だい丈じよう夫ぶだって。魔法の一発くらい、失敗したって俺がフォローする。だから、そんな落ち込むなよ」

「でも、あんな肝かん心じんな場面で……」

　シェリーは顔を伏ふせる。

　その態度で、思った以上に彼女が落ち込んでいることが分かった。

「あのな、シェリー……」

「ハイッ！　おふたりさん、ランキング戦お疲つかれ様～」

　ハヤテがシェリーを元気づけようとした時、リンネが明るい調子で片手を振ふりながら現れた。軽くスキップしているためか、胸むな元もとでロケットペンダントがパインパインと跳ねている。

「リ、リンネさん」

「あら傷つく。そんな顔しないでよ、ハヤテ君」

「は、はぁ……」

（別に悪い人じゃないんだけど、今のはタイミングが悪いなあ）

　おかげでシェリーに声をかける機を逸いつしてしまった。

「それで何の用ですか？」

「言ったでしょう？　ふたりの試合を見学させてもらっていたのよ。資料をひっくり返してばっかりじゃ疲れちゃうしね」

　リンネはしばらく学院に滞たい在ざいして、ここにある魔ま獣じゆう関連の資料を調べているらしい。王立学院というだけあり、ここにしかないという資料も結構多いそうだ。

「もう一週間でしたっけ……調べ物ははかどっていますか？」

「ぼちぼちより少し下かな。実際に見てる君なら分かるだろうけど、あれはだいぶ変な魔獣だから」

「まぁ、確かに……」

　キメラは複数の生き物を無理やり合体させたみたいな、それはそれはおかしな姿形をしていた。元から魔獣は常識はずれな存在だが、あれは論外すぎる。メチャクチャだ。

「まっ、魔獣研究なんていつでもこんなものよ。気にしない気にしない。気長にやるっきゃないね」

　サバサバとした口調でリンネはそう言うと、突とつ然ぜんこちらの腕うでに抱だき着いてくる。

「そんなつまらない話より、君の『魔神器ゼーレ』の話をしようよ」

「うわわっ！」

　腕を引っ張られてハヤテはたたらを踏ふむ。危あやうくコケるところだったが、それよりも二の腕を挟はさみ込んでくるふたつの感かん触しよくの方がヤバい！

「ねぇー、また君の熱くてデカいのを見せてよー」

（ホントこれさえなければな！）

　胸中で絶ぜつ叫きようするが、当然その声はリンネには聞こえない。

　彼女はおねだりしながら体をくねらせるので、まるでマッサージでもされているみたいに気持ちのいい圧あつ迫ぱく感かんがハヤテの筋肉を揉もみ解ほぐしてくる。ともすれば腕がそのまま溶とけてしまいそうな感覚だ。

　……で、いつもならここら辺りでシェリーの冷視線かおしおきが入るはずなのだが。

「私は先に行ってるわね」

「え？　あ……」

　引き留める間もなくシェリーは本当に先に行ってしまい、彼女の背中は校舎の中に消えていった。
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　ハヤテを置き去りにして廊ろう下かをひとり歩くシェリー。その胸中は穏おだやかではなかった。

　脳のう裏りをよぎるのはハヤテに馴なれ馴れしく触ふれるリンネへの殺意……ではなく、自分自身の不ふ甲が斐いなさに対する憤いきどおりだ。

　ランキング戦でもクエストでも、いつも肝心なところで自分が足を引っ張る。先さき程ほどの魔法の失敗もそうだ。

　だが、シェリーが最も気にしているのは実は自分の失敗ではなくて……。

（私は……ハヤテに……）

「あイタ……」

　目を伏せたまま歩いていたらおでこをドアにぶつけてしまった。

　考え事をしていたら、いつの間にか自分の教室に着いていたようだ。

（さすがにボケッとしすぎていたわね）

　ヒリヒリするおでこをさすりながら、シェリーは教室の中に入る。

　中にはシェリーより先に試合を終えていたらしいクラスメイトが数人、ちょうど彼女がいつも座る席とは真反対の場所で談だん笑しようしていた。

「……」

　特にそちらと目を合わせることもなく、シェリーは教きよう壇だんの前をスタスタと歩いていつもの席へと移動する。

　窓まど際ぎわ一番前の隅すみの席。ここが入学以来変わらない彼女の定位置だ。

　少し前まではここでひとり座って授業を受け、授業が終われば窓の外を見やり、放課後はまっすぐ寮りように帰って『ベリーインカフェ』へ向かうのが日常だった。

　だけれど今は自分の隣に座るのを待つ相手がいる。

　それで充じゆう分ぶん。シェリーにとっては幸福だった。

　他ほかの誰だれが何と言おうと幸せであるには違ちがいない……ただ。

「……シャルラッハロートさんはまたお勝ちになったみたいですわね」

「……！」

　自分の名前が聞こえ、シェリーはピクンとなる。

　どこから聞こえたのか──考えるまでもない。この教室には自分と、向こうの席で談笑していた彼女たちしかいないのだ。

（この声は……ミュセルさん、だったかしら？）

　シェリーは朧おぼろげな記き憶おくからそのクラスメイトの名前を思い出す。

　ミュセルたちの声は続く。

「ハヤテさんの『レーヴァティン』は本当にお強いですからね」

「あんなに強い殿との方がたは見たことありませんわ」

「ハヤテさんを召しよう喚かんされたシェリーさんは本当に運がよろしいですわね」

「まったくですわ」

　こちらに聞こえるように話しているのかどうかは知らないが、彼女たちの話は「運よくハヤテを引き当ててランキングを上げたシェリー」という方向にシフトしていく。

（運……ね）

　シェリーは自じ嘲ちよう気味に口の端はしを曲げる。その通りだと思ったからだ。

　適性や素質などにも左右されるが、召喚の儀ぎ式しきでどんな契約獣サーヴアントを引き当てるかは運頼だのみに近い。非常に稀まれではあるが、まったく希望にそぐわない契約獣サーヴアントを召喚してしまうケースもあるくらいだ。

　そして、ハヤテと『レーヴァティン』はあまりにも常識の埒らち外がいにいる存在だ。いくらシェリーが「元」四大貴族の血筋を引いているとはいえ、彼を召喚できたのは類たぐい稀まれなる幸運としか言いようがないだろう。

　──だとしたところで、以前のシェリーであれば周囲の雑音など鼻で笑うどころか気にも留めなかったはずだ。

　だが、今は違う。

「……そんなこと、あなたたちに言われなくても分かっているわ」

　ミュセルたちの会話は的確にシェリーの心を抉えぐった。

（私は、ただハヤテの力に頼たよっているだけだわ）

　シェリーには戦うための力がない。魔法の訓練は他の魔女騎士ヘクセンリツターより数倍しているつもりだが、それでできるのもせいぜい補助程度……。彼女たちの目に、シェリーがハヤテのおかげでランキングを上げていると見えるのは当たり前だ。

　それが事実で……そんな現状が、シェリーには耐たえ難がたかった。

（私はハヤテと対等でありたいのに……）

　いくら力を望んでも、ハヤテの隣に立てるだけの力が手に入らない。

　そのことを実感する度たびにもどかしく……ひたすらに心が苦しかった。

　私のために戦うと言ってくれた彼の隣に立ちたいのに。

　自分はあまりにも無力。

　苦しい。悲しい。

　だが最も彼女の心を苛さいなむ感情は……恐おそれだ。

（こんなにもダメな私は、いつか彼に捨てられるんじゃ……）

「……っ」

　ほんの一いつ瞬しゆん考えただけで、視界が涙なみだでぼやけそうになる。

　その涙すら彼に対する依い存ぞん心の象しよう徴ちようのように思えて、シェリーはこっそりと目元を拭ぬぐいながら胸中に去来する罪悪感に押し潰つぶされそうになった。

　それでも早く泣きやまなければならない。ハヤテもいずれリンネから解放されて戻もどってくるはずだ。ただでさえ寄りかかってばかりなのに、彼に心配までかけたくなかった。

　ミュセルたちの話はまだ続いていた。もしかしたら自分たちの思っていることをクラス全体に植え付けたいのかもしれない。陰いん湿しつな手口だが、事実である以上シェリーは反論しない。

　そうして元来の融ゆう通ずうの利きかなさゆえに彼女がされるがままになっていると──

「もうそれ以上その話はおやめになったらどうですの？」

　──あとから教室に戻ってきたビクトリアが、優ゆう雅がな笑えみを浮うかべたままミュセルたちにキッパリとそう告げた。

「えっ……あの」

「お黙だまりなさい！」

　ミュセルたちは蛇へびに睨にらまれたカエルのようにピタリと口を閉じた。

　ビクトリアに怒ど鳴なられたのがよっぽど意外だったのか、彼女たちは一様に目を丸くして身動きひとつ取れなくなっている。

「あなたも貴族としての誇ほこりがあるなら、他人を羨うらやむ前にまず自分を磨みがきなさい！　魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントは一心同体。あなたの品位が下がれば、同じようにあなたのパートナーもよくないものに囚とらわれますわよ」

「シャァァー！」

　胸を張って堂々と言葉を紡つむぐ主あるじに同意するように、彼女の契約獣サーヴアントも鎌かま首くびをもたげて堂々と背中の翼つばさを広げる。翼ある大蛇リンドヴルムが胸（？）を反らすと、その長大な胴どう体たいはことさら大きく見えた。

「ご、ごめんなさい……」

　ミュセルたちは慌あわてて謝るとそそくさと教室を出て行ってしまった。

　ビクトリアはフンッと髪かみをかき上げると、今度は黙っていたシェリーをギロッと睨むと彼女の方へと近づいてきた。

「あなたねぇ、どうしてあんなことを言われて黙っているんですの？」

「……事実だから」

　シェリーは一瞬目を逸そらしながら答えた。

　その態度にビクトリアは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをぴくんっとはね上げる。

「いつもと比べて随ずい分ぶんとしおらしいこと。わたくしに啖たん呵かを切った時の威い勢せいはどこに行ってしまったのかしらね？」

「……」

　挑ちよう発はつ気味の口調にも反論を見せないシェリーの態度に、ビクトリアはますます不満を募つのらせた顔をする。

「……まさか、あの方たちの謂いわれもない陰かげ口ぐちを本気にしていますの？」

「……っ！」

　一番言い当てられたくないことを言い当てられ、シェリーは若じやつ干かん動どう揺ようを表情に出してしまう。

　それを見て、ビクトリアは今度は呆あきれたようにため息をついた。

「いいですこと？　あなたとハヤテさんのペアは、このわたくしに勝ったんですのよ」

　俯うつむき加か減げんのシェリーの鼻先をビクトリアは指差す。

「あなたたちは強い。わたくしの唯ゆい一いつのライバルがそんな体ていたらくでは困りますわ！　いつでも堂々と胸を張っていなさい、よろしくて？」
















　シェリーの返事も聞かぬまま、ビクトリアはぷいっとそっぽを向くと、そのままスタスタと自分の席へと戻っていった。

　そのヒドく遠回しな励はげましの言葉に、シェリーは、

「……ありがとう」

　と、小さくお礼を言って、少し軽くなった心とともにハヤテが戻ってくるのを待った。
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『ランキング戦』が行われると、その日はいつもより早く授業が終わる。

　授業が終わったとなれば、普ふ段だんなら各自思い思いの時間を過ごすものだが、エインヘルヤル祭を目前にしたこの時期はいつもと事情が違っていた。多くの生徒が教室に残り、各自の役割分担に従って慌あわただしく学院祭の準備を行っている。

　はずなのだが。

「放課後が長いとアルバイトの時間まで暇ひまね」

「暇そうにしてるのはお前くらいだけどな」

　教室の喧けん騒そうをどこか遠くに眺ながめながらぼやくシェリーにハヤテがツッコミを入れる。

「仕方ないじゃない。アリアさんが私にアドバイザー兼けん接客指導役を頼んだんだから」

　シェリーはアルバイトの関係で放課後忙いそがしいので、残って作業するような仕事を割わり振ふらないようにアリアが気を遣つかってくれたのだ。

　ただその分、こうして周りがみんな各おの々おのの作業に没ぼつ頭とうしている時は暇となる。

「そういえばシェリーは『サーヴァント喫きつ茶さ』の仮装はどうするんだ？」

「考え中よ」

「そっか。まあ、自分の契約獣サーヴアントの仮装ってことは、シェリーの場合は要するに『俺』の仮装をするってことだもんな。簡単には衣い装しようのイメージも湧わかないか」

　最終手段でハヤテの男子制服をそのまま貸すという手もあるが、まあまだ時間はあるのだから焦あせらず考えてみてもいいだろう。

　それはそれとしてハヤテもいい加減することがなくて眠ねむくなってきた。

「ふあぁ～あ」

　あくびをしてそのままハヤテが長なが椅い子すの上にごろりと寝ね転ころがると、逆さまになった視界の中にふとこちらへ近づいてくる少女の姿が映った。ハヤテも名前を知らない生徒だ。

「あの、シャルラッハロートさん？」

「……はい？」

　少女のオドオドとした声に、数瞬遅れてシェリーは反応した。

「……オルセールさん、だったかしら？」

「あ、えっと……知ってたんですね」

　メガネをかけた少女──オルセールはシェリーに名前を言われ、驚おどろいたような顔をした。シェリーの方は相手の反応にどうという対応も見せずに会話を続ける。

「何かご用？」

「あ、その……えっとね」

　おっとりとした性格なのか、シェリーの口調に気け圧おされるようにオルセールは何度も口ごもる。

　この気弱な少女ではシェリーとの交こう渉しよう役に不適当な気がハヤテにはしたが、ちらりと彼女の後方を見やると幾いく人にんかの少女が祈いのるようにこちらを見ていた。どうやらオルセールは仲間内のじゃんけんか何かに負けて、この役目を押しつけられたようだ。

「あの、その、ごめんなさい」

「別に謝るようなことは何もないけれど？」

（その態度がまずいんだよ……）

　ハヤテは内心でため息をつきながら、オルセールに加勢してやることにした。

「えっと、オルセールさん？」

「うぇひっ!?　は、はいっ!?」

　こちらに声をかけられるとは思っていなかったのか、シェリーへの対応だけでいっぱいいっぱいになっていたオルセールは、若干涙目になりながら小さな悲鳴をあげた。

「いや、シェリーに何か用があったんだろ？　言ってみてくれよ」

「あ……」

　やさしく声をかけたのが功を奏したのか、オルセールはホッとした表情を浮かべ、ようやく用件を口にし始めた。

「実は喫茶店で出したい紅茶の銘めい柄がらがあるんですけど、どうやって仕入れたらいいのかが分からなくて……それでシャルラッハロートさんならご存じじゃないかと思って……その、ごめんなさい」

　最後はやっぱり謝って、再びビクビクとしながらオルセールはシェリーの様子を窺うかがい始めた。

「……喫茶店で出したい銘柄は何と何かしら？」

「あ、はい。えっと」

　オルセールは何度か言葉に詰つまりつつ紅茶の銘柄をいくつか答えた。

　それを聞いたシェリーはしばし考えたあと。

「……それなら全部、私の働いているお店で出しているから、店長に聞けば仕入れ先は分かると思うわよ」

「ほ、ホントに!?」

　ぱぁーっと表情を明るくするオルセールにシェリーはええと頷うなずく。

「じ、実はほかにもお茶菓が子しとか分からないことがあるのだけれど」

「そう。話して」

　それからしばらくシェリーとオルセールは、喫茶店で出す予定のメニューについて、あれなら手に入りそう、これは難しいという話を続けた。

「あ、ありがとうございます、シャルラッハロートさん。助かりました」

「お役に立てたならよかったわ。詳くわしい仕入れ先は店長に聞いておくから、その辺の話はまた後日ね」

「ええ、お願いします」

　オルセールはお礼を言って、そのまま去って行くのかと思ったが……なぜかもじもじとして、まだ何かシェリーに言いたいことがあるようだった。

「……どうしたの？」

「あ、その……シャルラッハロートさん」

　怪け訝げんげなシェリーに対し、オルセールは少しはにかみながら改めて名前を呼ぶ。

「あたし、何となくシャルラッハロートさんって怖こわい人かと思っていましたけど、全然そんなことなかったんですね。とっても物知りだし、あたしが喋しやべるのも急せかさないし……実は凄すごくいい人だったんだなあって思って」

「……そう」

「シャルラッハロートさん、いつも放課後はすぐに帰ってしまわれますから……もっとお話できたらよかったなあと思って」

「ごめんなさい。放課後はアルバイトがあるから」

　今日は『ランキング戦』の影えい響きようで放課後が長いが、いつものように授業が午後まであるとすぐに帰らなくてはならなくなってしまう。シェリーはそのことを申し訳なさそうにオルセールに伝えた。

「そうですか……すみません。無理を言ってしまって。あの、とても助かったので、またあたしたちに分からないことがあったら相談させていただきたいと思って……いえ、すみません。では、あたしはこれで」

　ぺこりと頭を下げ、オルセールは自分の班の許もとへ帰っていった。

　その背を見送り、シェリーはまたぼうっとし始める。

「……いいのか？」

　成り行きを見守っていたハヤテは言葉少なにシェリーに尋たずねる。

「何が？」

「せっかくシェリーを頼たよってくれたんじゃないか。もっと力になってやってもいいんじゃないか？　アルバイトだって頼たのめばシフトを減らせるだろ？」

「私は私の役割をこなしただけ。それにアルバイトは休めないわ。迷めい惑わくをかけることになるし、学院長への借金の返済も遅おくれるし」

「そんなこと気にする人たちかよ」

　もっともハヤテはあまり学院長のことを知っているわけではないのだが、シェリーの窮きゆう状じようを知った上で力を貸したり庇かばったりしてくれている人なのだから、そんなことで気分を害するような人ひと柄がらじゃないだろうと踏ふんでいた。

「……随分と引っかかるのね。そんなに学院祭を成功させたい？」

「？　そりゃ失敗するよりはいいと思うけど……」

　シェリーの声こわ音ねに若干のイラ立ちが混じっている気がして、ハヤテは戸と惑まどった。

（たいして学院祭に興味がなかったのは知ってるけど、そんなに嫌いやなのか？）

「シェリーは学院祭に出たくないのか？」

「……そうかもね。このクラスが最さい優ゆう秀しゆう賞を獲とって、『月光のドレス』を着た誰だれかにあなたをダンスに誘さそわれても困るし」

（何でそこで『月光のドレス』が話題に出るんだ？）

　ハヤテにはいまいち話のつながりが見えなかったが……。

「その『月光のドレス』がよっぽど綺き麗れいなドレスなら、俺はシェリーがそれを着たところが見てみたいけどな」

「……！」

　にわかにシェリーが目を見開き、呼吸すら止めてハヤテのことを見つめる。

「それはビクトリアさんやキルルさんよりも、私とダンスを踊おどりたいということ？」

「何でそこでわざわざそのふたりを引き合いに出したのかは知らんが……まあそういうことか、俺ダンスなんか踊れないけどな」

「そう」

（あれ？　なんか急に声の機き嫌げんがよくなったような？）

「……そう。ハヤテがそう言うのなら、分かったわ。私も気持ちを切り替かえて、学院祭に打ち込んでみることにするわね」

「そうか」

　よく分からなかったが、シェリーがやる気を出してくれたことに満足してハヤテはこくりと頷いた。




　　　　▽




「ハーヤーテー君」

「ん？」

　トイレから出て手を洗っていたハヤテは、聞き覚えのある声に名前を呼ばれて振ふり返った。

「なんだ、アリアか」

「うん。私だよ」

　アリアはにこにこと言いながら、ちらっとハヤテの手て許もとを覗のぞき見る。

「ハヤテ君は随ずい分ぶんと遠くまで来て用を足すんだねぇ」

「来賓用ここにしか男性用トイレがないんだよ。おかげで何度ピンチに陥おちいったか」

　女子だらけの学院に男が通う苦労のひとつを語りながら、ハヤテは手をハンカチで拭ふく。

「それで？　こんなところまで来て、何か用なのか？」

「うん。ちょっと私とつき合ってくれないかい？」

　そのお願いに、ハヤテはしばし沈ちん黙もくする。

「……つき合うって、どこへ？」

「私の部屋」

「断る」

「即そく答とうはヒドいなー」

「何されるか分かったもんじゃないだろ」

　特とく殊しゆな契約獣サーヴアントであるハヤテにアリアはいつだって興きよう味み津しん々しんなのだ。

　密室に連れ込まれたりしたら何をされるか分かったものじゃない。

「というわけで、さらば」

　ハヤテは足早にその場を去ろうとするが、

「ミリア」

「キュルルル」

　アリアの契約獣サーヴアントミリアにあっさりと捕つかまり、宙ちゆう吊づりにされる。

「おーろーせー」

　じたばたと暴れるが、こちらの肩かたを摑つかむフクロウの脚あしはビクともしない。

「ごめんね。ちょっと乱暴だけど、許してよ」

「……俺をどうする気だ？」

　アリアを半眼で睨にらみながらハヤテは宙でだらんと手足をぶら下げる。

「だから私の部屋に来て欲しいんだよ」

「にしても、今日はいつもより強引だな。いつもは冗じよう談だん半分なのに」

「うーん、だって……」

　アリアは苦く笑しようしながら目を逸そらして、続けてとんでもないことを言った。

「リン姉ねえの頼みだからね」

「んなっ!?」




「なあああああああああああああ！」

「ああもう、そんなに暴れないでってば」

「やめええええええええええええ！」

　リンネに体をまさぐられ、ハヤテは絶ぜつ叫きようを上げる。

　あれからアリアの部屋に連れてこられた彼はベッドのような拘こう束そく具ぐにつながれ、様々な器具でリンネにいろんなところを調べられていた。中にはとても口に出して言えないようなところも……。

　しかも彼女はまだまだ調べたりないようで。

「はぁ、はぁ、これまでの分ぶん析せき結果だと、やっぱり人間とそう変わらない肉体をしているみたいね。どういう理り屈くつで彼は『魔神器ゼーレ』を扱あつかえるのかしら、普ふ通つうの男性といったい何が違ちが、はぁ、はぁ……」

「リ、リン姉？　あんまり無茶しすぎるのは、ほら、さすがのハヤテ君も限界っぽいし」

　ここへ連れてきた張本人であるアリアですら、若じやつ干かん目を血走らせ始めている従姉妹いとこの様子に冷ひや汗あせを流し始めている。ハヤテがグッタリとなるまでいろいろやるとは、彼女にも予想外だったようだ。

「まだ、まだよ……お昼は逃にげられちゃったからね、その分たっぷり調べさせてもらわないと。はぁはぁ、次は中身を見せて頂ちよう戴だい」

　荒あらい息をしながら、リンネはメスを取り出す。

「ちょっ！　待った！　ア、アリア止めてくれ！」

「リン姉！　ストオォォップ！」

「むっ！　離はなしなさいアリア！」

「それはさすがにマズいよ！」

　アリアとミリアに取り押さえられ、しばらくしてようやくリンネは正気に戻もどった。

「ふぅ……些いささか興奮しすぎたかしら」

「些か？」

　拘束をはずしてもらったハヤテは手首を擦さすりつつ、ジト目でアリアとリンネを見やる。

　アリアは申し訳なさそうに首を竦すくめているが、リンネの方はカラカラと笑って、

「どうしてもハヤテ君のことを隅すみ々ずみまで知りたかったのよ。勘かん弁べんしてね」

　と、謝る気があるんだかないんだか、よく分からない謝罪を述べた。

　ハヤテはもう一度ため息を吐ついてから、ふと部屋の中を見回す。

（そういや、なんだかんだでアリアの部屋に入るのははじめてだったな）

　何度か部屋に誘われたことはあったが、その度たびに断っていたので今まで実際に入ったことはなかった。

　かわいらしい置物や網あみかごはあるが、そういった所謂いわゆる女の子らしいアイテムは少なく、代わりに契約獣サーヴアント関連の書物がめだつ。あとは契約獣サーヴアントと思おぼしき人形、というか模型だろうか。契約獣サーヴアントの筋肉のつき方や体毛が精せい巧こうに作られたものだ。

（契約獣サーヴアントの本に模型か。それ関連の資料ばっかりって感じだな）

　ハヤテがあちこち見回していたせいか、アリアは少しもじもじし始める。

「あんまりジッと見ないで欲しいな」

「っと、ワリィ」

　普段はサバサバしているというか、ハヤテ相手でも気さくに話しかけてくる彼女だが、意外にも恥はずかしいと思うこともあるようだ。

「あらあら、アリアってば恥ずかしいの？」

　ふたりのやり取りを見ていたリンネがおもしろがって口を挟はさんでくる。

「リン姉ってばからかわないでよ」

「アリアもお年とし頃ごろね」

　やさしく笑ってリンネはアリアの頭を撫なでる。

「もうっ」

　と口を尖とがらせつつも、アリアは気持ちよさそうにリンネに身を委ゆだねていた。

（こうして見てると本物の姉し妹まいか親子みたいだな）

　ハヤテがそんなことを考えていると、ふとリンネが視線を寄よ越こしてくる。

「それにしても調べてみた限り、本当にハヤテ君って人間と変わらないのね」

「ていうか、自分では人間だと思ってますよ」

「ふーん……何か自分で人間と違うなって思うところってないの？」

「ないです」

　もちろん『魔神器ゼーレ』を使っている時の自分は人間離ばなれしていると思うが、普段は本当にただの人だ。これといって明らかに人と違うと感じることはない。

「ふむふむ」

　リンネはハヤテの話を聞きながら手帳に何か書き込み、パタンと閉じる。

「というか、何で俺のことなんか調べるんです？　この前のは『魔神器ゼーレ』の威い力りよく検証って話でしたけど」

　確か彼女はキメラの研究のために学院へ来たのだ。

　それがなぜアリアに協力させてまで、ハヤテを調べたりなどしたのだろうか？

「うーん、えっとぉ、それはねぇ」

「……？」

「そのぉ……ああ、うん」

　こちらの質問に答えようとして段々と視線が泳ぎ始めたリンネを見て、ハヤテはふと嫌いやな予感を覚える。

「まさか……ただの興味本位とかじゃないですよね？」

「うん」

　ついに開き直ったのか、リンネは力強く頷うなずいた。反対にハヤテは脱だつ力りよくしてガクッと肩を落とす。

「あははは、学者なんてそういう生き物よ。でも、ごめんね」

　そう言うとリンネは突とつ然ぜんハヤテを自分の胸へと抱だき寄せる。

「おぶっ!?」

「代わりに私の体も好きに触さわっていいから許して、ね？」

「ム───！」

　リンネの胸で窒ちつ息そくしそうになりながらハヤテはじたばたともがく。

　彼女はシェリーとはまた違った意味でスキンシップ過多なところがあるようだ。外でもどこでも人目をはばからず胸を押しつけてくるし。大人だからだろうか？　なるほど確かにお胸のサイズも大人サイズ、って言ってる場合じゃない！　息ができない。

「むぐむー、むーむむーぐむー！（アリアー、助けてくれー！）」

「はいはい」

　必死に伸のばしたこちらの腕うでをアリアは摑んで、リンネの胸から引っ張り出してくれた。

「ぜはぁー！　助かった」

「ごめんね、リン姉がいろいろと。シェリー君には内ない緒しよにしておくよ」

「そうしてくれると助かる」

　部屋の時計を見やれば、この部屋に連れ込まれてからだいぶ時間が経たってしまった。

（そろそろ戻らないとシェリーも心配してそうだな）

　ハヤテがどうお暇いとまを告げようかと考えていると、ふとアリアの机の上に置かれた木の板が目に留まる。木の板はどうやらフレーム状になっているようで、中にはアリアの姿が鮮せん明めいに描えがかれた絵が入っている。

「へぇー、凄すごい綺き麗れいな絵だな」

「ああ、それは〝カメラ〟っていう機械で撮とった写真だよ。現実の光景をそのままフィルムに焼き付けることができるんだ」

「現実をそのままねぇ。おもしろいものがあるんだなあ」

　感心しながらハヤテは机の上に飾かざられている写真を順に眺ながめていく。結構な数があり、キルルと一いつ緒しよに写っているものもあった。

「ん？」

　その中で一枚だけ、写真立てが伏ふせられたものがあった。

「アリアー。さっき使ったピンセットどこか知らない？」

「え、ないの？　床ゆかに落としたのかな？」

　その時アリアはリンネに呼ばれ、ピンセットを探そうと床に四つん這ばいになってキョロキョロし始める。

　今ならふたりともこちらを見ていない。

「……」

　好こう奇き心しんに負けたハヤテは伏せられた写真立てをこっそりと起こした。

（これは若い頃ころのリンネ？　それにアリアが……ふたり？）

　写真には若いリンネと、子供の頃と思おぼしき幼いアリアがなぜかふたり写っていた。

　よく見るとふたりのアリアは背の高さが違い、どうやら年ねん齢れい差があるようだった。となると、よく似た姉妹なのだろうか？

（そういえば最初ふたりが再会した時、リンネがアリアのこと「娘むすめの成長を見てるみたい」とか言ってたっけ。じゃあ、片方はリンネの娘で片方はアリア？）

　おそらくその推測で間違っていないかと思われるが……。

（……アリアは何でこの写真を伏せておいたんだ？）

　伏せておくということは隠かくしておきたいということだろう。だが誰だれに対して？　お互たがいが写っているリンネに対してというのも変だろう。ではハヤテに対してか？　しかし、何のために？

「あっ！」

　ハヤテが小首を傾かしげていると、こちらに気づいたアリアがバッと立ち上がって慌あわてて写真立てを手で倒たおした。あまりに勢いよく伏せたので、ハヤテの指も写真立てと机の間に挟まる。

「イテッ！」

「わっ！　ごめん、大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ああ、平気だ。それより、こっちこそ勝手に見てすまん」

「いいや、いいんだ。別にたいしたことじゃないから……」

　アリアは肩かた越ごしにちらりとリンネの方を盗ぬすみ見る。彼女はまだピンセットを探して床の上を這い回っていた。

「えっと、じゃあ俺はそろそろ教室に戻るな。シェリーも心配してるだろうし」

「ああ、うん。分かった。今日はホントごめんね」

「いや、いいから。それじゃあ」

　なんとなくぎこちない挨あい拶さつを交かわしながら、ハヤテはアリアの部屋をあとにした。




　ちなみに教室に帰ったあと、「一時間もトイレで何をしていたの？」とシェリーにメチャクチャ問い詰つめられて怒おこられた。




　　　　▽




　学院祭一週間前。

　この時期ともなるといよいよ準備は本格化し、休み時間や放課後ともなるとどの教室の生徒も慌ただしく駆かけ回っていた。

　それは当然シェリーたちイヴァルディ教室でも同じで……。

「ティーテーブルは今日届くはずじゃありませんでしたの!?」

「レースカーテンの発注の担当は!?」

「キャアアアア！　ティーセットの注文が一ひと桁けた間ま違ちがっていましてよ!?」

「それより衣い装しようの仮かり縫ぬいは終わりまして!?　そろそろ採寸を合わせないと衣装を着ての練習ができませんわ！」

「えっ、何ですの……えぇ!?　この前測ったときより胸のサイズが!?」

「あわわわ！　大きな声で言わないでくださいな！」

「また縫い直しですの～～～!!」

「この茶葉の蒸むらし時間は～～～」

「あらわたくしの家では～～～」

「いえ、それよりもブレンドして～～～」

　もはや戦争のような有り様だった。喫きつ茶さ店てんのメニュー組にいたっては、全員が家ごとのポリシーや紅茶のうんちくを話し始め、後半などハヤテにはまるで理解不能の呪じゆ文もんのような言葉が飛び交っていた。

「はぁ……祭りってのは凄いパワーのいるものなんだな」

「そりゃあそうさ」

　ハヤテが教室の隅すみで感心していると、アリアがやってきて隣となりの壁かべに背中を預けた。

「委員長が休んでていいのか？」

「仕事の合間にも上手うまく休みを入れるのが最後まで働くコツだよ」

「ふーん。まぁアリアが途と中ちゆうでブッ倒れたらそれこそ大混乱だもんな」

　と、ハヤテは納なつ得とくしておく。

「それにシェリー君がかなり頑がん張ばってくれているからね。おかげで私は楽できて助かるよ」

「ん……」

　アリアに促うながされ、ハヤテは教室の中央の方を見やる。

　そこではシェリーが忙いそがしそうに働き回っていた。

「シャルラッハロートさん。こちらの茶葉なんですけど、ストレートとブレンドを出そうかと思うのですけど、予算内で追加分を頼たのむことってできるのかしら？」

「とりあえず、追加で発注をかける分の目安を出しておいて。業者と交こう渉しようできるかやってみるわ」

「シャルラッハロートさん。トレイを持った時のお辞じ儀ぎはこうでよろしいのかしら？」

「それじゃ見た目が少し損そこなわれてしまうわね。今から手本を見せるから、よく見ていて」

「シャルラッハロートさん！　頼んだティーテーブルがまだ届かないわ！」

　次々とクラスメイトからあれこれと声をかけられても、シェリーは慌てることなく対処していく。さすがはあの激務の『ベリーインカフェ』のホール仕事を、難なくこなすだけのことはあった。

　そのアルバイトのシフトの件はシェリーが事情を話すと、店長はあっさりと了りよう承しようしてくれた。

（頑張ってるな、シェリーの奴やつ）

　あの日以来、彼女はクラスメイトと協力し、学院祭の準備を精力的に手伝い始めた。

　世間知らずなお嬢じよう様さまたちを何かあれば上手にフォローし続け、気がつけばあんなにたくさんのクラスメイトから頼たよられるようになっていた。

　もちろんアリアの最初の宣言や、あとから聞いたビクトリアのシェリーを擁よう護ごする発言も、周りとの間にあった溝みぞを埋うめる手助けになってくれているだろう。

　シェリーの様子をアリアと一緒に眺めていたハヤテだったが、ふと両目をもふっとした感かん触しよくで覆おおわれた。

「ハーヤーテーさん」

「この声は、キルルか？」

「えへへ、正解です」

　そう言ってキルルは手を離はなすと、ハヤテの正面に回り込んだ。

「どうですか？　この格好」

「うん。かわいいな」

　キルルは頭に犬耳のカチューシャ、手には肉球のついた犬手て袋ぶくろをつけていた。どちらも毛がモコモコで非常にかわいらしい。お尻しりからは尻尾しつぽが伸びていた。

「その尻尾ってどうやってつけてるんだ？」

「え……えっと、秘密です」

　頰ほおを赤らめてもじもじとするキルル。

（どうやってつけてるんだ……？）

　謎なぞは深まる。

「まだ未完成ですけど、完成するのを楽しみにしててくださいね……これで必ず一番になってハヤテさんとダンスを……うへへへ」

「あ、ああ。完成楽しみにしてるよ」

　なぜか妄もう想そうトリップモードに突とつ入にゆうしたキルルに、ハヤテはいちおう返事をしておく。絶対に聞こえていないだろうが。

　彼女が妄想の世界へ旅立ってしまったので、ハヤテはアリアに話しかける。

「そういやアリアの衣装はどうするんだ？　キルルと同じで手作りなのか？」

「私は半々かな。ミリアはフクロウだけど体が金属製だから、金属鎧プレートメイルにフクロウをイメージした意い匠しようをつけようかと思っててね。飾りの部分は手作りで、鎧よろいは職人に造ってもらっているんだ」

「なるほどな」

「クラスのみんなも手作りする人と業者に発注する人で半々くらいじゃないかな。業者に頼んでいる人は、そろそろ届く頃だと思うよ」

　アリアがそう言った時、教室のドアを開けて何やら大きな箱を持ったビクトリアが入ってきて、ズンズンとハヤテの方に向かって直進してきた。

「ようやくわたくしの衣装が完成しましたわ！」

「お、おう。そうか」

「今から着き替がえてくるので、ハヤテさんは少々そこで待っていなさいな」

　ビシッと指を突つきつけられて命令され、思わずハヤテがコクコクと頷うなずくと、ビクトリアは入ってきた時と同じ足取りでいったん教室を出ていった。どこかで着替えてくるのだろう。

「ビクトリアの奴、やたらとテンション高かったな」

「ハヤテ君に早く見せたくてたまらなかったんじゃないかな？」

　そうして待つことしばし、仮装の衣装に着替えたビクトリアが戻もどってきた。

「お待たせしましたわ！」

「うわあっ！」

　教室に入ってきたビクトリアを見たハヤテはたまらず悲鳴を上げて後あと退ずさりした。

　なぜなら彼女の格好ときたら革かわ製のベルトで全身を包んだという、非常に目に毒なとんでもない格好だったからだ。

「何なんだその全身ベルトは!?」

「何って、リンディスをイメージした衣装ですわよ。最高級の蛇へび革で作らせましたわ」

　その言い分から、それが彼女なりに自身の契約獣サーヴアントをイメージしたものだと理解できた。

「いや、けどなあ……」

　さすがに大事なところは見えないようにできているが、ベルトを締しめたところのお肉がこうムチッと引き立てられていて──特に胸と太ももがヤバい──もうなんか目のやり場に困りすぎる衣装だった。

「それで？　ハヤテさん的にわたくしの評価はどのくらいですの？」

「評価って、その……」

　ハヤテは顔を赤くしながらチラチラとビクトリアを見やり、

「かなり、いいんじゃねぇか……刺し激げき的で」

　と、鼻を押さえながら答えた。

「そうですの！　まあ、当然ですわね！」

　オホホホと高笑いでも始めそうな満面の笑えみを浮うかべ、ビクトリアは満足そうに頷いた。

「ビクトリア君は常に全開だねぇ」

「……あたしも負けてられない。帰ったらもっと衣装の露ろ出しゆつを……」

　アリア──といつの間にか正気に戻ったキルル──も、勝ち誇ほこるビクトリアを見ながらそれぞれ呟つぶやいた。

「ハヤテ！」

　そんな感じで三人がある意味ビクトリアに圧あつ倒とうされていると、ちょっと怒った表情のシェリーがやってきてハヤテの耳を軽く引っ張った。

「イテテテ」

「ご主人様だけを働かせていいご身分ね。しかもそんなデレデレした顔をして」

「してないしてない！」

　ハヤテは精いっぱい抗こう弁べんするが、シェリーはまるで聞いておらず、彼の耳を引っ張ったままビクトリアのことをジッと睨にらむ。

「……随ずい分ぶんと気合いの入った衣装ですこと、ビクトリアさん？」

「『サーヴァント喫茶』の成功はもちろんですが、わたくしが狙ねらっているのは最さい優ゆう秀しゆう個人賞ですもの。これくらいは当然ですわ」

「あらそう。『月光のドレス』を着てダンスに誘さそいたい殿との方がたでもいるのかしら？」

「それは……」

　ビクトリアはチラリとハヤテの方を一いつ瞬しゆん見やる。

「まあ、ここで言う必要はありませんわね。わたくしが一番になった時に教えて差し上げますわ」

「そう……でも、私も『月光のドレス』を着たいと思っているの。そう簡単にあなたに譲ゆずるつもりはないわよ？」

　シェリーがハッキリとそう告げると、ビクトリアもフフンッと鼻を鳴らす。

「直接対決といったところかしらね。キルルさんもやる気のようですし、誰だれが彼とダンスを踊おどるのか勝負といきましょうか」

「望むところね」

「あ、あたしだって負けません！」

「ふふっ、では『月光のドレス』を賭かけて競争ですわね。……アリアさん、あなたはどうしますの？」

「私かい？　うーん、まあぼちぼちやるさ」

「あらそう。では、当日を楽しみにしていますわ」

　宣戦布告と高笑いを残してビクトリアはシェリーの前から去っていった。

「まったく大変なライバルが出てきたものだわ。帰ったら、私も仮装の衣い装しようを手直ししないと……」

「おーい、深刻ぶるのはいいけどそろそろ離してくれ～」

　耳を引っ張られたままのハヤテがそうアピールすると、ようやくシェリーは指を離してくれた。

「そうだ。ハヤテ、そういえば頼みたい仕事があったのよ」

　どうやら仕事を頼もうとしたところで、さっきのビクトリア相手にハヤテがデレデレしている場面を目もく撃げきしたらしい。

「仕事って？」

「どうしたんだい？」

「注文したティーテーブルが届かないから、ハヤテに直接取りに行ってもらいたいのよ。ついでに買い出しをお願い」

「はいよ。って、店の場所とか分からないんだが」

　休日に何度かシェリーと街に出たことはあるが、まだどこにどの店があるか覚えられるほどじゃない。『ベリーインカフェ』と学院への街路にあるお店なら大だい丈じよう夫ぶなのだが。

　ハヤテが困っていると、隣となりにいたアリアが立候補するように手を挙げた。

「なら私がついていくよ。荷物も多いし、ミリアにも手伝ってもらおう」

「キュルル」

　任せろとでも言うようにミリアがひと声鳴く。

「……そうね。私は手が離せないし、仕方ないわ」

　本当はハヤテとほかの女が一いつ緒しよに出かけるのはダメと言いたそうだが、状じよう況きようが状況なのでやむなしといった表情でシェリーは頷いた。




　シェリーに買い出しの内容が書かれたメモを渡わたされ、ハヤテはアリアと一緒に学院の外へ出た。

「そういえばハヤテ君とふたりきりで出かけるのなんてはじめてだね」

　街路を歩きながらアリアは楽しそうに話しかけてくる。

「まぁそうだな。基本的にはいつもシェリーと一緒だし」

「おや、さらりとのろけるね」

「え？　いや、別にのろけってわけじゃ……」

「そうかい？」

　にまにま笑いながらアリアはハヤテの顔を下から覗のぞき込む。

「だったらたまには私の部屋にひとりで遊びにきておくれよ。たっぷりともてなすよ？」

「……その対価に何をされるか分かったもんじゃないから遠えん慮りよしとく」

「いやだなぁ、ちょっと体を触さわらせてくれればいいんだよ。代わりに私の体ならどこでもいくらでも触っていいからさ」

「遠慮しとくよ！」

　ハヤテは大声で念押しし、最初のお店に入る。

「ティーテーブルは最後に回そうか。それ以外のものなら袋ふくろにいれればミリアが運べるしね」

「ミリアって意外と力持ちだからな」

「キュルル」

　ハヤテが褒ほめると、アリアの肩かたにのる機械仕じ掛かけのフクロウは嬉うれしそうに翼つばさをバサバサと動かした。

「ミリア。お店の中だよ」

「キュルル……」

　窘たしなめられて今度はしょんぼりするミリア。

「結構感情豊かだよな、ミリアって」

「かわいいでしょ？」

「確かに」

「キュルルル！」

　本当に豊かだ。

　まぁ、そんなふたりと一体の買い出し組は順調にお店を回り、頼たのまれていた品を買い揃そろえていった。

「キュルル」

　途と中ちゆうから荷物を運ぶためにミリアはアリアの肩を離はなれ、その意外と力持ちな両足で袋をいくつも持ってふたりの歩調に合わせて低空を飛んでいた。

「アリアとミリアについてきてもらってホント助かったよ」

　大きめの台車の上にティーテーブルを四よん脚きやく載のせたハヤテは、ガラゴロと台車を押しながらひとりと一体にお礼を言う。

「自分で言い出したことだからね。別にお礼はいらないさ。それにミリアの方がたくさん袋を持ってるしね」

　アリアは両手に袋を持ちながら笑顔で答える。

「……そういやアリアは何でミリアを自分の契約獣サーヴアントに選んだんだ？」

「ん？　どうしたんだい急に？」

「いや、ふと気になってさ。普ふ通つう、魔女騎士ヘクセンリツターってのはなるべく強い契約獣サーヴアントを欲ほしがるものだろ？　アリアがあんまりランキングとか戦うことに興味ないのは知ってるけど、別に強いに越こしたことはないわけだし」

　それに前回みたいなクエストでは危険が伴ともなうこともある。興味云うん々ぬんではなく、戦う必要に迫せまられることだってあるはずだ。

「んーそっか。ハヤテ君は召しよう喚かんの儀ぎ式しきがどんなものかもあんまり知らないんだったね」

「あんまりっていうかほとんどだな」

　ハヤテはアリアの認にん識しきを下方修正する。

「じゃあせっかくだからまずそこから説明していこうか。召喚の儀式には学院の大聖堂にある汎はん用よう召喚陣じんを使うんだ。ほら、あの敷しき地ちの北にある大きな建物さ」

「ああ、あの古めの」

　ハヤテ自身は入ったことすらないが、学生寮りようの北側に大きくて若じやつ干かん古びた建物があるのは知っていた。あれが大聖堂なのか。

「細かい手順は省くけど、生徒はみな大聖堂の中で召喚の儀式を執とり行う。すると、その娘この適性に合った契約獣サーヴアントが召喚陣から現れる。これが基本的な召喚の手順だね」

「へぇー……あれ？　でも俺が召喚されたのはシェリーの部屋だったぞ？」

「それはまあ、君のケースが非常に特とく殊しゆだとしか言いようがないね」

「なるほど。その〝適性〟っていうのは、具体的にはどんなものなんだ？」

「……何て言えばいいのかな？　あえて言うなら、個々人の〝魂たましいの形〟とでも言えばいいのかな」

「魂……」

「そう。性格や好み、願望や欠落、そういったものが反映されて、それを叶かなえる、あるいは埋うめることのできる契約獣サーヴアントが召喚されると言われている。言ってしまえばランダムなんだけど、そう滅めつ多たにハズレを引くことはないそうだよ」

「ふーん」

（願望を叶えるか、欠落を埋めるか、か）

　ならばシェリーの許もとに自分が召喚されたのも、彼女の途と方ほうもない夢を叶えるためということだろうか。そう考えると確かに納なつ得とくできる気もする。

「キュルルル」

　荷物を運びながらひと声鳴いたミリアの背中を撫なでてやりながら、アリアはさらに言葉を紡つむぐ。

「私の場合はミリアだったわけだけど、現れた時はなるほどなって思ったよ。確かにこの子は私にピッタリだ」

「ピッタリ？」

「うん。私は荒あら事ごとが苦手だし、ミリアは調べ物も得意だしね。学者になりたい私にはピッタリさ」

　さらっと口にされたアリアの夢を聞き、ハヤテは軽く驚おどろく。

「学者って、リンネさんみたいな魔ま獣じゆう学者か？」

「ううん。近いけど、私の場合は契約獣サーヴアント学の学者になりたいんだ。契約獣サーヴアントも魔獣と同じでどこから来るのかも分かってない謎なぞの多い生き物だからね。まだまだ分からないことも多いんだ。それを解き明かすのが私の夢さ」

　夢を語るアリアの目に迷いはなく、それが昔からの彼女の目標であることが見て取れた。

「契約獣サーヴアントマニアなのは知ってたけど……でも、アリアみたいに学者になりたいってタイプは結構珍めずらしいんだろうな。リンネさんもそう言ってたし。あ、でも魔獣学と契約獣サーヴアント学じゃまた違ちがうのか？」

「……いいや。どちらにしたって、やっぱり魔女騎士ヘクセンリツターより学者の道を選ぶのは珍しい話だと思うよ。特に貴族の出だとね。親の期待とかもあるし、世せ間けん体ていとかもあるからさ」

　その時アリアは前を向いてフッと悲しそうな笑えみを浮うかべてみせた。

　もしかしたら今言ったような苦労を実際に経験していて、その時のことを思い出したのかもしれない。

　しばらくガラゴロというハヤテが台車を押す音だけがふたりの間で流れる。

「……アリアはどうして学者になろうって思ったんだ？」

　アリアの口くち振ぶりからして、おそらく彼女の両親は学者になることに反対なのだろう。

　契約獣サーヴアントが好きというだけなら、魔女騎士ヘクセンリツターだって四六時中契約獣サーヴアントと一緒にいられるのだから、別にそれで構わないはずだ。

　それなのにあえて学者になりたいのにはどんな理由があるのだろうか？

「学者になろうと思った理由かあ……」

　ハヤテの問いにアリアはすぐに答えなかった。

　無意識なのか意識してなのか、彼女は空を見上げるように足を止め、しばらく遠くを見つめる。そして、

「憧あこがれと、贖しよく罪ざいかな……」

（憧れと贖罪？）

　前者はともかく、後者はどういう意味なんだ？

「それってどういう……」

「あっ！」

　そこでアリアは「やってしまった」という風な表情を浮かべ、視線をハヤテへと戻もどした。

「えっと、そうだね……。学者になりたいと思ったのは、やっぱりリン姉がいたからかな」

「リンネさんが？」

「うん。リン姉には昔からよく遊んでもらってたんだけど……」

　歩きながらアリアは昔話を始める。

「当時からリン姉は魔獣研究の道を歩んでいて、若くして多くの研究成果を上げていたんだ。でも、家族からの理解はなかなか得られなくて、私の家に来るのはだいたい家族と喧けん嘩かして逃にげてきた時だったかな」

「……」

　貴族の娘むすめとして生まれたからには魔女騎士ヘクセンリツターに……というのがこの世界での一いつ般ぱん的な考えらしい。ハヤテにはよく分からないが。

「でさ、ある時リン姉に訊きいてみたんだ。『何で魔女騎士ヘクセンリツターにならなかったの？』って」

　それに対してリンネはこう答えたらしい──

『──戦う方法はひとつじゃないわ。私には魔女騎士ヘクセンリツターとしての才能があまりないから、代わりにみんなの力になれる方法を選んだの。魔獣を研究すれば戦うみんなの助けになるし、魔獣の特性や習性を調べて対策が立てられるようになれば、戦う力を持たない人々にそれを広めて、多くの人命をたすけられるかもしれない──』

「──だから私はこの道を選んだの。リン姉はそう言って微笑ほほえんだ。その時かな、私が学者になるっていう選せん択たく肢しを意識し始めたのは」

　アリアはその時のことを思い返すように空を振ふり仰あおいで、頭の後ろで両手を組んだ。買い出し品の入った袋ふくろがふたつともガサッと音を立てる。

　魔獣学とは魔獣の生態などを調べていく学問だ。そして、魔獣の生態を調査するならやはり生きているサンプルを調べるのが一番いい。だが魔獣学に限らず、そういった研究職というのは、人より少し魔力に優すぐれるものの貴族には劣おとるといった魔女ウイツチが就つく職業だった。しかし、魔女ウイツチ程度ではたとえ捕ほ獲かくして弱らせていたとしても、生きた魔獣の相手をするのは難しく研究はなかなか進まなかったらしい。

　リンネは魔女騎士ヘクセンリツターとして優れているわけではなくとも、平均程度の力は持ち合わせている。彼女がひとり加わることで研究はそれまでの何倍も先へ進めるようになったそうだ。

「リンネさんっていい人だったんだな」

「えー、今までリン姉のことどう思ってたのさ？」

「てっきりアリアに輪をかけて研究フェチな変人かと」

「変人の基準が私なのかい？　ヒドいなーもー」

　そう言いながらたいして気にしていない風にアリアは笑った。

　釣つられてハヤテも笑い、ミリアも楽しそうにキュルルと鳴く。

「しかしまあ、確かにリンネさんのこと誤解してたな。そんなに立派な人だったのか」

「うん。リン姉は本当に尊敬できるよ。ただあれだけ魔獣学の分野で功績を上げている人なのに、未いまだに家族が彼女の仕事を理解してあげられないのは本当に残念なことだけど……」

「ふむ」

　どうやら魔女騎士ヘクセンリツター以外の道を選ぶというのは本当に大変なことらしい。

「でも、リンネにはアリアと娘さんがいるだろ？」

　ハヤテはアリアの部屋で見た写真を思い出しながら言った。

　少なくともそのふたりは彼女の味方なはずだ……そう思って口にしたセリフだったが、アリアはなぜか目を伏ふせてしまう。

「リン姉の子供は……エイリスは、昔リン姉が行っていた魔獣の実験中、事故に巻き込まれて亡なくなってるんだ」

「……っ！」

　自分の発言が不用意なものだったことに気づき、ハヤテは二の句を継つげなくなる。

「もちろん、リン姉は凄すごく落ち込んで、しばらくは部屋に閉じこもって食事もノドを通らないような時期が続いたよ。私も習い事が終われば毎日お見み舞まいに行ったけど、何もできなかった……」

　その頃ころの悲しい記き憶おくを思い起こすようにアリアは話し続ける。

「そんなことがあったのか……でも、今でも魔獣学者を続けてるってことは、何か立ち直る〝キッカケ〟があったのか？」

「〝キッカケ〟……か」

　アリアは再び遠い目をする。

「どうだったかな……。でも、リン姉はある日急に部屋から出てきて、また魔獣の研究に取りかかるようになったんだ。それこそ前以上に精力的に、ね」

「そうか」

　どうしてリンネが再び研究に没ぼつ頭とうできるようになったのかは分からなかったが、何にせよ凄いことだ。そんな痛ましい事故のあとも、人々のために研究が続けられるなんて。

　そしてそんな彼女に憧れ、学者を目指しているというアリアの気持ちも。

「アリアがリンネさんを尊敬してるって言った意味が分かったよ。ふたりとも変人とか言ってごめんな」

「別に気にしてないよ。それに学者なんて目指してるって言ってる時点で、周りから変だって言われ慣れてるさ」

「何でだよ。立派な夢じゃないか」

「え？」

　ハヤテのその言葉にアリアは意表を突つかれたように目を丸くした。

「何かおかしなこと言ったか？」

「いや……学者になりたいのを立派だなんて言われたのはじめてだからさ」

「？　……え？　何で？　立派だろ？」

　驚くアリアに対して、逆にハヤテの方が首を傾かしげる。

「まぁ、さっきも言ったけど貴族に生まれたからには魔女騎士ヘクセンリツターになるのが普ふ通つうだからね。そこからはずれたら、やっぱりいろいろと言われるのさ」

「ふーん」

（相変わらず俺の感覚って常識とズレてるみたいだな……）

　記き憶おく喪そう失しつが原因なのかは分からないが、ハヤテの感覚はシェリーやアリアたちが当たり前に思っていることと時々ズレる。

　まぁ、それで「おや？」と思うことはあっても、「俺の方が間違ってる」とはあまり思わないのだが。

　だからハヤテは、

「少なくとも俺は応おう援えんしてるぜ」

　とアリアに自分の思ったことを正直に告げた。

　それを聞いた彼女は少し俯うつむいて頰ほおを赤らめる。

「……ありがとう。ハヤテ君。そう言ってもらえると嬉うれしいよ」

「そうか？　まあ、アリアの契約獣サーヴアントマニアっぷりは知ってるしなあ。きっといい学者になると思うぜ」

「ふふふっ、それなら契約獣サーヴアント研究の進歩のために、今度私の部屋に来てくれないかい？」

「それは断る！」

「あははは」

　最初から冗じよう談だんのつもりだったのか、アリアは笑ってうーんと空に向かって腕うでを伸のばす。

「私も少し、『月光のドレス』を狙ねらって頑がん張ばってみようかな」

「一番になりたいってことか……？　いいんじゃないか？」

「あはははっ。意味が通じてないなー！」

「？」

「ほらっ、少し道草を食いすぎたから、早く学院に戻ろうよ」

　そう言うとアリアは小走りでハヤテを置いていく。こちらは台車を押しているのであんまり速く走れない。

「待ってくれって」

　ハヤテは慌あわててアリアを追いかける。

　その時、ふと──独り言のような彼女の声が、偶ぐう然ぜん風に乗って聞こえてきた。

「でも、本当はあの時、私はリン姉を……」

　それはまるで悔かい恨こんが滲にじんだような声こわ音ねだった。

（あれ？　そういえば）

　そこでふとハヤテは気づく。

　この会話が始まるキッカケとなったアリアの「憧れと、贖罪かな……」という呟つぶやきを。

（「憧れ」については聞いたけど……じゃあ、「贖罪」って何なんだ？）

　だが、そのことを改めて問うキッカケが生まれる前に学院に着いてしまう。

　買ってきた品を正門前でチェックされ、許可をもらってから敷しき地ち内へと入り、シェリーたちの待つ教室へと向かった。

「さて、準備はどのくらい進んでるかな？」

「どうだろうな？」

　ハヤテはいったんティーテーブルの載のった台車を入り口の脇わきに止め、扉とびらを開けた。

　そして教室の中の光景を見──硬こう直ちよくする。

「ハ、ハヤテさん!?」

「あ、あうあう」

　驚きよう愕がくの表情で固まるビクトリアや顔を真っ赤に染めて目をぐるぐる回すキルル。

　それもそのはず……彼女たちはほとんど裸はだかだったのだ。

　彼女たちだけではない。イヴァルディ教室の女生徒の大半が生まれたままの姿で、視界に映る肌はだ色いろ率がエラいことになっていた。どうやら何か全員で着き替がえているタイミングで帰ってきてしまったらしい。

「「「「「「キャアアアアアアア!!」」」」」」

　数瞬遅れて、何重にも重なった少女たちの悲鳴がハヤテの鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

「ハヤテさん！　あ、あなたいったいどういうおつもり!?」

　真っ先に怒ど鳴なり声を上げたビクトリアは両りよう腕うでで胸を覆おおっているが、隠かくれているのは先せん端たんだけでまるで隠しきれていない。下着すらつけていない豊満な双そう丘きゆうはほんの少し動く度たびにぷるぷると震ふるえ、白い肌は朱しゆに染まって羞しゆう恥ちのためかやや汗あせばんでいた。

「ハ……ハヤテさん」

　そのすぐ隣となりにいたキルルはといえば、いつかの大浴場の時のように呆ぼう然ぜんとしすぎて体を隠すことすら忘れているようだった。混乱のためか顔はゆでダコみたいに真っ赤っかになり、股また下したをがくがくと震わせている。

　そして、シェリーはといえば。

「ハヤテ。あなたは本当にこういう時にタイミングが悪いわね」

　呆あきれた口調で──さすがに頰は若じやつ干かん紅潮していたが──彼女は下げ僕ぼくに対して軽く嘆たん息そくしてみせた。

　当然だが、彼女も制服を全すべて脱ぬいで一糸纏まとわぬ姿である。しかし彼には裸を見せ慣れているせいなのか、ツンと上向いた胸の先端を隠そうとする素そ振ぶりすら見せない。腰こしに手まで当てて、実に堂々とした立ち姿である。

　ただまぁ……彼女ひとりが大だい丈じよう夫ぶだからといって、ほかの女生徒たちまで男に裸を見られて平気というわけにはいかないわけで……。

「「「「「「……」」」」」」

「ゆ……許していただけないでしょうか？」

　親の仇かたきを見るような目で睨にらみつけてくる少女たちに対し、ハヤテは両手を上げて完全降こう伏ふくの旨むねを伝える。
















　もっとも、そんなことで許してもらえるはずもなかった。




　　　　▽




「イテテテ」

「ひっかかれたりビンタされたりした程度でよかったわね」

「もう少し心配してくれ」

「生あい憎にくと下僕は甘やかさない方針なの」

　さっきのはどう考えても悪いのはこちらなので反論できない。

　クラスメイトたちの怒いかりが収まるまで、ふたりはその辺をブラブラしてくるようアリアに助言され、こうして学院の廊ろう下かを適当に散歩していた。

「それにしてもシェリーが学院祭にやる気を出してくれてよかったよ」

　先を歩くシェリーに対してそう言うと、彼女は苦く笑しよう混じりに、

「あなたにも言われたしね。……それに私はハヤテに比べて力不足で、試験やクエストでは足を引っ張ってばかりだもの。せめてこういうところで頑張らないとハヤテにも愛あい想そ尽つかされちゃうわ」

　と、自分を卑ひ下げするようなことを言った。

「あのなあ、お前」

　それにハヤテは呆れと若干の怒りを込こめてため息をつく。

　今のため息に呼び止められたように反応し、シェリーは足を止めて彼の方を振ふり向いた。

「そんなことあるわけないだろ。たとえシェリーに力があろうとなかろうと、俺はお前を必ず助けに行くさ」

「ハヤテ……」

　シェリーは少し感極きわまった声で彼の名前を呼んで、続けて何かを言いかけたところで第三者の声が割って入った。

「ヤッホー、おふたりさん」

「リンネさん？」

　聞き覚えのある声に呼ばれ、ハヤテたちは振り返る。

「……その顔どうしたの？」

　ハヤテの顔を見たリンネはうわっと眉まゆをひそめた。

「いや、ちょっといろいろありまして……」

「ふーん。まっ、いっか。ちょうどよかったわ。ふたりに用があったの」

「私たちに？」

「うん。一いつ緒しよに来てくれるかな？」

　ハヤテたちは何だろうと思いつつ、ひょこっひょこっとかかとを跳はねさせるように歩くリンネのあとをついていく。

　そうして連れて来られたのは、滞たい在ざい中彼女が学院から間借りさせてもらっている寮りようの空き部屋だった。

「うわっ、凄すごい本の量」

「持ってきた分もあるけど、ここで借りたのもたくさんあるわね」

　うずたかく積まれた本の山にハヤテは軽くたじろぐ。

　一方でシェリーは積まれた本の一部を手に取り、

「これは禁出書のようですけれど……」

「あとで返すよ」

「でも」

「気にしない気にしない」

　テキトーな返事をするリンネにやや閉口するシェリー。

　意外と大おお雑ざつ把ぱな性格のようだ。

「それでご用件は何でしょうか？」

　気を取り直して、シェリーはリンネに尋たずねる。

「そうそう。聞きたいのはふたりの関係なんだけど」

「下僕と奴ど隷れいですが、何か？」

「……というのは冗談で、君たちの魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントとしての関係性を聞きたいんだよ」

「というと？」

「君たちは普ふ通つうの魔女騎士ヘクセンリツター・契約獣サーヴアントとはかなり異なる部分が多い。学者として興味も引かれるし、今後の魔女騎士ヘクセンリツターたちに何か新しい影えい響きようを与あたえるかもしれない。だから、少しお話を聞かせて欲しいの」

「そういうことなら、私に分かる範はん囲いでよければ」

「うん。お願いねシェリーちゃん。ハヤテ君にも話を聞きたいから、分かる範囲で答えてね」

「は、はい」

　相手はリンネなのだが、こういう風に改めて学者として話を聞かれると、なんだか妙みように緊きん張ちようしてしまう。難しいことを訊きかれなければいいが。

「じゃあまずはー」

　軽くお喋しやべりするみたいに、リンネはふたりに質問を開始した。

　質問の内容は、普段の食事はどうとか、訓練や試験で戦う時に感じることとか──思っていたよりも分かりやすいものが多く、多少身構えていたハヤテにも簡単に答えられた。単純にリンネの話し方がやわらかくて緊張を解ほぐしてくれたというのもあるが。

　ただ、ちょっと……

「『魔導器ワンド』と『魔神器ゼーレ』とで、攻こう撃げき力とかの能力以外で何か違ちがうと自分たちで分かる部分ってある？」

「そうですね……。ハヤテに剣けんを抜ぬかれる時とても気持ちいいです」

「ブフッ！」

「へぇー、喩たとえると？」

「難しいですね。今まで感じた中で一番の、背筋にゾクゾクとくる快感なので」

「ふーん、なるほどねー。じゃあさ」

「この話はやめにしません!?」

　……こういう話はどうか勘かん弁べんして欲しい。

「あはは」

　ハヤテの反応をおもしろがるようにリンネは笑って──ふと話を変える。

「ところでシェリーちゃんは学院の汎はん用よう召しよう喚かん陣じんを使わずに、ハヤテ君を召喚したんだったよね？」

「はい」

「それに使った召喚陣ってどこで知ったの？」

「……亡なくなった祖母が遺のこしてくれた魔導書の中で」

（そういえば前にシェリーは、俺の召喚にはちょっと『特とく殊しゆな』召喚陣を使ったって言ってたっけ）

　ハヤテは自分が彼女の部屋に召喚された時の会話を思い返す。

「その魔導書の由来は分かる？」

「家が没ぼつ落らくして財産を手放した時も、それだけはと祖母が大事に取っておいたものでした。確か、シャルラッハロート家に代々伝わるものだと聞いています」

「ちなみに、シェリーちゃんはその魔導書をどのくらい読めた？」

「……実は、さほど。召喚の儀ぎ式しきに何度も失敗していた時に、気分転てん換かんにぱらぱらとめくっていたら、偶ぐう然ぜん学院の汎用召喚陣とは明らかに違う召喚陣が描えがかれているページを見つけて、その周辺の単語を最低限拾って儀式の手順だけ調べたんです」

　シェリーの話を聞いたリンネはあごに指を当ててしばし考え……

「その魔導書、ちょっと貸してもらってもいいかな？」

「え……？」

　唐とう突とつな申し出にシェリーは珍めずらしく戸と惑まどいの表情を見せた。

　大切な祖母の遺品を人に預けるのを躊ちゆう躇ちよしているのだろう。

　彼女の躊躇ためらいを見て取ったリンネはさらに言葉を重ねる。

「確か、シェリーちゃんとハヤテ君の間にはラインがつながっていないんだったよね？」

　ラインというのは本来魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントの間にある、魔ま力りよくをやり取りするための供給路のことだ。ラインは目に見えないが、魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントは線のようなもので常につながっているらしい。それがハヤテとシェリーの場合は存在しないのだ。

「姿形は人そのもの。ラインもない。武器の呼び名も『魔導器ワンド』ではなく『魔神器ゼーレ』だと言うし、そのスペックも明らかに他と一線を画してる。『魔神器ゼーレ』を取り出すのにも結印同士を重ねなきゃならない……何度も同じことを言うけれど、君たちは普通の魔女騎士ヘクセンリツターとだいぶ違う」

「ええ、それは分かっています。それが何か？」

「普通と違うなら、在あり方も普通の魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントと違わない方がおかしい、と私は思うんだけど」

「───!?」

　リンネの指し摘てきにシェリーはハッと目を見開く。

（普通と違う在り方？）

　ハヤテにはいまいち意味が分からず首を傾かしげた。

「つまり、簡単かつ即そく物ぶつ的な話をすると、君たちには普通の魔女騎士ヘクセンリツターとは違う戦い方があるんじゃないかってこと。ハヤテ君は充じゆう分ぶん強いとして……シェリーちゃんがハヤテ君に見合った戦い方を知ることができれば、今よりもっと強くなれると思うの」

「……」

　シェリーは平静を装よそおっているように見せていたが、隣となりにいるハヤテには彼女が小さくつばを吞のみ込んだ音が聞こえた。

「だから、その魔導書を見せてもらえれば私なら何か気づくことができるかもしれない。よければだけど、しばらく解読させてもらえないかしら？」

　リンネは「ん？」と下から見上げるようにシェリーの表情を覗のぞき込む。

　それから数秒の間を置いて、シェリーは分かりましたと頷うなずいた。








第三章　サーヴァント喫きつ茶さ









　学院祭一日前。

　明日あしたはいよいよ本番という日に、ついにシェリーたちの契約獣サーヴアント仮装衣い装しようが完成した。

「うん。我ながら完かん璧ぺきね」

「完璧……だとは思うけど」

「何よその顔は。私の衣装に何か不満があって？」

「不満っていうか……」

　ハヤテは顔を手で覆おおい隠かくしながら言葉を濁にごす。顔を隠すのは自分で自覚できるほど頰ほおが熱くなっているからだ。

　原因はもちろんシェリーの衣装。

「何でそんな布が少ないんだよ？」

　指の隙すき間まから見るとちょうど布地が隠れて、危うく全ぜん裸らと錯さつ覚かくしてしまうところだ。おまけに竜りゆう鱗りん製の首輪からはちょうどいい長さの鎖くさりまで垂れている。

「奴隷や下げ僕ぼくをイメージした衣装だもの、仕方ないわ」

　しれっとシェリーは答え、胸を強調するように腕うでを絞しぼってみせた。谷間の中に鎖が埋うもれ、なんだか物もの凄すごく卑ひ猥わいに見える。見えるも何も実際に卑猥なのだが。

「どうせなら全裸に首輪とかも考えたのだけれど、さすがにアリアさんに止められてね。それに汚きたない感じにするのも喫きつ茶さ店てん的にどうかというのもあったから、若じやつ干かん踊おどり子っぽい中ちゆう途と半はん端ぱな奴隷衣装になってしまったわ」

（アリアナイスと褒ほめるべきなのか、それとも全裸よりエロくなってるぞと抗こう議ぎすべきなのか、微び妙みようなところだな）

　無難なところで男装辺りに落ち着くかと思っていたシェリーの契約獣サーヴアント仮装だが、まさか「奴隷・下僕」をイメージした衣装でくるとは。だいぶ彼女の言動にも慣れてきたつもりだったが、大きな勘かん違ちがいだったようだ。

「で、どうかしら？　私も感想を聞かせて欲しいわ」

「エロい」

　迷いもなくハヤテは言った。

「ついに躊躇いがなくなったわね」

「躊躇いがなくなったからって恥はずかしさがなくなったわけじゃないからな？」

「何よこのくらい。私の裸はだかだって見たことあるでしょう」

　シェリーはそう言って組んでいた腕を解ほどく。持ち上げられた胸が支えを失い、重力に従って落ちた反動で大きく揺ゆれた。

（だからそんな格好で胸を揺らすな！　いつ衣装がズレるかとヒヤヒヤするから！）

　心の中で絶ぜつ叫きようしつつ、ハヤテは自分の目がぷるぷる揺れ続けるシェリーの胸に釘くぎ付づけになっていることを自覚していた。

「あら？　シェリーさんも衣装が完成しましたのね」

　その時ビクトリアがやってきて、シェリーの衣装を上から下まで眺ながめてふーんと呟つぶやいた。

「どんなものかと思いましたけど、思っていたほどではありませんわね。これなら『月光のドレス』はわたくしのものですわね」

　そう言って悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむビクトリアの衣装は、前に見せてもらった時から若干変わって飾かざりが増え、おへそが丸見えになっていた。彼女は彼女でシェリーに対たい抗こうするためにさらなる工く夫ふうをしてきたらしい。

　一方で、相手に勝手に勝ち誇ほこられたシェリーは、当然カチンときた顔をして、

「これは私とハヤテの絆きずなの形が込こめられた衣装なのよ。見た目だけのあなたとはものが違うわ」

　と、彼女にしては珍しく喧けん嘩かを売るような口調で言った。

（絆の形って……いや、確かにそういう契けい約やくは結んでるけど、あの布地面積で言われるとなんか恥ずかしい）

　先さき程ほどとは別の意味で赤面するハヤテ。

　そんな彼を挟はさんで、お互たがいに口こう撃げきを飛ばし合ったシェリーとビクトリアが対たい峙じする。

「このドレスはヴェルデ家懇こん意いの職人に作らせた最高級の一品でしてよ。あなたの手て縫ぬいのものとは品質からして違いますわ」

「あらそう。でもお金で買える愛情には上限があるわよ？　私はそんなものに頼たよらなくても限界突とつ破ぱしてみせるけど」

「ということは、衣装に関しては負けていることを認めるわけですわね」

「そんなこと言ってないけれど？」

「そう聞こえましたわよ」

「耳が悪いんじゃない？」

「ちょっ！　お前ら近いっ近い！」

　スタイル抜ばつ群ぐんのふたりが睨にらみ合いながらドンドンお互いに間合いを詰つめるので、間に挟まれたハヤテは必然的に彼女たちの豊満な肉体にサンドイッチされることとなっていた。

（やわらかいお餅もちで全身を包み込まれてるみたいだ……！）

　あっちもむにむに。こっちもぷにぷに。

　弾だん力りよく感溢あふれる少女たちの若い肢し体たいがハヤテを襲おそう。

　ヘタに気を抜ぬいたらこのままお肉の海に沈しずんでしまいそうだ。

「ハヤテさん！」

「！」

　その時、ハヤテは制服の襟えり首くびを後ろからぐいっと引っ張られて、シェリーとビクトリアの間からスポンッと引っこ抜かれてどうと倒たおれた。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　こっちにか、帰ってきてください！」

「キ、キルルか……」

　ハヤテは自分を助け出してくれた少女の名前を呼ぶ。おそらく身長の低い彼女は、足りない分の高さをジャンプして補ったのだろう。その勢いのおかげで後ろへ思いっきり引っこ抜けたわけだ。

「た、助かったぜ。ありがとうな、キルル」

「よかったです」

　えへへと笑うキルルはこの前見せてくれた犬耳に尻尾しつぽ、肉球手て袋ぶくろに加えておへそ・肩かた・太ももが露ろ出しゆつする衣装に身を包んでいた。どれも手入れされた犬の毛並みのように肌はだ触ざわりがよく、彼女自身の愛くるしさと相まって非常にかわいらしい。

「あっ、その、そんなに見られると恥ずかしいです」

　ハヤテの視線に気づいてキルルは頰をトマトみたいにして体を縮こまらせる。

　おへそや太ももが見えているので確かにいつもより露出は多いが、シェリーやビクトリアに比べれば全然かわいいレベルだ。というか普通にかわいくて、小動物のような彼女にはよく似合っている。

「恥ずかしいことなんてないって。かわいいぞ」

「～～～え、えへへ。嬉うれしいですっ」

　キルルは明るい笑顔になり、照れるように頭を軽く振ふる。

　そのやり取りを聞いていたシェリーとビクトリアは揃そろって頰を膨ふくらませた。

「キルルさん。ウチのハヤテをそろそろ返してくれる？」

「そうですわ！　横取りなんてズルいですわよ！」

「ひぅっ！」

　怖こわい顔をするふたりにキルルはビクッとノドを鳴らす。

　そこへ、幼おさな馴な染じみを助けるためにアリアが颯さつ爽そうと現れた。

「まあまあ、ふたりとも。落ち着きなって」

　シェリーとビクトリアを両手でなだめる彼女は、薄うすい金属鎧プレートメイルをアレンジして、フクロウの翼つばさや羽根をつけたオリジナルの鎧よろいと兜かぶとを身につけていた。

　なるべくかわいいデザインにするためか、無骨な装そう甲こうは極力削けずってフクロウにちなんだ意い匠しようや薄はく衣いなどで飾り付けている。

（ていうか装甲薄すぎないか？　実際の戦せん闘とうじゃ絶対防具としての用をなさないぞ。まあ、これは仮装の衣装なんだから別にいいんだろうけど）

　アリアはキルルに手を貸して立たせたあと、不意にハヤテにウインクしてきた。

「どうかな？　私の格好？」

「金属鎧プレートメイルって聞いてたからもっと無骨なのを想像してたんだけど、思ったより……」

「セクシーかい？」

「あ、ああ」

「ふふっ、そう言ってもらえると頑がん張ばった甲か斐いがあったよ」

「……？」

（何だ？　この前からアリアの俺に対する態度がちょっと変わったような？）

　なんとなくそんな気がするという程度のことなので、ハッキリとしたことは言えないが。

　まぁともあれ衣装も無事完成し、長机と長なが椅い子すを片付けてティーテーブルにソファなどの配置や飾り付けも済ませると、普ふ段だん授業を受けている教室もすっかり学院祭の喫茶店という内装に様変わりした。

「なんやかんやあったけれど、無事『サーヴァント喫茶』の準備は終わったね。まだお疲つかれ様には早いけど、みんな！　今日までよく頑張った！　あとは明日の本番だけだ！」

　アリアの労ねぎらいと鼓こ舞ぶをかけ合わせた言葉に教室がわっと沸わく。今日までの準備の苦労を乗り越こえたことを喜び、明日の本番に向けて気合いが入ったようだ。

　しばらくアリアはクラスメイトたちが盛り上がるのに任せていたが、段々と空気が落ち着いてくるのを見計らって手をパンパンと叩たたく。

「さて！　準備もできたことだし明日に向けて少し接客の練習をしておこうか。人によっては制服の時より動きづらいなんてこともあるかもしれないからね」

　今日までにすでにシェリー指導の下もと、おいしい紅茶の注ぎ方などはみんなひと通り習っているが、何しろ着る衣装がどれも個性的だ。アリアの言う通り人によっては動きづらくなっている部分もあるかもしれないので、最後にひと練習しておいて損はないだろう。

　アリアの言葉にクラスメイトたちは頷うなずき、それを受けて提案者の級長もこくりと頷く。

「それじゃあ今日のお客さん役はハヤテ君にやってもらおうか」

「おう……って、ええぇ!?」

　突とつ然ぜんのご指名にハヤテは一いつ拍ぱく遅おくれて驚おどろきの声を上げる。

「何で俺なんだよ？　いつもクラスメイト同士でやってるだろ？」

「明日あしたは生徒のお父上や兄弟も来るんだ。なにしろみんな箱入りだからね、本番前に少し男相手の接客にも慣れておくべきだと思うんだよ」

「あー……まぁ、確かに」

　ビクトリアは極きよく端たんな例だが、多かれ少なかれこの学院の少女たちは男に対して偏へん見けんを持っている節がある。それが原因で変な失敗をしてしまう可能性がないとは言えなかった。

（アリアはホント細かいところまで気配りができてるな）

「分かった。俺でよければ引き受けるよ」

「ありがとう。じゃあみんな順番に準備して」

　そうしてアリアの号令の下、ハヤテを練習台にした対〝男〟接客予行練習がクラス内で開始された。




「どうぞ。お客様」

　妖よう精せいのような仮装をした少女はにっこりと微笑みながら紅茶をハヤテに差し出す。その際胸むな元もとがチラリと見えたが、気づかれる前にサッと視線を逸そらした。

「ど、どうも」

　覗のぞいてしまったのを誤ご魔ま化かすようにハヤテは早口に言って会え釈しやくするが、そこでアリアのダメ出しが入る。

「ハヤテ君。そこはもう少し貴族の男性らしくスマートに受け答えしてくれるかい？　予行練習なんだから」

「えっ？　えーと、ありがとうお嬢じようさん」

　スマートにとか言われてもと思いつつ、頑張って貴族っぽく（？）言い直した。

　すると妖精のような仮装をした少女はにっこりと微笑む。

「ゆっくりとおくつろぎください」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして彼女は席を離はなれる──と、すぐにシェリーのところへ行って今の接客でよかったかを尋たずね、太たい鼓こ判ばんを押されるとホッと胸を撫なで下ろした。

　その様子を見ながらハヤテはふぅーと息を吐はく。

（さすがにひとりでお客さん役を続けてると疲れてくるな）

　あれから一時間近く少女たちの接客練習につき合い続けてきたハヤテは、硬くなってきた体をうんと伸のばした。最高級ソファのおかげで腰こしは痛くならずに済んでいるが、多少の疲れは溜たまり始めている。あと紅茶に飽あきてきた。

　今回の練習は男相手の接客に慣れるという目的があるため、ハヤテの代役はいない。『サーヴァント喫きつ茶さ』の成功のためにも、ここは頑張るしかなかった。

（さて、次は……）

　ハヤテが顔を上げると、次の練習相手が前へと進み出てきた。

「ど、どうも……！」

「ああ、次はキルルの番か。よろしく」

「よよよよろしくお願いします！」

　よっぽど緊きん張ちようしているのか、キルルは顔を真っ赤にしてハヤテの隣となりに立った。その手には紅茶セットとクッキーの入ったバスケットを持っている。

「そのクッキーは？」

　それまで練習中に出されたお菓か子しは、高級品だがどれもお店のものばかりだったのに対し、キルルが持ってきたのは手作り感に溢れていた。

「これは自分で焼いてきたんです」

「へぇー、それは凄すごいな」

　お菓子作りとはキルルらしい女の子っぽい特技だ。

　実はシェリーも料理は得意なのだが、なぜだろうか？　彼女の場合はかわいいというより幼妻という感じがするのは……エロいからか。

「では紅茶をお淹いれしますね」

「大丈夫か？　そんな手袋して」

　キルルは今肉球デザインの毛がもこもこした手袋をしている。紅茶のポットの取っ手を持つのも大変そうだが。

「大丈夫です。こうやって両手で支えれば」

　そう言ってキルルは危なげなくカップに紅茶を注いだ。『サーヴァント喫茶』のためにちゃんと練習してきたのだろう。

「ありがとうお嬢さん」

　ハヤテは今日の練習でだいぶ慣れたややキザな口調でお礼を言う。何度もくり返している内に段々板についてきて、彼自身はあまり自覚していないが顔もなんだかキメ顔になっていて、見る者によっては背景に星でも飛んでいそうだった。

「はうっ！」

　ガチャンッ！

　それを聞いたキルルは一いつ瞬しゆんで頰ほおをボッと真っ赤にして、危あやうく肘ひじをぶつけてポットを落としそうになった。

「おいおい、ケガしなかったか？」

「へへ平気です！」

　キルルは慌あわててポットの位置を直し、肘を振って問題ないことをアピールする。

　少し心配になったが本人が平気だと言うので、ハヤテは安心して彼女の淹れてくれた紅茶に口をつけた。

「うん。お嬢さんが淹れてくれた紅茶は実においしいよ」

「はわうっ！」

　ガチャンッ！

　また肘をポットにぶつけてしまうキルル。

「……ホントに大だい丈じよう夫ぶか？」

「はいっ！　……あ、でもあたしの時は口調をいつも通りにしてもらえると」

「？　まぁ、その方がいいなら分かったよ」

　ハヤテは頼たのまれた通り口調をいつもと同じに戻もどす。

　それにホッとしたようにキルルは胸を撫で下ろし、改めてクッキーの入ったバスケットを取り出した。

「それじゃあ次はあたしがクッキーを食べさせて差し上げますね」

「え？　いや、自分で食べられるけど……」

「こっこれもサービスの一いつ環かんです！」

「そうなのか？」

　珍めずらしく強い口調で力説され、ハヤテはまぁ本番のための練習だしと思い、承しよう諾だくする。

「じゃあ、食べさせてもらおうかな」

「はい！　えっと……あ、あれ？」

　意気込んでキルルはクッキーを取ろうとするが、肉球手て袋ぶくろをしたままでは上手うまく摑つかめない。

（ああ、紅茶を淹れる練習はしてたけど、クッキーは昨日焼いたから手袋したまま摑む練習をしてなかったのか）

　事情を推察したハヤテは無理しなくてもいいという風に手を振ふる。

「大丈夫だって。やっぱり自分で取るから」

「ダメです！」

「え？」

「うっ……このままじゃ一番を取れません」

　気持ちが空回りしているのか、キルルは何度もトライするがその度たびにクッキーを落としてしまう。

（そんなに最さい優ゆう秀しゆう賞が獲とりたいのか）

　ハヤテが彼女の頑がん張ばる姿に感心していると、不意にキルルが動きを止めた。

　そしてしばし何かを考えるようにクッキーを見つめ──何を思ったのか、突然その内の一枚を口で咥くわえてしまう。

「キルル？」

「ほうぞ」

　キルルは口にクッキーの端はしを咥えたまま喋しやべり、自分が咥えている方の反対側をハヤテに向かって差し出してくる。

　食べろ、ということらしい。

「ええぇ!?」

　あまりにも大だい胆たんな彼女の行動にハヤテは驚きの声を上げる。

「ふむむぐ」

　しかし、キルルはまったくもって真しん剣けんな様子だった。頰は紅潮し、どう見ても恥はずかしそうなのだが、ハヤテを見つめる目は本気そのもので、仮に彼がクッキーに齧かじりついたとして、うっかりそのまま唇くちびると唇が触ふれてしまったとしても構わない──そんな気き迫はくを感じる。

（ていうか、これ完全にトリップした時の目だよな……）

　たまにキルルは自身の妄もう想そう世界に飛んでそのまま帰ってこなくなる。その時の彼女はもはや正気の目をしておらず、今まさにそんな感じだった。

「ふひゅへへへ」

　クッキーの隙すき間まから変な笑い声が漏もれてるし……いったい何を妄想しているのか。

　それはまぁさておいて、このままでは彼女の勢いに気け圧おされて本当にクッキーに口をつけてしまいそうだった。

　と、そこへ──

「クラスメイトの面前でいったい何をやっているんですの!?」

　──目をつり上げたビクトリアが、怒ど声せいを撒まき散らしながらキルルを押しのける。

「もがふむむむ」

　顔面をソファに押しつけられる形になったキルルだが、まだ変な笑い声を上げていた。相当深いところまでトリップしているようだ。もしかしたら押しのけられたことにすら気づいていないかもしれない。

「え、えーと……次の相手はビクトリアってことでいいのか？」

「そういうことですわ」

　トリップ中のキルルをアリアに運び出してもらい、ハヤテは次の相手となるビクトリアと接客練習を続ける。

「ではまず紅茶をお淹れしますわ」

「あ、ああ」

　ハヤテが若じやつ干かんビクトリアから目を逸らしながら頷うなずいた。

　こちらがソファに座り、彼女が立っている関係上、どうしても紅茶を注ぐためにポットを傾かたむけるポーズを取ると、その際きわどすぎる衣い装しようの隙間からいろいろと見えてしまいそうになり、非常に目のやり場に困る。

「それでは飲む前にわたくしが冷まして差し上げますわ」

　以前『ベリーインカフェ』で学んだ「熱い飲み物にフーフー」をするため、ビクトリアはさらに体を屈かがめて邪じや魔まにならないように髪かみをかき上げる。

「……ッ！」

　その時、チラッと見えてしまった……ベルトの穴からピンク色の何かが。

「？　どうしましたの？」

「なっ、何でもない何でもない！」

　ハヤテは両手を顔の前で振って誤ご魔ま化かす。

　しかし、どうもその動きを不ふ審しんに思われたのか、ビクトリアは怪け訝げんそうに眉まゆをハの字に曲げた。

「怪あやしいですわね……」

「いっいや……ほら、昔は男が苦手だったビクトリアが普ふ通つうに俺にサービスしてくれるから、なんか驚おどろいちゃって」

「べっ、別にわたくしは最初から苦手なものなんてありませんわ」

　その強がりはどうだろうか……？

「まあ、なんか仲良くなれた証あかしみたいで嬉うれしいよ」

「っ！　さ、さあ、特別にわたくしがふーふーして差し上げた紅茶をありがたく……きゃっ！」

　少し頰を赤らめたビクトリアがカップを差し出そうとした時、手て許もとが狂くるったのか彼女は紅茶をハヤテのズボンの上にこぼしてしまった。

「わわっ！」

「だ、大丈夫ですの!?」

　ここまで来てのまさかのドジにビクトリアは慌てる。

「ああ、火傷やけどはしてないよ」

「すぐに拭ふきますわ」

「え？」

　ビクトリアはすぐに濡ぬらして絞しぼったハンカチを取ってくると、ハヤテの前にうずくまった。

「ちょっ、いや、ビクトリア。無理しなくていいからな？」

「こ、これはわたくしのミスです！　わたくしにお、お任せなさい」

　ビクトリアは先さき程ほどとは比べものにならないほど顔を真っ赤にし、親の仇かたきでも見るみたいにズボンのシミを凝ぎよう視ししている。

　シミはかなり際どい位置にあった。

「では、参りますわ……」

　ごくりとツバを吞のみ込む音がして、ビクトリアはハンカチを持った手をハヤテのズボンへと伸のばす。

（なっ、何なんだこの状じよう況きよう……!?）

　ソファに座るハヤテよりさらに低い姿勢で、ビクトリアが彼のズボンを拭いている。

　視線を少し下げれば、ベルトでキツく締しめ上げられた胸の谷間がぷるぷると震ふるえているのが見え、トマトみたいに赤くなったビクトリアの恥じらいの表情が目に入った。

　そのあまりにも背徳的で、どこか淫いん靡びな光景に今度はハヤテの方がゴクリとツバを吞み込む。

「はぁ、はぁ……ど、どうですの？　もう熱くありませんか？」

「ああ、もう大丈夫だから……」

「……いえ、もう少し……」

　ハヤテはもう止めようとするが、ビクトリアは息を荒あらくして、もう少し、もう少しとばかり言い続けてやめようとしない。

「──いい加減にしなさい」

　と、そこへ眉を吊つり上げたシェリーが現れて、ビクトリアが体に巻いたベルトの内の一本を後ろから引っ張って彼女を無理やりハヤテから離はなした。

「なっ、何するんですの!?」

「あなたねぇ、さっきはキルルさんを止めていたクセに、自分の番になった途と端たんとんでもないことし始めるのね」

「あっ……」

　シェリーに指し摘てきされて我に返ったのか、ビクトリアはハッと周りを見回したあと、

「しっ失礼しましたわー！」

　誰だれにともなく叫さけんで教室を飛び出していった。

　ビクトリアから解放された安あん堵ど感かんから、しばしハヤテは呆ぼう然ぜんとしていたが、ふと助けてくれたシェリーを見上げて尋たずねる。

「……で。次はお前なのか」

「真打ちは遅おくれて登場するものだけれど、なあにその言い草は？　せっかく助けてあげたのに」

「その件につきましては本当に感謝を……」

　ハヤテは深々と頭を下げるが、改めてシェリーの衣装を見て再び脈みやく拍はくが早くなるのを感じた。

（ホント、ビクトリアに負けず劣おとらずエロいんだもんなあ）

　確かに邪よこしまな心を全すべて捨てて無の心で見れば、単に装そう飾しよくの光る美しい踊おどり子衣装と言えなくもないのだが……生あい憎にくとハヤテはそんな聖人みたいな心は持ち合わせていない。ついでに言えば据すえ膳ぜんにも手を出せないヘタレな心の持ち主だ。

「まったく、そんなんじゃいつまで経たっても私の貞てい操そうを奪うばってはくれなそうね」

「そういうことを真っ昼間から堂々と言うな！」

　しかもクラスメイトたちの前で。

　ハヤテの真っ当な主張は、しかしため息で返される。

「まあいいわ。ほら、さっさと座りなさいな」

「……はいよ」

　ツッコミの勢いで立ち上がっていたハヤテは渋しぶ々しぶとソファに腰こしを下ろす。

「どうぞ。こちらは春摘つみの特に厳選した茶葉になりますので、独特のよい香かおりが楽しめるかと思いますわ」

「お、おう……」

（練習はマジメにやるんだな）

　しかも紅茶の解説つきで。その辺はさすが『ベリーインカフェ』で働いているだけあるというか、紅茶の知識や出す時の仕草に至るまで完かん璧ぺきだった。シェリーだけ練習ナシでいいんじゃないかとすら思ってしまう。

（ていうか、やっぱりビクトリア以上に目のやり場に困るし）

　シェリーは中ちゆう途と半はん端ぱなどと言っていたが、ハヤテから見ればもうこれ以上奴ど隷れいっぽく──つまりは布地面積を小さく──することなど不可能だろ!?と思ってしまうような衣装なのだ。

「お味はいかがですか？」

「あ、ああ、おいしいよ」

「それはよかったです」

　若干アルバイト時のスイッチが入っているのか、普段の十倍愛あい想そがいい。

　ハヤテはもうドキドキしっぱなしだ。

　赤くなりながら彼が紅茶を飲んでいると、ふとシェリーが何かを差し出してきた。

　鎖くさりだ。

「……これは何だ？」

「私の鎖です」

「そりゃ見れば分かるけど……どういうつもりだ？」

　その鎖の先はシェリーの首輪につながっている。引っ張りでもすれば首が絞しまってしまうはずだ。そんなものを差し出して、何をさせようというのだろう？

「いえ、お客様にはぜひ当店の特別サービスをご堪たん能のういただきたく思いまして」

「サービス？」

「はい。私が考えました。とりあえず、こちらをお持ちください」

「……」

　しつこく鎖を差し出されたので、ハヤテは警けい戒かいしつつもそれを受け取る。

「お立ちください」

「何で？」

「お立ちくだされば分かります」

「……」

　嫌いやな予感がしてきたが、立ち上がるだけならまだとんでもないことはされないだろうと思い、ソファから立ち上がった。シェリーがやさしく手を引っ張るので、ソファとテーブルの間から出て少し広めのスペースに出る。

「で？　シェリーの考えたサービスって何なんだ？」

「お散歩です」

「散歩？　何の？」

「私のです」

「はい？」

　何だそれと尋ねる前に──シェリーはその場に四つん這ばいになり、犬のような仕草でハヤテのことを振ふり返る。

　呆あつ気けに取られているハヤテの手には鎖。

　鎖につながれ犬のようなポーズを取るシェリー。

　なるほど。まるで犬の散歩のようだ……じゃなくて！

「さあご主人様。とりあえず校舎の中をぐるっと回りましょうか」

「回れるか！　どんな羞しゆう恥ちプレイだ！」

　思いっきり手に持った鎖を叩たたきつけたい衝しよう動どうに駆かられたが、もしシェリーに当たったらケガをさせてしまうかもしれないので自制した。その分わなわなと鎖を握にぎる手に力を込こめる。

「私のような美少女を這はいつくばらせ連れ回せるというのは、それはもう立派なサービスかと思いますが？」

「少なくとも喫きつ茶さ店てんのサービスじゃないだろ!?」

　明らかに年ねん齢れい制限のあるお店のサービスだ。それも相当マニアックな部類の。

「シェリーさん!?　教室でいったい何をやっていますの!?」

「そうですよ！　なんてうらやま、いえ、けしからんことを!?」

　いつの間にか舞まい戻もどってきたビクトリアと現実に帰ってきたキルルも、揃そろってシェリーに詰つめ寄って文句を言う。キルルは若じやつ干かん口調がおかしかったが。

「何よ。私がハヤテの犬になろうが何になろうが、私の自由でしょう？」

「そんなわけありませんわ！　わたくしは認めませんわよ！」

「あたしもダメだと思います！」

「はぁ……まさか胸をベルトで拘こう束そくしてムチムチにしている痴ち女じよに説教されるなんて」

「あなたに痴女とか言われたくありませんわ！」

「あたしはふたりともズルいと思います！」

　ぎゃいぎゃいと三人は言い争い続ける。

「まぁまぁ、三人ともその辺で……わっ！」

　見かねたアリアが仲裁に入ろうとした時、偶ぐう然ぜん誰だれかの手が彼女の胸に当たって後ろへ倒たおしてしまった。

「危なっ！」

　ハヤテは咄とつ嗟さにアリアと床ゆかの間に入ろうとして、ドガシャン！

「イテテテ……」

　隣となりのティーテーブルに頭をぶつけてしまい、ハヤテは後頭部を押さえながら軽く悶もん絶ぜつする。幸いテーブルは倒さなかったし、アリアもしっかり守れたようだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アリ……!?」

　そこでハヤテは口をあんぐりと開ける。

　目の前に女の子の胸が丸出しになっていれば誰だってそうなる。

「あ……」

　どうやら転んだ時に胸部装そう甲こうの留め具がはずれてしまったらしい。アリアは自分の胸を見て声を漏もらし、ハヤテと目が合うと──みるみる内に赤面して固まってしまう。恥はずかしいなら胸を隠かくせばいいのだが、完全に硬こう直ちよくして次にどうすればいいのか分からなくなっているようだ。

「～～～！」

　いつも余よ裕ゆうを持って人と人の間を取り持ってきた少女の姿はそこにはなかった。

「アリアさん。いつまでハヤテの鼻先に胸を放ほうり出している気なの？」

「えっ！　あ、ああ！　そ、そうだね！」

　シェリーのイラ立った指摘でようやく我に返ったのか、今いま更さらながらアリアははずれた留め具をつけ直そうとする……しかし、焦あせっているのか上手うまくいかない。

「もう！　何をやっているんですの!?　わたくしがやって差し上げますわ」

「あ、ああ頼たのむよビクトリア君」

「まったく……って、あら？　留め具が曲がって……」
















　ビクトリアが手を貸すが、どうやら少し壊こわれてしまっているようだ。

「と、とりあえず胸を隠して！」

　見かねたキルルが肉球手て袋ぶくろでアリアの両胸を隠す。

　テーブルの下の狭せまい空間で男女四人が密着している状態で、ハヤテは充じゆう満まんする女の子の匂においに窒ちつ息そくしそうになった。

「このッ！　ここがちゃんと留まれば……！」

　少々強引に力を込めて、ビクトリアは留め具をつけようとする──と、身をかがめた姿勢で無理に前のめりになったのがマズかったのか、彼女はバランスを崩くずしてアリアの背中に覆おおい被かぶさるように倒れてしまった。

「キャア！」

「わっ！」

「ひゃふっ！」

　結果、ビクトリアとアリアはもちろん、彼女の胸を隠す役割を担になっていたキルルも一いつ緒しよになって、テーブルの下でしっちゃかめっちゃかになった。

「うわああ！」

　一番下にいたハヤテを押し潰つぶすような形で。

　いや、実際に押し潰されているのは彼女たちの胸で、それがハヤテの全身に押しつけられている格好なのだが。

（マズいマズいマズい！　何がマズいのかっていうかとにかくマズい！）

　ホント具体的にどれがどうこうじゃなくて、体のあちこちに当たるやわらかい物体とか耳元をくすぐる吐と息いきとか、もう現在ハヤテに与あたえられている全すべての刺し激げきがマズかった。理性を保てなくなるという意味で。

「私のハヤテに何をしてくれるのよ!?」

　さらにそこへ激げき怒どしたシェリーまで加わって、最初から取れやすそうだった衣い装しようを着ていた彼女はすぐに直視できない姿になる。

　もはや右を見ても左を見ても上を見ても下を見ても全てが肌はだ色いろだった。目を閉じても全身を襲おそう感かん触しよくが逆に鋭えい敏びんに感じられてしまい逆効果だ。

　おまけに、当然のことだがこれだけ大おお騒さわぎすれば、教室中の注目を集める結果となって……。

「いいいったいあのテーブルの下で何が行われていますの!?」

「きっとワタクシたちには想像もつかないような何かですわ……！」

「なんて大だい胆たんなのかしら！」

　……そんな感じで室内が少女たちの悲鳴で満たされていると、不意に教室のドアを開けて担任のレーラが中に入ってくる。

「お前らうるさすぎるぞ。廊ろう下かにまで声が響ひびいている」

　レーラは生徒たちに向けてそう注意するが、ハヤテとその周りの有り様については何もコメントしなかった……してくれ！

　ただ彼女の登場のおかげでわーわーと暴れていたシェリーたち四人も冷静さを取り戻し、いそいそとハヤテの上からどいてそれぞれ身だしなみを整え始めた。できれば最初からそうして欲しかったが……。

「あの、シュバルツ先生！」

　その時数人の少女たちが手に何かを持ってレーラの許もとへと駆け寄る。

「何だ？」

　特に表情も変えずレーラは応対する。

「これを！　ぜひこれを着てくださいませんか!?」

「私たちで作ったんです！」

「レーラ様にとても似合うと思います！」

「それでぜひ明日あしたの学院祭に！」

　少女たちは口々にそう言って、その黒い衣装らしきものをレーラへと手て渡わたす。

「あれはレーラ先生の隠れファンクラブの娘こたちだね」

　先さき程ほどの醜しゆう態たいから素す早ばやく立ち直ったアリアがハヤテにこそっと耳打ちする。おそらく気にしていないというアピールなのだが、耳がまだ赤いままだった。

「そういえばレーラにはファンが多いって前に聞いたな」

　耳のことには触ふれずに、ハヤテも彼女の出した話題に乗っかりながら視線をファンに囲まれるレーラへと向ける。

「ふむ……」

　レーラは一度それを受け取って、手許で広げてみせる……結構際きわどい部分もある衣装だった。ただ大人の色いろ香か溢あふれる彼女には確かに似合いそうだ。

　ひと通り眺ながめたレーラは、しばらくして衣装を折りたたんで生徒へと返す。

「よくできているな。だが残念ながら私は明日学院長と王都まで出向かなければならない用事がある。すまないが気持ちだけ受け取っておこう」

「そ、そうですか……」

　隠れファンたちは揃ってしょんぼりするが、王都へ行ってしまうのでは仕方がないと諦あきらめたようだ。

　レーラは彼女たちにさらに二、三言声をかけたあと、手をパンパンと叩いてクラスにいる全員の注目を集める。

「さて、明日はいよいよ本番だ。私がいないからといって羽目をはずしすぎず、事故のないように心がけてエインヘルヤル祭を成功させるように」

　担任からの激げき励れいに、イヴァルディ教室一同は揃って「はい！」と頷うなずいた。




　　　　▽




　そして学院祭当日。

　初代女王アルテミスの生誕日にあやかって行われるというエインヘルヤル祭は、ディアスペル王立学院設立当初から続く伝統ある祭典だ。

　学院祭には王国中から貴族や招待客が集まって出し物を見て回り、その後夜祭は女王の誕生祭に次ぐ大規模な社交場として多くの貴族が交流する場となる。ここで作ったコネクションが後々卒業してからの人生に多大な影えい響きようを与えることもままあるそうだ。

　それほど大きなお祭りならばどれだけ忙いそがしいのだろう……とハヤテは内心ビクビクしながら覚かく悟ごしていたわけだが、ふたを開けてみれば『ベリーインカフェ』の半分にも満たない回転率だった。

（まぁ、食堂とかでもお嬢じよう様さまってのはとにかくゆっくり食べて、その分お喋しやべりに興じてるって感じだし、貴族の食事ってのはそういうもんなのかもな）

　などとハヤテは内心で思いつつ、『ベリーインカフェ』から借りてきた厨ちゆう房ぼうの制服を着て、クッキーやケーキをお皿に盛りつけていた。紅茶は蒸むらし時間などがあってお嬢様の方が詳くわしいので彼女たちに任せている。

　ちなみに懸け念ねんされていたシェリーの例のサービスだが、念のため本人に確かく認にんしてみたところ、

「バカね。あんなことハヤテ以外にするわけないでしょ」

　と答えられた。

　なんだかホッとすると同時に赤面してしまうようなセリフだ。俺にならああいうことされてもいいと言われてるようなものだし……というか、その通りなんだろうけど。

　まぁともかく、ハヤテにとってはそんなことを考えながらでも充じゆう分ぶんこなせる仕事量だったが、普ふ段だん動き回ることのないお嬢様たちにとって喫きつ茶さ店てんの仕事というのは物もの凄すごく大変らしい。

「あちらのお客様の注文書はどちらにありますの……!?」

「あら？　こちらの紅茶何分前から蒸らしていたのか分かる方いらっしゃいます……!?」

　はしたなく大声を出す者こそいないが、みな慣れない仕事に神経を張り詰つめさせて、小さなミスを頻ひん発ぱつさせていた。

　ガッシャァ──ン！

「キャアア！　も、申し訳ありませんわ！」

　ビクトリアなどは相変わらずドジッ娘こメイドっぷりを発揮しているようだ。

　とまぁそんな有り様な部分もあるが、全体的に見れば『サーヴァント喫茶』は途と中ちゆうでお客が途切れることもなく、かなり好評と言っていい盛せい況きようぶりだった。

　これならクラスでの最さい優ゆう秀しゆう賞を獲とることも夢ではないかもしれない。

　あとは最優秀個人賞を誰だれが獲るのかというところだが。

　ビクトリアはやはりドジするのがめだつが、『ベリーインカフェ』ではそれがウケていたなんて実績もあったりする。

　キルルは仮装が犬っぽいところも相まって、非常にかわいらしく小動物が頑がん張ばっているような健けな気げさが光る。

　アリアは基本そつがなく愛あい想そもよくて、お客さんと少し喋って相手を楽しませている場面が多い。まさに優等生といった感じだ。

「そういやシェリーはどうしてるかな？」

　ハヤテは自分のご主人様であり奴ど隷れいである少女を探す。

　シェリーはちょうどお客のテーブルにお茶とお茶菓が子しを給仕しているところだった。

「お待たせしました。こちらがロイヤルミルクティーとクッキーのセットになります」

「……」

「お客様？」

「あ、ありがとうね。お嬢じようさん。……その、個性的な格好ね」

「仮装喫茶ですので。お褒ほめに与あずかり光栄です。それで、こちらのクッキーは手作りとなっておりまして、中にアーモンドが……」

　相手が一いつ瞬しゆん戸と惑まどいの表情を浮うかべたのも気にせずシェリーは解説を続ける。

（やっぱりあの格好はインパクトが強すぎるよなあ）

　衝しよう撃げきを受けるという意味ではビクトリアも負けず劣おとらずなのだが、彼女にはリンドヴルムの仮装をしているという建前がある。

　いちおうシェリーにも下僕ハヤテの仮装をしているという建前があるのだが、それがお客に伝わりづらいようだ。まぁ、単純に彼女がエロすぎるというのもあるだろうが。

　印象には残ると思うが、はたしてお客に票を入れてもらえるかというと五分五分という気がする。

（現状だとキルルとアリアが有力候補でビクトリアがワンチャンアリの、シェリーが大穴ってところか）

　ハヤテが裏方でそんなことを考えていると──不意に、同じ裏方にいた少女のひとりが切せつ迫ぱくした声を上げる。

「大変ですわ……紅茶の葉が切れそうです！」

「えっ？」

　聞き捨てならない話が聞こえ、その場にいた数人が先程悲鳴を上げた少女──ミュセルの許に集まる。もちろんハヤテもその輪の中にいた。

「どういうことですの？」

「蒸らし時間を誤って新しく作り直したりしている内に、予想以上に多くの茶葉を使ってしまったみたいですの……」

「まあ……どうしましょう？」

　オロオロとする少女たちを見かねてハヤテは声を上げる。

「それなら俺がひとっ走り行って買ってくるよ。シェリーに付き添そって茶葉を卸おろし売うりしてる店の場所も知ってるし、どの茶葉がないんだ？」

「え、あ……その、これです」

　ハヤテが話しかけてきたことにミュセルは驚おどろいたように肩かたを竦すくませたが、やがておずおずと茶葉の銘めい柄がらが書かれた袋ふくろを差し出してきた。

（試験後にシェリーといざこざがあったって聞いてたけど、そのせいで俺まで怖こわがられてるのかな？）

　そんなことを思いながら近くにあった紙にメモを取り、ハヤテは残り少ない茶葉の入った袋をミュセルに返す。

「よし。じゃあ行ってくるから」

「あ……はい」

「どうしたんだい？　ミュセル君、ハヤテ君」

　ハヤテがメモを持って外に出ようとした時、たまたま戻もどってきたアリアが声をかけてくる。クラスメイトとハヤテが一ヶ所に集まって談議しているのを見て、何かがあったのだと察したらしい。

「実は紅茶の葉が一種類なくなりそうでな。俺が今から買いに走るところなんだ」

「なるほどね。そういうことなら私も一いつ緒しよについていくよ」

「接客は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「まぁひとりくらいいなくなっても何とかなるさ。それに今は生徒の親族が学院内を歩き回っているからね。ハヤテ君ひとりで出歩くと騒さわぎになりかねない」

「そういえばそうか」

　今ではそれなりに落ち着いてきたが、ハヤテがこの学院に現れた当初はそれはもう物凄い注目を集めたし、騒がれもしたものだ。

　あれはまだ騒ぐのが生徒だからよかったが、今日はアリアの言う通り生徒の親族がたくさん来ている。もしハヤテのことを知らない親が彼のことを見たら、女子だけしかいないはずの学院に制服を着た男がいるように映る。場合によって不ふ審しん者と思われて大騒ぎになるだろう。

　実際、そういう懸念もあってハヤテは裏方に回って表に顔を出さないようにしていたわけだし。

「確かにアリアに一緒にいてもらって、もしもの時はフォローしてもらった方がいいな」

「うん。それに買い出しに行くならミリアも力になれるしね」

「キュルル！」

「おう。じゃあ頼たのむ。ちょっとシェリーに断りを入れてくるな」

「分かった。その間に私も学院の制服に着き替がえておくよ」

　アリアはそう言っていったん奥の着替えスペースへと引っ込む。

（おっと、表に出るのはマズいか？）

　万が一変なトラブルを起こして『サーヴァント喫茶』に悪評なんか立ったら申し訳ない。

　なのでハヤテはシェリーが裏に戻ってくるのを待ってから、彼女に声をかけた。

「シェリー。茶葉が切れそうだからちょっとアリアと一緒に買い出し行ってくるな」

「そう。分かったわ」

「じゃあ、アリアが着替え終わったら行ってくるから」

「ハヤテ」

「？」

　ハヤテも学院の制服に着替えようとしたが、シェリーに呼び止められて振ふり返る。

　シェリーはいつもと変わらぬ表情で、

「なるべく早く帰ってきなさいね」

　と言った。

　何でそんなことをわざわざと思ったが、

「おう」

　と答えた。




　　　　▽




　ハヤテとアリアが買い出しに出たあとも、シェリーは先さき程ほどまでと変わらぬ仕事ぶりで接客を続けていた。

　ただしその動作は機械的で、普段からメイド喫茶でやっている動きを単純に繰くり返しているに過ぎない。自動的に給仕をこなしながら、頭の中では別のことを考え続けていた。

（さっきはどうしてあんなことを言ってしまったのかしら……）

　早く帰ってきなさいね、なんて。

　そんなこと言わなくたってハヤテはすぐに戻ってきてくれるに決まっているのに。

　どうしてわざわざ言ってしまったのか……？

（ダメね。心が弱くなってる……）

　でも、それは仕方のないことだ。

　だって今まではずっと、シェリーはひとりだったのだから。

　家族も故郷も失って、それを取り戻そうとずっと自分ひとりで頑張ってきたのだから。

　ふとある日、寄りかかることのできる相手が隣となりに現れたら、ひとりの時と同じままではいられない。

　誰にも相手にされないと思って孤こ独どくを選んでいたのに、クラスメイトに頼たよられて放課後も残って学院祭の準備をしたり。

　ひたすら自分の夢のためだけに戦おうと決めていたのに、いつしかハヤテの足を引っ張りたくないからという理由が加わったり。

（ハヤテが傍そばを離はなれるだけで心細いと思うようになるなんて、我ながら本当に彼に依い存ぞんしているわね）

　あの『ランキング戦』で肝かん心じんなところで失敗をやらかして以来、心がギシギシと軋きしんで隙すき間ま風かぜが吹ふき続けている。

　いつでも傍にいてくれると思いながら、それでも自分のせいで彼に捨てられるんじゃないかという不安がつき纏まとい……『月光のドレス』を着た私が見たいと言ってくれた彼の言葉を支えに、学院祭を頑張ろうとしているけれど……やはりもどかしい気持ちは心のどこかに残っていて、それは日に日に肥大化していっている。

　もし、この暗い感情を払ふつ拭しよくできるアテがあるとすればそれは……

「シャルラッハロートさん」

「え？」

　働きながら思考に没ぼつ頭とうしていたシェリーは、同じく給仕をしていたオルセールに声をかけられて手を止める。

　彼女は学院祭の準備をしている内にだいぶ打ち解けてきて、こうして普ふ通つうに話しかけてくれるまでになっていた。

「何かご用かしら？」

「えっと、あっちのお客さんがシャルラッハロートさんのこと呼んでいるの」

「私を？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべながらシェリーがオルセールの示す方に視線を向けると、そこには見知った女性が席について軽く手を振ってきた。

「……！」

　まさに今、彼女のことを考えていたシェリーは、心の中で思っていることを見透かされたような気分になってドキリとした。

「ありがとう、オルセールさん。行ってくるわ」

　シェリーはお礼を言ってからその女性──リンネ・ブランケッシュの待つテーブルへと向かう。

「お客様、何かご用でしょうか？」

「えーと、じゃあケーキのセットを……じゃなくて。私が来た理由なんて分かってるでしょう？」

「それは……」

　分かっているというよりは期待していた。もしかして……と。

　そして、リンネはシェリーにとって待望の言葉を口にする。

「借りてた魔ま導どう書ね、だいぶ解読が進んだわ」

「……」

　シェリーは自分の心臓の鼓こ動どうが早くなっているのを感じた。

「それで……どうだったんでしょうか？」

「うん。結論から言うとね、やっぱりシェリーちゃんの行った召しよう喚かんの儀ぎ式しきは学院のものとは根っこの部分がだいぶ異なるみたい。まぁ普通の契約獣サーヴアントに関してだって謎なぞな部分が多いんだけど、その原理は……」

「私が聞きたいのはそういうことではなくて」

　物もの凄すごく気が急せいているのを自覚しながら、シェリーは長くなりそうなリンネの話を途と中ちゆうで遮さえぎった。

「……私がハヤテと一緒に戦う方法はあったんですか？」

　懇こん願がんするようなシェリーのセリフに、リンネはフッと笑う。

「それが一番気になるのねー愛だわー」

「茶化さないでください」

　途と端たんに憮ぶ然ぜんとした顔になって、シェリーはリンネを少し睨にらむ。

　リンネはごめんごめんと謝って、

「あったわよ」

　あっさりとそう言って、シェリーの呼吸を一いつ瞬しゆんで止めた。

「───」

「その話、今すぐ知りたい？」

　シェリーは言葉もなく頷うなずく。

「じゃあ、ちょっと場所を変えましょうか。さすがにここでお茶しながら話すようなことでもないでしょうし」

「……分かりました」

　少し迷ったあとシェリーはクラスメイトに無理を言って休きゆう憩けいをもらい、制服に着替えたあとリンネとともにイヴァルディ教室を出た。

「っ、待ってください」

「こっちこっち」

　ドンドン先を歩いていくリンネをシェリーはほとんど早足で追いかける。

　焦あせるあまり膝ひざが空回りしているのではないかと錯さつ覚かくするほど追いつけなかった。

　そうこうしている内にシェリーはリンネのあとに続く形で、人ひと気けのない校舎裏にまで連れてこられる。

「はぁ、はぁ……てっきりリンネさんの部屋に行くのかと思いました」

「うーん、それでもよかったんだけど、寮りようだといつ人目につくか分からなかったから」

「……？」

　リンネの言葉にシェリーは何のことかと思う。

　その時、ザッと土を蹴ける音がして、振り返るとそこには生徒の親族らしき婦人がふたりいて……

「!?」

　突とつ然ぜん、その人たちの輪りん郭かくがぎゅるりとねじ曲がったかと思うと、次の瞬間には人の影かげが地面から立ち上がって厚みを持ったような何かへと変化する。

　あまりにも現実味のない光景に息を吞のむが……それが何なのかシェリーは直感的に悟さとった。

「魔ま獣じゆう……」

「正解。冷静な観察と思考をいつも怠おこたらない、シェリーちゃんはいい学者になれるよ」

　背後からはリンネの平へい坦たんな声。

　頭の回転の速いシェリーは経けい緯いや事情は置いておくとして、目の前の魔獣がなぜここに現れたのか、その原因がリンネの手引きによるものだという結論にすぐに行き着いた。

「なぜ、あなたがこんな……いえ、そもそもどうやって人が魔獣を従わせて……」

「生あい憎にくと私はレーラみたいに教師じゃなくて学者だからね。生徒の質問にいつでも律りち儀ぎに答えてあげるわけじゃないわ。でも──」

　リンネは目を細めて薄うすく笑い、片手を上げる。

「──シェリーちゃんは大事な鍵かぎだもの。特別サービスで、その質問にはあとでゆっくり答えてあげるわ」

　そう言って、彼女がぱちんっと指を鳴らすと、黒い影たちは左右からシェリーへと手を伸のばした。

「……ごめんね」

　影に捕つかまる直前、独り言のようなリンネの呟つぶやきが聞こえた気がした。








第四章　学院占せん拠きよ









　エインヘルヤル祭には国中から貴族が集まるというだけあって、ディアスペル王立学院を抱かかえる都市アヴニールも大きく盛り上がっていた。通りに並ぶ露ろ店てんは普ふ段だんの五倍近く、隣の街からも商売人がこぞってやってきているという印象だった。

「まさか目的の茶葉をちょうど売ってる露店があるとはなぁ」

「行く予定だったお店と比べて値段交こう渉しようできてお得だったね」

　ハヤテとアリアはそんな会話をしながら人ひと混ごみも普段の五倍の通りを、お互たがいはぐれないように気をつけながら歩いていた。

「さて、早く戻もどらないとね。安くはできたけど、その分時間を食っちゃったから」

「だな」

　気持ち急ぎ目に足を動かしつつ学院への帰り道を歩いていると、ふとハヤテたちの正面からキルルを背に乗せた黒獣ブラツクドツグが駆かけてくるのが見えた。

「ハヤテさーん！　アリアー！」

「キルル？　どうしたんだ？」

「実はケーキもなくなりそうで、それを伝えに」

　つまり追加の買い出しの用ができたらしい。人混みが凄すごいので、鼻の利きく黒獣ブラツクドツグで捜さがしていたそうだ。

「うーん、学院祭予算の入ったお財さい布ふをそのまま持ってきたのはマズかったね。いくらか置いてくるべきだったかな」

「まあ、値引いたおかげでケーキも多めに買っていけるだろ。また足りなくなって買い出しに来るのは大変だしな」

「荷物が増えると思うので、あたしもクロとお手伝いします」

「ガウッ！」

　任せろというように黒獣ブラツクドツグが吠ほえた。

「キュルルル！」

　すると、それに対たい抗こうするようにアリアの肩かたにとまったミミングも翼つばさを広げて鳴いた。

　契約獣サーヴアントたちのなんだか愛らしいやり取りにハヤテたちは笑い声を上げる。

「よし！　それじゃあ追加の分も急いで買って戻るか」

「うん」

「はい！」

　そうしてキルルを加えたハヤテたち一行は人波をかいくぐって、無事に追加分の買い出しも終えた。

「帰りは少し走るか？　ちょっと遅おそくなっちまったしな」

「そうしたいけど、この人混みじゃ危ないかもね」

「ああ、そっか」

　アリアに言われて、ハヤテは改めて目の前の人人人な光景を見み渡わたす。

　人波の間を走り抜ぬけるにしても、正門前に到とう着ちやくするまでにケーキがグチャグチャになってしまいそうだ。

「仕方ない。歩くか」

「だね」

「そうですね」

　ハヤテは走るのを諦あきらめてアリアとキルルと三人で歩いて学院を目指す。が、これがなかなか進まない。

「……参ったな。シェリーの奴やつ、怒おこってなきゃいいけど」

「ん？　どうかしたのかい？」

「いや、なるべく早く帰ってこいって言われてるんだよ」

　ハヤテは教室を出る直前のやり取りを話す。

　それを聞いたキルルは。

「シェリーさんならあたしが教室を出る前に、リンネさんに呼ばれてどこかへ行きましたよ」

「へぇー、リンネさんに。……ああ、あのことかな」

「あのこと？」

　ひとりで勝手に納なつ得とくしたハヤテにアリアが小首を傾かしげて尋たずねる。

「この前リンネさんと話してさ。その時、シェリーが持ってた魔導書を解読してくれるって話になったんだよ。なんか俺を召喚した時に使った召喚陣じんが載のってるとかで」

「……もう少しその話詳くわしく聞いてもいいかい？」

「ん？　別に構わないけど」

　ハヤテはアリアに聞かれるがまま、あの時リンネと話した内容を伝えた。

「……」

「どうした？」

　アリアが厳しいとまでは言わずとも難しい顔をしているので、ハヤテは気になって彼女に質問する。

「いや……リン姉ねえが何でシェリー君の持ってる魔ま導どう書になんか興味があったのかと思って。この前のあれは、キメラを倒たおしたハヤテ君の『魔神器ゼーレ』の威い力りよく検証として……」

「？　そりゃ学者だからじゃないか？」

「リン姉は魔獣学者だよ？　ハヤテ君の『魔神器ゼーレ』のようにまったく未知のものに対して興奮するのは分かるけど、キメラの調査もまだ終わってないのに、まったく私的な理由で魔導書の解読を始めるなんて……リン姉らしくない気がする」

「でもこの前、なんか俺の体とか調べてなかったか？　アリアだって協力してたじゃないか」

「あれはリン姉がどうしてもって言うから仕方なく……」

（けど言われてみればリンネさんはそもそもキメラの調査で学院にきたんだよな）

「いくら何でも寄り道が過ぎる気がする……まさか」

　アリアは深刻な顔で考え込んでいる。

　その表情にやたらと不安をかき立てられたが……特に何か起きたわけでもないのに彼女の従姉妹いとこを疑うのも変だと思い、ハヤテは頭の中のモヤッとした気持ちを振ふり払はらった。

「ここで考えてても仕方がない。早く戻って、直接リンネさんに聞けばいいさ」

　ハヤテはそう言って、遠くに見えてきた学院の正門へ視線をやり──その前に大きな人だかりができているのに気がついた。

「何だ？」

　脳のう裏りに浮うかんだ疑問をそのまま口にする。

「あれは……アヴニールの騎き士し団だんの旗だ」

　アリアが翻ひるがえる旗を見て、それが都市の騎士団のものであることを告げた。

　何か、嫌いやな予感がする。

「「「……」」」

　三人は気持ち早足になりつつ、人だかりをかき分けながら前へと急いだ。もう荷物がどうこうと言っていられない。

　そうして何とか人の壁かべを突とつ破ぱして学院前まで出ると、そこには天幕が複数並べられ、アヴニールの騎士団の制服を着た魔女騎士ヘクセンリツターたちがその間を走り回っていた。

　その内のひとりが学院の制服を着ているハヤテたちに気づき、こちらへと駆け寄ってくる。

「そこの君たち！　君たちは学院の生徒か!?」

「そうですが、いったい何があったんですか？」

「ん？　……なぜ男が学院の制服を着ている？」

「えーと俺は」

「彼の身元は私たちが保証します。それより何があったんです？」

「……そうか。とりあえず天幕に入れ」

　一いつ瞬しゆん不ふ審しん者を見る目をハヤテに向けた騎士団員だったが、アリアの言でひとまずそれを脇わきに追いやり、三人を騎士団の天幕の中へと案内した。

　その後、ハヤテたちが彼女から聞かされた話の内容は……。

「学院が魔ま獣じゆうに占拠された!?」

　あまりにも唐とう突とつで最悪な事態にハヤテたちは揃そろって息を吞のむ。

　騎士団員の話では彼らが買い出しに出ている最中に、突とつ如じよとして学院内に魔獣が発生して学院を占拠したらしい。

（シェリー！）

　ハヤテは学院の中にいるシェリーのことを案じ、正門の向こうに視線をやる。正門から校舎へと続く道に人ひと影かげはなく、あれほど賑にぎわっていた学院には不気味な沈ちん黙もくが下りていた。

　悲鳴が聞こえないのはまだ惨さん劇げきが起きていないからなのか……それとも終わったあとだからなのか。

　それを想像するだけで眼球の奥に力が入り、奥歯が軋きしむ音を立てる。

　今にも正門の柵さくに突とつ撃げきせんばかりの形相の彼にキルルはわずかにビクッとなったが、その心中を察して何も言わなかった。

　そして、ふたりがそれぞれの反応をしている間も、アリアは騎士団員と話を続けて少しでも多くの情報を得ようとしていた。

「なぜ騎士団はすぐ突撃して魔獣を蹴け散ちらしに向かわないんですか？」

「そうしたいのは山々だ。しかし奴ら、非常に厄やつ介かいな能力を持っている」

「厄介な能力？」

「あの魔獣どもは人に化ける」

　騎士団員の話によると、それはもうまるで人と見分けのつかない完かん璧ぺきな擬ぎ態たいらしい。

「奴らのことは騎士団では変異種ドツペルと呼こ称しようしている。奴ら本来の姿は黒い影が人型になったような形だが、その擬態能力を使われると外見では人とまったく見分けがつかない」

　その能力のせいで中にいる誰だれが人で誰がドッペルなのか分からない上に、紛まぎれ込んだドッペルの数がどれくらいなのか、それすら分からないそうだ。

「ヘタに救出作戦を敢かん行こうして、助けた相手がドッペルでしたなんてことになったら洒落しやれにもならん」

「……確かに厄介ですが、放ほうっておけば被ひ害がいが膨ふくらむ一方なのでは？　魔獣たちは今も中にいる人たちを襲おそっているのでしょう？」

　魔獣が人を襲うのはほとんど本能に近い。

　敵味方が誰なのか分からない状態での突入は危険に違ちがいないが、時間を置けば置くほど中で魔獣が人を襲って被害が増えるのではないか、とアリアは言っているようだ。

　しかし、騎士団員は首を横に振る。

「そこもひとつ奇き妙みような点だが……奴らは我々に対して〝交こう渉しよう〟を持ちかけてきた」

「……交渉？　まさか魔獣が人類と意い思し疎そ通つうを図ったとでも言うんですか？」

　アリアは騎士団員の言葉に怪け訝げんな表情を浮かべる。

「ああ、他ほかの騎士団員からのまた聞きだが、奴ら確かに人語を話したらしい」

「人語を……にわかには信じがたいですけど……それで、ドッペルは何の交渉を持ちかけてきたんですか？」

「……」

　騎士団員は険しい表情を浮かべ、

「学院内の人質の命と引き換かえに、女王の命を要求してきた」

　と吐はき捨てるように言った。

　アリアとキルルも息を吞む。

「女王の……」

「何だよそれ。そんなにヤバいことなのか？」

　ハヤテが尋ねると、アリアは冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら答える。

「もちろん大問題だよ。女王の存在はこの国の根幹だ。失えばスターファム王国は大混乱になる。本来なら天てん秤びんに載のせられるようなものじゃないよ」

「魔獣どもの要求など本来なら一いつ蹴しゆうするところなのだが、国中の貴族たちを人質に取られていてはな……。まずは王都に伝令を飛ばして女王の意向を仰あおがねばならん。それまではおとなしくしているほかない」

　苦々しい口調で騎士団員は告げたあと、彼女はハヤテたちの前にディアスペル王立学院内の地図を広げる。

「で、君たちに聞きたいのは学院の中の情報だ。どんな些さ細さいなことでもいいから手がかりになるような情報はないか？」

　騎士団員は話の最中も騎士としての態度を崩くずさなかったが、口調の中にどうしても焦あせりが混じっていた。

「…………いえ、残念ですが私たちも今戻もどってきたばかりなので」

　アリアは学院の方へ視線をやってから、少々間を置いて騎士団員の質問に答えた。

（アリア……何か今躊躇ためらった？）

　なんとなくハヤテはそう感じたが、彼女が何を躊躇ったのかまでは分からなかった。

　騎士団員はアリアの答えにわずかに肩かたを落とす。

「そうか……。では、覚えている範はん囲いでいいので今の学院の中がどうなっているか教えてくれ。私もここの元学生だったが、エインヘルヤル祭中は物の配置が変えられてしまうからな」

「分かりました。ハヤテ君とキルルも手伝って」

「分かった」

「分かりました」

　ハヤテたちは矢や継つぎ早に繰くり出される質問に答えていく。主に答えているのはアリアだが、ハヤテとキルルも分かる範囲で彼女の答えを補足していった。

「ではやはり例年通り、来らい賓ひんの契約獣サーヴアントは全すべて学院側が預かっているのか？」

「はい。学院外からの契約獣サーヴアントの連れ込みは安全面を考こう慮りよして禁止されていますから……まさか魔獣が人間に化けるとは警備も想像していなかったと思いますが」

「生徒の方は？」

「来賓とは別になりますが、生徒も基本的には契約獣サーヴアント専用の宿舎に預けます。普ふ段だんから寮りようの私室で契約獣サーヴアントと一いつ緒しよに過ごしている生徒もそのはずです。私やキルルの場合は買い出しがあったので、荷物を持ってもらうために一時的に宿舎から出しただけで」

「……となると中から自力で脱だつ出しゆつしてもらうのはまず無理か」

　ディアスペル王立学院は魔女騎士ヘクセンリツターを育てる場所だ。貴族の多くも父兄を除けば魔女騎士ヘクセンリツターであり、ヘタをすれば今の学院内にはアヴニールの騎士団を凌りよう駕がする戦力が揃っているかもしれない。

　しかし、エインヘルヤル祭中という状じよう況きようが、魔女騎士ヘクセンリツターの傍そばから契約獣サーヴアントを離はなしてしまう結果となってしまった。

（クソッ！　あの男にもシェリーの傍を離れるなって言われてたのに。少しのつもりで傍を離れたせいでこんな状況に……！）

　ハヤテは唇くちびるを切れるほど嚙かみ締しめ、七つ首を倒した時に白い空間で出会った男の言葉を思い出していた。

　忠告を受けていたのにこの有り様。

　あまりの不ふ甲が斐いなさに自分をブン殴なぐりたくなる。

　普通の魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントの間では、ラインを通して魔力以外に激しい感情が伝わることがあるらしい。もしハヤテたちの間にもラインがつながっていれば、この焦しよう燥そう感かんがシェリーに伝わったはずだ。

　何とかして気づかれずに中に入ることさえできれば、今すぐにでも彼女の許もとへと駆かけつけるのに……！

「……ちょっと待った」

　そこでふとハヤテは気がつく。

「どうしたんだい？　ハヤテ君」

「俺だったら中に入ってもバレないんじゃないか？」

「何を言っている。もし見つかりでもしたら、奴やつらが人質を殺すかもしれないんだぞ」

　ハヤテの提案に騎き士し団だん員いんがしかめっ面つらで反対する。

　それに対し、ハヤテはさらに反論の言葉を口にした。

「けど俺はこの学院の生徒だろう？　学院の中にいても不自然じゃない。もし見つかったとしても、それまでどこかに隠かくれてたって主張すれば通るんじゃないですか？」

「……だが相手は魔獣だ。そんな理り屈くつ通じるかどうか」

「そんなこと言ったらいつ魔獣どもが人質を殺すかも分からないじゃないか！」

　慎しん重ちよう論を重ねる騎士団員にハヤテは思わず声を荒あららげる。

「……中の魔獣の知能は人間並なんでしょう？　だったら逆にそこを突つけば、状況を逆転できるかもしれない」

「でも、魔獣の変身能力はどうするんです？　人質のみなさんの中に紛れ込まれたら見分けがつかないですよ？」

「それは、契約獣サーヴアントを解放すればいいだろ」

　キルルが指し摘てきした問題点に、ハヤテはすぐさま解決策を提示する。

「魔女騎士ヘクセンリツターと契約獣サーヴアントの間にはラインがつながってるんだろ？　だったら、契約獣サーヴアントには誰が本物の自分の主あるじか分かるんじゃないか？　俺にはラインがないから、本当にそうなのか分からないんだが」

「いや、確かにその通りだよ。ラインは人間からは見えないけれど、契約獣サーヴアントには見えている。そういう研究結果はすでに出ているはずさ」

　さすが契約獣サーヴアントマニアで学者志望だけあって、アリアはハヤテの推測が正しいことを素す早ばやく肯こう定ていした。

「問題は契約獣サーヴアントたちの生死かな……。人質は生かしているとして、契約獣サーヴアントはドッペルたちにとって邪じや魔まな存在でしかないし」

「それはおそらく大だい丈じよう夫ぶだろう」

　騎士団員がアリアの懸け念ねんに答える。

「契約獣サーヴアントとて無力ではない。魔女騎士ヘクセンリツターと離れて単独であっても、魔ま獣じゆう相手になす術すべなく倒たおされるということはないだろう。ましてや今の学院には王国中の契約獣サーヴアントが集まっている。もし契約獣サーヴアントたちとドッペルたちとの戦せん闘とうが起きたなら、かなり大規模な物になるはず。そんな戦いが起きていれば我々騎士団が気づいている」

「なるほど……。となるとおそらく、ドッペルは契約獣サーヴアントたちの宿舎を外から封ふう鎖さして監かん視ししているのでしょう。宿舎は内側から壊こわせないよう頑がん丈じように作ってありますし、魔法でも強化してありますから、閉じ込める檻おりとしてはこの上ない」

「でも、少なくとも無事なら見張ってるドッペルさえ倒せば契約獣サーヴアントは解放できるんだな？」

　ちょっとずつ差してきた光明にハヤテは期待を込こめるが、相変わらずアリアは難しい表情で首を振ふる。

「確かに可能性の芽は出てきたけど、困難な作戦であることに変わりはない。相手に知能があるなら、契約獣サーヴアントたちの宿舎には厳重な監視態勢を敷しいてるはずさ。『魔神器ゼーレ』のないハヤテ君ひとりじゃ無理だ」

「……ッ！」

　痛いところを突かれたハヤテは言葉に詰つまる。

　そう……結局ネックになってくるのは、シェリーと離れ離れになってしまったこと。今のハヤテは魔法すら使えない、この世界で最弱の〝男〟という生き物なのだ。

　歯は嚙がみする彼に対し、アリアはふっと笑いかけ、

「だから、私もハヤテ君に同行しよう」

　と言った。

「いや、でも」

「あたしも一緒に行きます！」

　反論しかけたハヤテに、今度は横からキルルが大声で叫さけぶ。

　彼女たちの目は真しん剣けんだった。

「……分かった。ありがとう」

　その眼まな差ざしを前にして返せる言葉などあるはずもなく、ハヤテはただ彼女たちの気持ちに応こたえるよう精いっぱい頷うなずいた。




　　　　▽




　騎士団には変わらず正門前に陣じん取どって魔獣たちの注意を引きつけてもらい、その隙すきにハヤテたちは学院裏の壁かべを越こえて敷しき地ち内への潜せん入にゆうを試みることとなった。

　ただいくらディアスペル王立学院の敷地が広いとはいえ、乗り越えた壁の先に監視がいないとも限らない。そのためにまずは上空からミリアに調査してもらい、壁の向こうにドッペルがいないか確かめてきてもらった。

「おかえり、ミリア。誰だれにも見られなかった？」

「キュルルル！」

　頼たのもしい返事とともに、ミリアは空中に壁向こうの映像を投写する。

「……うん。念のためどこかの陰かげにドッペルが潜ひそんでいないかも調べてもらったけど、どうやら誰もいないようだね」

「悪いなミリア。危ない真似まねさせちまって」

「キュルルル！」

　ミリアはハヤテに気にするなと言わんばかりにひと声鳴いた。

　ミリアはその気になれば自分の〝目〟の代わりとなる小型の〝カメラ〟という機械をいくつも飛ばし、その場にいながら遠くの映像を見ることだってできる。

　だが今回は状況が状況だったので、『撮とる』こと以外ほとんどできない小型カメラではなく、ミリアに直接行ってより詳しよう細さいな情報を調べてきてもらいたかったのだ。

「ありがとう、ミリア。よく頑がん張ばったね」

「キュルルル！」

　アリアの契約獣サーヴアントはその役目を存分に果たしてくれた。

　次はハヤテたちの番……かと、思いきや。

「じゃあハヤテ君。私の腰こしに摑つかまって」

「へ？」

「ミリアに摑まって壁を越えるから。ほら早く」

　どうやらアリアは空を飛んで壁を越えるつもりらしい。確かに学院を囲む壁の高さを思えばそうしなければ越えられそうもないが。

「えっと、順番にミリアに運んでもらうんじゃダメか？」

「そんなもたもたしている場合かい？　私は大丈夫だから遠えん慮りよせず摑まりなよ」

　早く早くと催さい促そくするアリア。

　そこへなぜか慌あわてた表情のキルルが割り込もうとする。

「ハヤテさん！　クロの背中でよければ、こっちに乗ってください！」

「あー、まあ確かにそっちの方が」

　キルルの契約獣サーヴアントである黒獣ブラツクドツグは立派な体たい軀くをしている。さすがにふたりで背中に乗るとなると狭せまいが、詰めればいけそうだ。

　なんてハヤテが思っていると、妙みようにだらしない表情をしたキルルが興奮した口調でつけ加えてくる。

「た、ただもしかしたら振り落とされるかもしれないので、クロが跳とぶ時はギュウウーッとあたしにしがみついてくださいね！」

「え？」

「エへヘヘ、ハヤテさんのだっこ……」

「ちょっ、キルル!?」

　そのままいつものトリップモードに入りかけるキルルを何とか正気に戻もどす。

「で、どっちにする？」

「……アリア、頼む」

　少々疲つかれたハヤテがそう答えると、キルルはガーンとよろめき、クロに慰なぐさめられていた。

　突とつ入にゆう前に謎なぞのイベントが挟はさまったが全員気を取り直し、壁を越える準備に入る。アリアは右みぎ腕うでをまっすぐ上に伸のばし、ミリアは脚あしの形状を少し変化させ、主の腕をしっかりと摑んだ。キルルもすでにクロの背中に乗り、いつでも壁を跳び越えられる準備を終えている。

「じゃあ行くよ」

「お、おう！」

　ハヤテはアリアの腰にしがみつきながら、緊きん張ちようした声で返事をする。

　心臓がやたらと早はや鐘がねを打つのはいよいよ潜入というのももちろんあるが、明らかにそれだけが原因ではない。密着するアリアから伝わる体温、匂におい、腕全体を通して感じられる女の子の体のやわらかさが脳のう髄ずいを刺し激げきする。

「んっ……ハヤテ君くすぐったいよ」

「あっ、わ、わりい」

　知らない内に力を込こめてしまっていたらしい。ハヤテの謝罪をアリアは笑って許す。

「アリア、ずるい……」

　ひとり許しきれない者もいるようだったが、今は置いておくとして。

「では改めて──ミリア！」

「キュルルル！」

　ミリアは威い勢せいよく羽ばたくと、ふたり分の体重など物ともせずに宙へと浮うき上がった。

「クロ！」

「ガウッ！」

　ハヤテたちが壁を越えるタイミングに合わせて、キルルもクロに合図を送ってジャンプする。黒獣ブラツクドツグの脚きやく力りよくは凄すさまじく、見事に一息で壁を跳び越えた。

「スゲェな……って、うおっ!?」

　一いつ瞬しゆんそちらに気を取られたハヤテは手を滑すべらせ、アリアの体からズリ落ちそうになる。

「ひゃうっ！　ちょっ、ハヤテ君!?　スカートが」

「すまん！　わざとじゃないんだ！」

　何とか落下は免まぬかれたが、ズリ落ちた分アリアのスカートも一いつ緒しよに引っ張られてしまい、ハヤテの顔の至し近きん距きよ離りで彼女の下着が露あらわになってしまう。ピンクだった。

　ほとんど彼女の下着に顔を突っ込んでいるような姿勢だが、かといって手を離はなすわけにもいかない。結局キルルたちの隣となりに着地するまでの間その状態が続いた。

「ハヤテさん……」

　降りてきた彼らをキルルはジト目で迎むかえる。

「いや、ホントわざとじゃ……アリアもごめん」

「う、ううん。気にしなくていいよ」

　さすがのアリアも顔を赤くしながら、いそいそとズレたスカートを直していた。

　コホンッ……と咳せき払ばらいをしてアリアは仕切り直す。

「まずは事前に話した通り私たちの教室へ行ってみんなを解放するよ」

「分かった」

「キルル。クロにも鼻で常に周りを警けい戒かいさせて」

「うん」

「よし。最初は校舎に入れるルートを探そう」

　アリアをリーダーとして、ハヤテたちは行動を開始した。

　今回の潜入作戦の大筋は契約獣サーヴアントを解放し、彼らに本物とドッペルを見分けてもらうことで人質を助け出すというものだ。

　問題はその最初の関門である契約獣サーヴアントの解放。

（アリアの話じゃ、契約獣サーヴアントたちの宿舎は相当数のドッペルが監視しているはず。それを突とつ破ぱするには俺たちだけじゃ戦力が足りない）

　だから、まずは少しでも戦力を増やす。

　そのためにもハヤテたちの所属するイヴァルディ教室へ向かう必要があった。

「……ッ！」

　角を曲がる直前、キルルが手を上げてハヤテとアリアを制止する。

　見れば、クロが厳しい目つきで曲がり角の向こう側を警戒していた。

「ミリア。カメラを飛ばして、気づかれないようにね」

　主あるじの指示にミリアは慎しん重ちように小型カメラを飛ばす。

　まさに機械の目という感じの球体は無音で低空飛行し、相手に気づかれないようにその体の半分だけを角から出して廊ろう下かの向こう側を映像として本体に送った。

　小型カメラから送られた映像をミリアが宙に映し出すと──いた。

「……」

　黒い人ひと影かげが実体を持ったような魔ま獣じゆう──ドッペルは足音も立てずに廊下を行ったり来たりしている。

「擬ぎ態たいしてないな」

「まぁ、この状じよう況きよう下かで廊下を監かん視ししている時点で魔獣だって白状しているようなものだしね」

「確かに」

　人間ならとにかく脱だつ出しゆつするか隠かくれるかするはずだ。表に出て自由に行動している時点で、そいつはドッペルと考えて間ま違ちがいないだろう。

「キルル。やれそうかい？」

「うん。頑張る。創起キヤスト──『装雷神の籠手ボルカニツクガントレツト』」

　なるべく声を抑おさえてキルルが『魔導器ワンド』を創起キヤストする。

「キルル。落ち着いて、あいつがこっちに背を向けたタイミングを狙ねらうんだよ」

「うん……！」

　アリアはキルルの背中をさすり、少しでも彼女の緊張をほぐす。

　そして、ミリアが投写する映像の中でドッペルが後ろを向いた瞬間──

「ッ！」

　──雷かみなりの速度を得たキルルが廊下から飛び出し、文字通り一瞬でその頭を蹴けり飛ばした。

　ドッペルは声すら上げられず、そのまま思いっきり吹ふき飛ぶ。

「!?」

　慌てたキルルは再び雷の速さで吹き飛ぶドッペルを追い越し、そいつが廊下の壁にぶつかって音を立てる前に受け止めた。

「クロ」

　キルルが名前を呼ぶと彼女の契約獣サーヴアントはすぐさま駆かけ寄り、ぐったりとしたドッペルの首根っこに嚙かみついて引きずり、主とともにハヤテたちの待つ廊下の角まで戻ってきた。

「お疲れ様、キルル」

「う、上手うまくできてよかったです……」

　心底ホッとした様子でキルルは胸を撫なで下ろす。

「ありがとな」

　ハヤテは感謝の気持ちも込めて、その頭を軽く撫でた。

「あっ……」

　一瞬驚おどろいたようだが、キルルは気持ちよさそうに目を細める。

　その様子を横目で見て、申し訳なさそうにアリアは彼女に話しかけた。

「お楽しみ中のところごめんね、キルル。少しでも多くドッペルの情報が知りたいんだ。戦ってみて気づいたことがあれば教えて欲しいんだ」

「あ、ううん。えっと……思わず全力で蹴っちゃったけど、そんなに硬かたくなかったよ」

「擬態能力に特化してるのかな……？」

　アリアはキルルの話を聞きながらドッペルの体を触さわって調べている。

「うん。少なくとも肉体的な防ぼう御ぎよ力は低そうだね。これなら、次は私もキルルのことを手伝えるかな」

「アリアも戦うのか？」

　話を聞いていたハヤテは思わず疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

（それなりに一緒にいるけど、アリアが戦うところってそういや見たことないんだよな）

　基本的に後方支し援えんというか、情報収集などの面で彼女は活かつ躍やくしてきた。だから、直接魔獣と戦うと聞くとつい不安に思ってしまう。

　心配するハヤテに対し、アリアは微笑ほほえんでみせた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私の『魔導器ワンド』は攻こう撃げき力が高くないから活躍の場面は少ないけど、キチンと役に立つからさ」

「……そうか」

　できないことをできると言うことが、この状況下でいかに危険なことかはアリアならば充じゆう分ぶんに承知しているだろう。彼女を信しん頼らいし、ハヤテは頷うなずいた。

「先へ進むよ」

　倒たおしたドッペルを階段の陰かげに隠し、ハヤテたちは廊下を進む。

　あくまで救出が目的なので可能な限り戦せん闘とうは避さける。迂う回かいできそうな時は迂回してイヴァルディ教室を目指した。それでも何度か廊下を見張っているドッペルを発見したが、全すべてキルルがやっつけた。

「いやー、久しぶりに気合いを入れてみたけど、キルルひとりで充分そうだね」

「そ、それはあの魔獣が一体ずつしかいないからだよ」

　キルルは謙けん遜そんするが、実際彼女の速さで不意打ちした時、ドッペルは一いつ切さい反応できなかった。

　とはいえ、ドッペルが二体以上いる時は彼女ひとりだと厳しいかもしれない。倒せないという意味ではなく、仲間を呼ぶ隙すきを与あたえるとマズいので瞬しゆん殺さつする必要があるからだ。

「それにしても思ってたより建物内の見張りは少ないな」

「契約獣サーヴアントたちの監視に数を割さいているのかもね」

　ハヤテたちは順調に廊下を進み続け、やがて目的地のドアの前まで到とう着ちやくした。

「ミリア。中の様子を調べて」

　アリアが指示を出すと、ミリアの目の色が切り替かわり、次に空中に赤や青などの色だけがついた奇き妙みような映像が映し出された。

「アリア、これ何だ？」

「物の温度を視覚化した映像だよ。赤いほど温度が高くて青いほど低い。ほら、教室の奥に赤い色が固まっているということは、たぶんそこに人質が集められているはずさ」

「なるほどな」

「それとこっちの動いている影はたぶんドッペルだね……二体いるみたいだ」

　映っているのが色だけなので見づらいが、言われてよく目を凝こらせば確かに動いている人影がふたつある。

　一体は教きよう卓たくの近く。もう一体は教室の奥、人質のすぐ傍そば。

「うーん、奥にいるのが厄やつ介かいだね。教室の造りが平面だったらまだよかったんだけど」

　机が階段状に配置されている関係で、教室内には段差が存在する。といっても本物の階段ほど一段一段は狭せまくなく、ティーテーブルを置ける程度には広々としているが。

「仕方ない。奥にいる奴やつは素す早ばやいキルルに任せる。手前にいる奴は、私がなるべく早く倒すよ」

「うん……分かった」

「少し待ってね」

　そう言うとアリアは自分の肩かたにとまるミリアに目配せし、一度深く息を吸った。

「着創キヤスト──『未来演算眼フユーチヤーサイト』」

　アリアの宣言とともに、ミリアに変化が起こる。

　いつも彼女の左肩にとまっている機械仕じ掛かけのフクロウは、その体を生物ではあり得ない形に変化させ、主の頭から左ひだり腕うで全体をまるで鎧よろいのように覆おおった。

　それもただの鎧ではないようで、左腕の肘ひじの辺りには金属製の杭くいのようなものが、兜かぶとには左目側にオレンジ色の半はん透とう明めいの板が、それぞれ複雑そうなギミックとともについている。

　おそらく杭の方は攻撃手段に違いない。

　では、左目にかかるバイザーのようなものはいったい何なのだろうか？

　だが今は質問している場合ではない。

「じゃあ……行くよ！」

「……ッ！」

　アリアはキルルとタイミングを合わせてドアを開け、教室の中へと突とつ撃げきした。

「「！」」

　ドアが開く音に反応し、人質の方を見ていたドッペル二体がこちらを振ふり向く。

「はあぁ──！」

　声だけを置き去りにキルルは一いつ瞬しゆんで教室の段差を駆け上り、ドッペルの胸を狙って跳とび蹴げりを見み舞まう。

「グ……！」

　音に反応されたため不意打ちにはならなかったが、ドッペルは彼女の蹴りを避よけきれずに蹴り飛ばされた。

　しかし、わずかに防御していたらしく瞬殺とはならなかった。

「ッ……！」

　キルルは仲間を呼ばれる前に追撃を仕掛けにいく。その場の勝敗自体はもう決していた。

　一方、アリアは。

「マダカクレテイタカ」

「完全予測カオスロジツク」

　やや高音程の声で吐はき捨てるドッペルに対し、彼女は小声で呟つぶやきながらお互たがいの距きよ離りを詰つめる。

　その動きは特別速くもなく遅おそくもなく、ただ左腕を腰こしだめに据すえて、ドッペルの一挙一動をバイザーの奥から注視していた。

「シネ」

　ドッペルは両腕を水平に持ち上げる──と、その腕が幾いく重えにも枝分かれし、まるで影でできた槍やりのように四方八方からアリアめがけて襲おそいかかる。

　対してアリアの武器は肘にある杭一本。弾はじくのには手数が足りず、避けるには速さが足りない。

「アリ──ッ！」

　思わず叫さけびかけたハヤテは、次の瞬間信じられないものを見る。

「……」

　アリアは何の苦もなく、最小限の動きで敵の攻撃を全て避けた。

　まるで全部分かっていたかのように。

　そうして彼女はかすり傷ひとつ負わずに間合いを殺し、ドッペルの胴どう体たいに左の拳こぶしを静かに当てる。

「突杭ガツシユ」

　ズドンッ!!

　凄すさまじい音とともにアリアの左肘の杭が発射され、ドッペルの腹に大穴を開けた。

「ガギッ……！」

　しかし、即そく死しとはいかなかったのか、ドッペルは残りの力を振り絞しぼってアリアを抱だきしめるように両腕を広げた。

　そのまま自分諸もろ共とも彼女を串くし刺ざしにするつもりらしい。

「……」

　だがそれもアリアにとっては既き知ちのことなのか、当たり前のように横へと転がって避けた。

　ゾブゾブゾブゾブゾブ！

　嫌いやな音を立て、ドッペルは自ら生み出した槍で穴だらけになり……倒れた。

「ふぅ……」

「アリア！」

　ハヤテは教室の中に入り、戦いを終えた彼女の許もとへと走る。

「やあハヤテ君。何とかなったよ」

「そんなにギリギリには見えなかったぞ？」

　終わってみればアリアの完勝だった。危ないと思った場面はあったものの、彼女はその全てを見切っていた。まるで武道の達人のように。

「それはこの『未来演算眼フユーチヤーサイト』のおかげだね」

　アリアはコンコンと自分の左目を覆うバイザーを叩たたいてみせる。

「これは対象の動きを予測演算して、数秒先の未来を映してくれるんだ」

「凄すごいなそれ……！」

「まぁ、その分武器がこのパイルバンカーだけだから、防御の硬い相手だとどうにもならないんだけどね。あと私の動きで避けきれない攻撃だと未来が見えても意味ないし」

「アリアー、大丈夫？」

　ハヤテたちが話している内に、もう一体を倒してきたキルルが教室の段差を下りてくる。

「問題ないよ、キルル。そっちはどう？」

「うん、平気。みんなも無事だよ」

「よし。それじゃあ、まずは確認しようか」

　アリアとキルルは『魔導器ワンド』を解かないまま、ハヤテも彼女たちのあとに続いて教室内の段差を上る。

　教室の最上段まで来ると、そこには奇妙な拘こう束そく具ぐで口と手足を縛しばられたビクトリアたちクラスメイトに、『サーヴァント喫きつ茶さ』の客と思おぼしき人々が転がされていた。

（シェリー……いないのか）

　ハヤテは真っ先にシェリーのことを捜さがすが、見み渡わたした範はん囲い内に彼女の姿はなかった。リンネに呼び出されたという話はキルルから聞いていたが、どうやら呼び出されたあとそのまま教室の外で囚とらわれたようだ。

「むぐぐぐ！」

　ハヤテたちを見て、床ゆかに転がされたビクトリアは口に拘束具を嚙かまされたまま何か喚わめき始める。表情からしておそらく醜しゆう態たいを見られたことを怒おこっているに違いない。

　確かに縛られた彼女の姿は、直視するにはいろいろと刺し激げき的だが……。

「アリア……何だあれ？」

「魔導拘束具だね。ほら、手て錠じようの部分に魔硝石マテリアルが嵌はめられているだろう？　使用者があらかじめ設定したキーワードを言わないとはずれない仕組みなんだ」

「え？　じゃあ、俺たちじゃはずせないのか？」

　だとしたら元々立てていた作戦が大おお幅はばに狂くるう。

「大だい丈じよう夫ぶ。ミリアになら調べられるよ」

　そう言うとアリアは着創キヤストを解き、ミリアを元のフクロウに戻もどす。

「むぐー！」

「ごめんね、ビクトリア君。悪いけど、君から解放するわけにはいかないんだ」

「むぐっ!?」

　ビクトリアはさらに何かを言おうとしていたが、アリアはもう一度謝ったあとキルルの方を振り返る。

「じゃあキルルは全体を警けい戒かいしていて、人質の中に紛まぎれ込んでいたドッペルが襲いかかってきたら撃げき退たいして」

「う、うん。分かった」

　緊きん張ちようした面おも持もちでキルルは頷うなずく。

　アリアもそれに頷き返し、人質が固まっている場所へ入っていこうとして……その後ろからついていこうとしたハヤテの方を振り返る。

「ハヤテ君はキルルの傍にいてくれていいんだよ？　危険かもしれないし」

「だったらなおさらついてくよ」

　ここまでほとんどロクに役立っていないのだ。もしもの時はアリアの盾たてになるくらいのつもりはある。

「……本当に、君は、変わってるね」

　アリアはひと言ひと言呆あきれるように呟いて、ハヤテからそっと視線を逸そらした。その横顔はわずかに赤くなっていた。

　それ以上は何も言われなかったので、ハヤテはそのまま彼女のあとをついていく。

　そしてアリアは目的の人物──ミュセルを探し出し、彼女へと近づいた。

「よし、ミリア頼たのむよ」

「キュルルル」

　ミリアはご主人様の肩から下りてミュセルに近づき、胸の辺りから奇き妙みようなケーブルを伸のばしてミュセルの手錠に嵌められた魔硝石マテリアルへとつないだ。

「解かい析せき開始」

　アリアが指示を出すとミリアはジッとして動かなくなった。代わりに何やらカリカリという音が聞こえ始める。きっと魔導拘束具に設定されたキーワードを解析しているのだろう。

　ほどなくして小さくカチリという音が聞こえ、ミュセルの拘束は解かれた。

「あ、ありが」

「ストップ。そのまま寝ねてて、ミュセル君」

　お礼を言いかけたミュセルをアリアは制止する。ミュセルはビクンッとして、立ち上がりかけた動作をやめた。

「ひとつ質問をするよ。聞かれたらすぐに答えて欲しい。いいかい？」

「は、はい」

「じゃあ聞くよ。私とハヤテ君は何を買いにここを離はなれたんだっけ？」

「えっと……足りなくなった紅茶、ですわよね？」

「正解」

　アリアは笑え顔がおを浮うかべ、ミュセルに手を貸して立ち上がらせる。

「それを知っているということは、ミュセル君は本物のようだね。ドッペルは擬ぎ態たいで姿形は真似まねられても、記き憶おくまでは真似られないはずだから」

「あ、さっきの質問はそういうことでしたのね」

　得心がいったようにミュセルは頷いた。

　アリアが擬態するドッペルのもうひとつの判別法として考えたのが、こうやってその人しか知らないはずの記憶を尋たずねるというものだった。万が一、ハヤテたちが買い出しに行ったあとでドッペルがミュセルと入れ替かわっていたとしたら、今の質問には答えられないはずだ。

「さてと、ミュセル君。私たちが出て行ったあと、一度も教室を出ていないクラスメイトを教えてくれるかい？」

「一度も、ですか？」

「うん。私は買い出しにミリアを連れて行く前に一度契約獣サーヴアントたちの宿舎の方に行ったんだけど、その時は特に騒さわいでいる契約獣サーヴアントはいなかった。もし仮に誰だれかが……たとえば殺されて、ドッペルと入れ替わっていたとしたら、その娘こや来らい賓ひんの契約獣サーヴアントが主あるじの異変を察知して暴れていたはずさ」

　アリアが宿舎を覗のぞいた時点で契約獣サーヴアントが静かだったということは、その時点ではまだ誰もドッペルと入れ替わっていなかったということだ。

「だからもしドッペルがイヴァルディ教室の中の誰かと入れ替わっていたとしたら、私たちが出て行ったあとということになる。かと言ってこの教室の中で誰かを襲おそって入れ替われるはずもないから、ひとりきりになったところを襲うはずなんだ」

「つまり教室の中にずっといた人は入れ替わられていない、ということですのね」

　ミュセルはアリアの説明に納なつ得とくしたらしく、教室にずっといたクラスメイトたちの名前を次々と挙げていった。容疑の晴れた生徒は順次ミリアが拘束具をはずしていく。

「まったく！　ヒドい目に遭あいましたわ！」

　拘束を解かれたビクトリアは文句を言いつつ手首を擦さする。

　ひとりふたり教室を離れてしまった少女もいたが、最終的にほとんどのクラスメイトの容疑は晴れた。

「来賓の方々は解放しませんの？」

「うーん、初対面の方だと記憶の正否で本物か偽にせ物ものか確かめられないしねぇ」

「それでしたら、ひとり確かめられる人がいましてよ」

　ビクトリアはそう言うとまだ解放していない人質のひとりに近づいていく。ひょいっと首を伸ばして見やれば、それは彼女の姉であるシルヴァーナだった。

「なるほど。確かに私も知っている方だ。でも、彼女が絶対にドッペルと入れ替わっていないと言い切れるかい？」

「大丈夫ですわ。絶対にわたくしとお姉様しか知らない秘密がありますから、それを尋ねれば本物か偽物かは確実に分かります」

「分かった。キルルー」

　そう言うとアリアはキルルを呼んでから、ミリアにシルヴァーナの拘束を解かせる。

「お姉様。話は聞いていらしたと思いますので、今からする質問にお答えください」

「うむ」

　シルヴァーナはおとなしく床に伏ふせたまま妹の顔を見上げて頷く。

「では……この前お姉様はわたくしに、自分のことをお姉様ではなく別の呼び方で呼んで欲しいと仰おつしやいましたね。その別の呼び名は何ですか？」

「むっ!?」

　途と端たんにシルヴァーナは顔を驚きよう愕がくに染め、床に伏せたままプルプルと震ふるえだした。かなり答えたくなさそうだ。

「お姉様。どうしました？」

　しかし、ビクトリアは容よう赦しやなく催さい促そくする。

「むぐぐ……」

　シルヴァーナは若じやつ干かん頰ほおを赤くしながら唸うなって、

「……シルお姉ちゃん……なのだ」

　と小声で答えた。

　答えたあとでいよいよ顔を真っ赤にするシルヴァーナがはじめてかわいく見えた。

「アリアさん。この方はわたくしの姉で間ま違ちがいありませんわ」

「ああ、うん。それはよかった」

　アリアは対応に困ったように愛あい想そ笑いを浮かべる。その間にシルヴァーナは無言で立ち上がって膝ひざの埃ほこりを払はらった。

　シルヴァーナは小さく咳せき払ばらいをして、表情を改める。

「まずは状じよう況きようを知りたいのだ。アリアの知っていることを教えて欲しいのだ」

「分かりました。こちらからも軽く質問させてください」

　そうして救出組と監かん禁きん組はお互たがいに情報をやり取りする。

「状況は分かったのだ。契約獣サーヴアントを預けている宿舎を解放すればよいのだな？」

「そうなりますね。どうしてもドッペルと戦うことになるでしょうが、封ふう鎖さされている宿舎さえ解放できれば、シルヴァーナさんたちも『魔導器ワンド』を創起キヤストして戦えますから」

「いかに最初は気づかれずに宿舎に近づけるかが鍵かぎか」

　シルヴァーナは頷いたあと、未いまだに拘こう束そく具ぐで縛しばられている人たちを見やる。

「我々は宿舎に向かうとしてこの者たちはどうするのだ？」

「それは、こうします」

　アリアは身み振ぶり手振りでクラスメイトたちを遠ざけると、いきなり半はん透とう明めいの薄うすい膜まくでできたボールを縛られた人たちの中心へと放ほうった。

　ボールは床ゆかにぶつかると割れてしまい、そこから一気にピンク色の粒りゆう子しが煙けむりのように広がる。

　そのピンク色の煙を吸った人は途端に目をとろんとさせ、数秒も経たたぬ内に眠ねむり始めた。

「《睡魔スリープ》の魔ま法ほうが入った魔導具です。半日は起きませんから、これでもしこの中にドッペルが紛れ込んでいたとしても大丈夫です」

　最悪なのは本物か偽物か判別できなかった人質の中にドッペルがいることだ。ハヤテたちが出て行ったあとで正体を現して、こちらの狙ねらいが宿舎にあることを仲間に報告されたら契約獣サーヴアントの解放など不可能になる。

　さあいよいよ契約獣サーヴアントの閉じ込められている宿舎へ行こう──というところで、ビクトリアがハヤテのことを呼び止めた。

「お待ちなさい。ハヤテさん、シェリーさんはどうしましたの？」

「……分からない」

　ビクトリアの問いにハヤテは力なく首を振る。

　それを見た彼女はキッと眉まゆを吊つり上げて、

「でしたら、あなたにはまず行くべきところがあるでしょう！」

　と、ハヤテを一いつ喝かつした。

　ハヤテは目を丸くして狼狽うろたえる。

「だけど、俺だけそんな勝手なこと」

「シェリーさんのいないあなたなんて、どうせ物の役にも立ちませんわ」

　迷いを断つためだろうか、ビクトリアはバッサリとハヤテを言葉で切り捨てる。

「……シェリーさんもあなたが来るのを待っているはずですわ。今すぐにでも捜さがし出してきなさいな」

「ビクトリア……」

「まあ、まだ一度も勝っていないのにライバルにいなくなられては困りますもの」

　最後はぷいっとそっぽを向いてビクトリアは「さっさと行け」と言わんばかりにシッシッと手を振る。

「あの……」

　その時、ふとひとりの少女が歩み出て、おずおずとハヤテに話しかけてきた。

「えっと……オルセールさん、だっけ？」

　確か、最近シェリーと話すようになってくれた少女だ。

「シャルラッハロートさんなら、女の人と一いつ緒しよに教室を出て行ったんですけど」

　おそらくリンネのことだろう。

「ふたりがどこ行ったか知ってるか？」

「すみません、そこまでは……あの、シャルラッハロートさんのこと、助けてあげてくださいね」

「ありがとな」

　シェリーのことを心配してくれるクラスメイトに、ハヤテは心の底からお礼を言った。

　そのやり取りが行われている横で、今度はキルルがアリアに話しかける。

「アリア。アリアもリンネさんのことを捜しに行きたいんでしょう？」

「キルル……」

「アリアとリンネさんはとっても仲よしだったもん。あの人が無事なのかどうか、ずっと気になってるんでしょう？」

「でも、敵はかなりの数を宿舎の監かん視しに割さいているはずなんだ。キルルひとりに任せるわけには……」

　アリアが逡しゆん巡じゆんしていると、再びビクトリアが前へ出てドーンと胸を張る。

「ああもう！　まどろっこしいですわ！　いいからあなたたちは自分の大切な人を助けに行きなさい！　契約獣サーヴアントの解放ごとき、わたくしとお姉様のふたりがいれば充じゆう分ぶんでしてよ！」

「ビクトリア君……」

「分かったらさっさとふたりともお行きなさい」

「行って、アリア、ハヤテさん。あたしも頑がん張ばるから」

「……うん」

　アリアもまた決心するように頷うなずく。

「じゃあ、ビクトリアとキルルも無事でな」

「こっちのセリフですわ。シェリーさんのことをしっかり助け出してきなさいな」

「ハヤテさん。ご武運を」

「行こう、ハヤテ君」

　ハヤテたちはそれぞれの拳こぶしを軽くぶつけ、各おの々おのの目的のために走り出した。




　　　　▽




「……ン」

　気を失っていたシェリーは手首に走ったズキッという痛みで目を覚ました。

「ここ、は……」

　まぶたを持ち上げたのにまだ薄うす暗ぐらい。

　いや、よく目を凝こらせば自分を中心にして古代文字──幾き何か学がく模様にも見えるそれが円状に描えがかれている。

　その「古代文字で象かたどられた円」にはとても見覚えがあった。

「契約獣サーヴアントの汎はん用よう召しよう喚かん陣じん……？」

　学院の生徒が契約獣サーヴアント召喚の儀ぎ式しきに用いる召喚陣だ。

（これがあるということは、ここは学院の大聖堂ね……）

　シェリーは自分がいる場所に見当をつけ、周囲に危険はないか確かめる。

　大聖堂には初代女王アルテミスを描いたステンドグラスがあったはずだが、布か何かで塞ふさいでいるのか光が差してくる様子はない。それともすでに夜なのだろうか？

　幸い召喚陣から発せられる光のおかげで周りに危険がないことは確かく認にんできた。

　続けて自分の状態を確認するが、捕つかまった時に制服が破けたことと手首を魔導具に拘束されて柱に磔はりつけにされている以外、これといった異常はないようだった。強しいて言えばまっすぐ上へ強引に伸のばされた腕うでが痛いくらいだ。

（ひとまず置かれた状況と自分の状態は把は握あくできたわね）

　だが、この拘束を解いて外へ出られる算段はつきそうにもない。

（氷魔法で枷かせを……ダメね。私の魔法じゃ魔導具を壊こわすには威い力りよくが足りない。手首が凍とう傷しようになるのがオチだわ）

　こうなってくると《解錠アンロツク》の魔法を習得していなかったのが悔くやまれる。

　対魔女騎士ヘクセンリツター対魔ま獣じゆうの魔法ばかり覚えようとしてきたことが、まさかこんなところでアダとなるなんて……。

（まぁ、あまり後こう悔かいに意味はないわね……それよりもまずは──）

　カツンッ

　ふと汎用召喚陣が放つ淡あわい輝かがやきの外から床を叩たたく靴くつ音おとが聞こえてくる。

（──こんなことをした張本人に話を聞くべきね）

　シェリーは視線を上げて足音の主──リンネ・ブランケッシュの顔を正面から見やる。

「どうしてこんな真似まねをなさったんですか？」

「……シェリーちゃんが冷静すぎてちょっと怖こわくなってきたわ」

　リンネは苦笑いを浮うかべる。

「……」

　冷静だって？　冗じよう談だんじゃない。

　充分に恐きよう怖ふを感じているし、何で私がこんな目にとも思っている。

　それでもなおこういう時ほど冷静であるように心がけて──装よそおって──いなければならないのは、そうでなければひとりで生きてこられなかったからだ。

「状況から見て、あなたが私を拉ら致ちしたのは明白ですが理由が分かりません。拉致しておきながら遠くへ逃にげずに、監禁場所を学院の大聖堂にした理由も」

「ふたつ目の質問に答えるのは簡単よ。単に、ここに用があったの」

（大聖堂を選んだのには理由があるということ……？）

　ここでなければならない理由……ここにしかないもの……。

　ハッとしてシェリーは足元で輝く光を見下ろした。

「汎用召喚陣？」

「そうね。まあ、正確にはこれからすることには召喚の儀式に適した場が必要なのよ。魔女騎士ヘクセンリツター養成学院は契約獣サーヴアント召喚を頻ひん繁ぱんに行うため、基本的に召喚の儀式に適した力場の上に建てられるからね」

「……学院祭中とはいえ、部外者が汎用召喚陣を無断でしようしているのがバレれば厳げん罰ばつは免まぬがれませんよ？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。今、学院は私が占せん拠きよしているから」

「!?」

　驚きよう愕がくするシェリーを見て、リンネは奥の暗がりに向かってぱちんっと指を鳴らしてみせる。すると奥から黒い影かげの魔獣──ドッペルが現れた。

「ドウシマシタカ」

（魔獣が言葉を……！）

　そのことに衝しよう撃げきを覚えるシェリーだったが、もちろん顔には出さない。

　彼女が驚おどろきの声を漏もらすのを我が慢まんしている間にも、さらにドッペルは現れる。

「ドウシマシタカ」

「ドウシマシタカ」

「ドウシマシタカ」

　影の中からわらわらと出てくるドッペルの群れ。そいつらは明らかにリンネに対して忠誠を誓ちかい、彼女につき従っている。

「人が魔獣をどうやって……？」

「約束通り、あなたには教えてあげましょうか」

　影たちの先頭に立つリンネが口を開く。

「こいつらは私が造ったの。だから、造物主である私の言うことを聞くのは当たり前」

「魔獣を……造った？」

　さすがにその言葉はあまりにも衝撃が強すぎて、さしものシェリーもわずかに反応が遅おくれた。

「そう。ついでだから言ってしまうと、シェリーちゃんたちが倒たおした合成獣キメラも私が造った奴やつらよ。あれは生命力ばっかり高くて魔法も使えないような失敗作だったけれどね。こっちのドッペルも擬ぎ態たい能力は完かん璧ぺきだけれど肉体的に脆もろくて、大成功ってほどじゃないけど」

　リンネはスラスラと何でもないことのように喋しやべっているが、人工的に魔獣を生み出すなどこの世界の常識を覆くつがえす大事件だ。

　しかし、彼女はひと通り説明しておきながら不意にため息をつく。

「もっともこいつらは研究の過程で生まれた副産物みたいなものだけどね。力のない私にはちょうどいいから、こういう時は便利な駒こまとして使っているわ」

「……そいつらを使って、学院を占拠したと？」

「そういうこと」

　さらりとリンネは頷く。

「あなたの目的はいったい何なんですか？」

　リンネはキメラやドッペルを失敗作、副産物と呼んだ。

　では、彼女が目指す「成功作」とは何なのか？

「シェリーちゃんは魔獣がどこから来るのかって考えたことある？」

　リンネはこちらの質問に対して質問で返してくる。

「？　いきなり何を？」

「考えたことはない？」

「……あまり考えたことはありません」

「まあ、でしょうね。私みたいな魔獣学者でもなければ、そんなこと四六時中考えたりしないか」

　形だけの笑い声を漏らしてリンネは話を続ける。

「私はずっと考えてた。魔獣がどこから来るのか？　どうやって生まれるのか？　ずっとね……。多くの資料と文ぶん献けんを照らし合わせて、そしてある時から私は〝魔獣は何者かによって創つくられた存在なのではないか？〟と考えるようになったの」

「……それはあなたのような人の手で造られたということですか？」

「ううん、違ちがうわ。人なんかより、一段上の高次な存在によってよ──ところでシェリーちゃんはアルテミス女王の伝説は知っている？」

「……？　さわり程度でしたら」

　唐とう突とつに話が飛んだような気がしたが、シェリーはこくりと頷いておいた。

　アルテミスといえばスターファム王国を建国したと伝えられる初代女王の名前だ。この国に生まれたシェリーも当然アルテミスについてはある程度知っている。

「アルテミスは人々の先頭に立ち、当時大陸を席巻していた魔獣たちを蹴け散ちらして王国を建てたと伝えられているわ。けれどその頃ころはまだ文明が発達していなかったせいか、彼女に関する正確な資料というのはほとんど残っていないの……。けど、その残された数少ない資料の中に、アルテミスは魔獣だけではなく、それよりももっと大きな〝何か〟と戦っていたらしき記述を私は見つけたわ」

　リンネが言わんとしていることをシェリーは何となく察する。

「その〝何か〟というのが、あなたの言う高次の存在だというのですか？」

「そうね」

　リンネはシェリーの問いを肯こう定ていしながら目を細める。

「民衆の認識ではアルテミスは魔獣の支配から人々を救った英えい雄ゆうとなっているけれど……そもそも魔獣が大陸を席巻なんておかしな話じゃないかしら？　私は長年魔獣の研究をしているけれど、奴らの〝幼体〟を見たことがないし、発見されたという記録もない。繁はん殖しよく活動を行えない生物がどうやって大陸を支配できるほど個体数を増やせるのかしら？」

「……」

「まだおかしな点はある。魔獣は確かに神しん出しゆつ鬼き没ぼつだけれど……奴らが〝どこか〟から来るのだとして、何で奴らは魔女騎士ヘクセンリツターに倒されそうになった時、その〝どこか〟へ還かえらないのかしら？　〝そこ〟へ逃げられたら私たちには手出しができないのに。なぜ？」

「……！」

　魔獣は唐突に現れて人を無差別に襲おそう。魔女騎士ヘクセンリツターに倒されるまで戦う。そのことに疑問を持ったことはなかった。奴らは〝そう〟なのだろうから、〝そう〟なのだろうとしか思っていなかった。

　だが指し摘てきされてみれば確かにおかしな話だ。魔女騎士ヘクセンリツターだって傷つけば後方へ下がる。死ぬまで戦わなければならない状じよう況きようなど、どんな生き物であっても限られるはずなのだ。

　しかし魔獣たちはどんな時でもどんな状況でも、リンネの言う〝どこか〟へ逃げようとしなかった。なぜ？

「それは魔獣がこの世界に現れるのは自らの意思によるものではないからよ。奴らは奴ら自身の意思でこの世界に来て人を襲うのではなく、高次存在によって〝そう〟創られてこの世界へ送り出されてきたから……こう考えれば辻つじ褄つまは合う」

「……」

　リンネの理論は彼女だけの中にあるものだが、シェリーにはそれに反論する言葉が思いつかなかった。いくらか強引な部分があるにしても、いちおうの筋は通っているからだ。

「よく分かりませんね」

「今の話と私のやったことがどうつながるのかが？」

　質問を先回りされて少しムッとしたが、シェリーは黙だまったまま小さく頷うなずく。

　リンネが長年の研究の結果、魔獣たちを創り出した高次の存在に行き着いたのは理解できた。だが、それが人造魔獣を造ることや、こうしてシェリーを拉致することにどうつながるのかが未いまだに不明のままだ。

「あなたの愛いとしのハヤテ君。彼が持つ『魔神器ゼーレ』、そして彼自身もまた、その高次存在と大きな関かかわりがあるのよ」

「ハヤテが……!?」

　突とつ然ぜんハヤテの名前を出され、シェリーは大きく取り乱した。

　リンネは淡たん々たんと続ける。

「私の目的は高次存在の召喚。学院の占拠はただのカモフラージュと時間稼かせぎ。貴族を人質に取って女王の命を要求すれば、騎き士し団だんもうかつな判断はできないしね──さあ、始めましょう」

　リンネがそう呟つぶやくと、シェリーの視界の端はしで淡あわく光り続けていた召しよう喚かん陣じんが輝かがやきを増した。

「気づかなかったかもしれないけど、元々あった汎はん用よう召喚陣は私が独自に研究して完成させた高次存在の召喚陣に上書きしてある」

　リンネの言葉に応こたえるように、汎用──もとい、高次存在の召喚陣は粟あわ立だつように輝きを増し、それと呼応するようにシェリーの胸むな元もとに浮うかぶ結印が白く輝き始める。

「待ちなさいッ！　魔ま獣じゆうを創った神ですって!?　そんなモノをこちらの世界に召喚なんてしたら何が起きるか……!?」

「そうね。魔獣の性質を見れば、その造物主が人間に対してどんな感情を持ってるかなんて容易に想像がつくわ。こちらの世界に来たら、少なくともこの辺り一帯は灰かい燼じんに帰きすでしょうね」

「──ッ!?　はグッ!?」

　リンネがさらりと言ってのけると同時に、シェリーの結印から鋭するどい痛みが走り、彼女は磔はりつけにされたまま身をよじらせた。

　彼女が受ける痛みなど知ったことではないと言わんばかりに、結印の輝きはドンドン増していく。

　その様子を眺ながめながらリンネは先さき程ほどの説明の続きを語る。

「ハヤテ君の召喚に成功したあなたには高次存在が住まう場所へアクセスできる素質がある。あなたには贄にえとして、高次存在の住まう場所──神の国へ続く扉とびらを開ける鍵かぎとなってもらうわ」
















「ウ……ッ、ア、アァァ……」

　自身を苛さいなむ激痛の嵐あらしの中、シェリーはそれでも薄うつすらと片目を開けて、無表情に自分を見つめるリンネのことを睨にらみつけた。

「神だかなんだか知らないけど……私がこの体を捧ささげる相手はハヤテだけよ。ほかの誰だれにもあげないわ……ッァ！」

　誇ほこりか矜きよう恃じか。シェリーは屈くつする気はないという意志をハッキリと示してみせてから、再び悲鳴を上げ始めた。




　　　　▽




　そんな彼女の姿を見て、一いつ瞬しゆんリンネは苦しそうに目元を歪ゆがめる。

　召喚陣の外へと出ながら、リンネは胸元のロケットペンダントを握にぎり締しめた。

　──その脳のう裏りに蘇よみがえるのは実験中に暴れ出した魔獣と、その牙きばから自分を庇かばう娘むすめの姿。腕うでの中で冷たくなっていく体。

「……」

　今なお鮮せん明めいに思い出せる光景だがただ一点、取り乱す自分に死に際ぎわの娘が何を言ったのかだけが思い出せなかった。

　娘は最後に何と言ったのだったろうか……？

　覚えているのは最後の最後まで彼女が微笑ほほえみを浮かべていたことだけだ。

「……全すべては、エイリスのためなのよ」

　その微び笑しようを胸に刻みながら、リンネは独白するように呟いた。








第五章　緋ひ剣けん蒼そう魔まの異い端たん主従









　シェリーとリンネの行方ゆくえを追うハヤテとアリアだったが、彼女たちがどこにいるのか手がかりは極きわめて少なかった。かろうじて教室を出ていったということだけは分かっているが、学院の敷しき地ちは広い。おまけになるべくドッペルたちに見つからないように移動するとなると、それだけでかなり神経をすり減らさなければならない。

　捜さがすのには相当骨が折れる──と覚かく悟ごを決めていたハヤテだったが、ビクトリアたちと別れてすぐの頃、アリアが言った。

「大聖堂へ行こう」

「大聖堂？　って、あの召喚の儀ぎ式しきをやるとかいうオンボロの建物か？」

「うん」

「どうして大聖堂なんだ？　そこにシェリーたちがいるのか？」

「……分からない。でも、確かめておきたいんだ」

「確かめたいこと？」

　こんな時に何をとハヤテは一瞬思ったが、アリアの真しん剣けんな目を見て、考えを改める。

「分かった。アリアなら何か考えがあるんだろ？　どうせふたりがどこに捕つかまってるか見当もつかないんだし、まずは大聖堂に行ってみよう」

「……ありがとう。それじゃあ、行こう」

　アリアはお礼を言い、ミリアとともにハヤテを先導し始めた。

　ドッペルたちの監かん視しの目をかいくぐり、やがてふたりは大聖堂の前へと辿たどり着く。

「キュルルル」

　先導を終えたミリアがひと声鳴き、アリアの肩かたにとまる。

「……開けるよ」

　アリアは音を立てないようにゆっくりと大聖堂の扉を開けた。

　扉を開けた先はすぐに階段となっており、階段は地下へと続いていた。薄うす暗ぐらい底を見下ろすと、そこにはもう一枚扉が見える。

「あの扉の先が儀式の間だよ。汎用召喚陣を設置する関係で、大聖堂は半地下になっているんだ」

「なるほど」

　ハヤテたちはまた音を立てないように用心しながら階段を下りていく。地下へと向かっているせいだろうか、段をひとつ下りる度たびに足あし下もとから冷気がせり上がってくる気がした。

　大「聖」堂というクセに、何か得体の知れないものが待っていそうな雰ふん囲い気きだ。

　一番下に着くとアリアは再び『未来演算眼フユーチヤーサイト』を着創キヤストし、いつでも戦える準備をする。

「大聖堂には儀式の間以外に余計な部屋はない……。何かがいるとしたらこの奥だ」

「ああ」

　アリアの言葉を聞き、ハヤテはグッと腹の奥に力を溜ためる。

　なぜアリアが大聖堂へ向かおうと提案したのかは分からない。だが、彼女には何か「確信」があってここへ来たように感じられた。

「少し……待ってね」

　アリアは扉に手を突つきつつ、気持ちを落ち着けるように深呼吸をしていた。

　何度か息を吸って……彼女は閉じていたまぶたを持ち上げる。

　まるで覚悟を決めるように。

「……開けるよ」

　地上の扉を開けた時と同じことを呟きながら、アリアは再び扉を開いた。

「ッ！」

　儀式の間へと踏ふみ込んだハヤテがまず感じたのは身み震ぶるいするような冷気と奇き妙みような薄暗さ。次に視界に入ったのは地面に描えがかれた不可思議な紋もん様ようから放たれる光、そして──

「ウグッ……あああぁ……！」

　──その中心で苦しそうに身をよじらせるシェリーの姿。

「シェリー！」

「待ってハヤテ君！」

　反射的に駆かけ出そうとしたハヤテをアリアが止める。

「何で止める!?」

「周りをよく見て！　ドッペルだ！」

「！」

　言われて気がつく。周囲の暗くら闇やみに溶とけ込むようにドッペルたちがうようよと湧わいていた。

　ハヤテひとりで突っ込んでいたらたちまち串くし刺ざしにされていただろう。

　それにしたってドッペルの数が教室と比べていやに多い……大聖堂の中央に囚とらわれているシェリー以外に人質も見当たらないし、いったいなぜ彼女だけあんな目に……！

「ハ、ヤ、テ……」

　手首を拘こう束そくされ磔にされているシェリーは、大聖堂に入ってきたハヤテたちを見つけて途と切ぎれ途切れに名前を呼ぶ。

「……！」

　アリアが止めなければハヤテは確実にドッペルの群れへと突っ込んでいただろう。

　怒いかりのあまり握り拳こぶしの中から血が流れる。

　いったい誰がシェリーをあんな目に……!?

「来ちゃったか……」

　その時、声がする。

　妙みように聞き覚えがある気がした。

「リンネさん……!?」

　暗がりの中から現れてハヤテたちとシェリーの間を遮さえぎるように立ったリンネは、演技じみたため息をついてみせる。

「まったくどうして見つかっちゃったのかしら……まさか儀式の第一段階すら終わらない内に見つけられちゃうなんて」

　リンネはドッペルの群れに囲まれながら、いつもと変わらない様子で話しかけてくる。

（何でドッペルはリンネさんを襲おそわないんだ？）

　魔獣が人を襲うのは本能だと聞いている。なのになぜ？

　予想だにしない事態にハヤテが混乱していると──

「…………やっぱり、リン姉ねえだったんだね」

　──不意に、アリアがノドから振ふり絞しぼるような声でそう言った。

（え……？）

「アリア、どういうことだ？」

「……見たままだよ。学院を占せん拠きよしたドッペルを従えている。リン姉がこの事件の黒幕なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

「……」

　確かに見方によってはリンネがドッペルに囲まれているのではなく、ドッペルの中心で奴やつらを従えているようにも見える。

（だけど、それだけで「やっぱり」って言葉は出てこないよな……？）

　そんな言葉が口を突いて出てくるということは、アリアはこの光景を見る前から、リンネが黒幕であることをある程度予想していたことになる。

「アリアは気づいてたの？　私がこの事件の黒幕だって」

　ハヤテと同じ違い和わ感かんをリンネも感じ取ったようで、小首を傾かしげながらアリアに尋たずねてくる。驚おどろいてはいるようだが、さほど気にも留めていないようだ。

「気づいてたなんてハッキリとした確証があったわけじゃないよ、リン姉。言ってしまえば、これはただの言いがかりなんだ」

　アリアは淡たん々たんとリンネの問いに受け答えする。

「あの日……エイリスがいなくなってから、はじめてリン姉が閉じこもっていた部屋から出てきた時、私はあなたの目の奥に、どろりとした狂きよう気きを感じたんだ」

「……なるほどね。確かに〝言いがかり〟だわ」

　リンネは参ったとでも言うみたいに両手を上げて苦く笑しようする。

　そのおどけるような態度に、アリアはますます悲しそうに顔を歪ゆがめた。

「だいたいおかしかったんだ。あんなにエイリスのことで落ち込んでいたあなたが、何の〝キッカケ〟もなく突とつ然ぜん部屋を出て、前以上に魔ま獣じゆうの研究に没ぼつ頭とうし始めるなんて。周りの大人たちはあなたを元々学者なんて仕事を選ぶような、ただの変人扱あつかいして、あなたの心なんてまるで気にも留めていなかった……でも、私はずっと違和感を覚えていたんだ」

　苦しそうな表情をしたまま、アリアは自分の中にあったリンネに対する疑念を次々と吐と露ろしていく。

「……だから、あの時あなたの目を見た時からずっと心に引っかかっていた。リン姉が……いつか道を踏み外して、何かとんでもないことをしてしまうんじゃないかって……ッ！」

　アリアは痛みに耐たえるようにギュウと拳を握にぎり締しめる。

「学院に来てからのリン姉の行動はおかしかった。そして、あなたが現れたタイミングで学院の占拠なんて大事件が起きた。私の中で疑念はドンドン膨ふくらんでいったよ……！」

「ただの言いがかり──いえ、この場合は直感ね。アリアは直感ひとつからそこまで推理したの？　だとしたら、やっぱりあなたは学者向きだわ。それが学者にとって一番大事な能力だもの」

「……こんな直感もの、本当なら心の奥底にしまっておきたかったよ」

　いつまでも飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさないリンネに対し、アリアは今にも泣き出しそうだった。

（そういえば前にアリアと話した時、リンネが部屋を出た〝キッカケ〟について彼女は何も言わなかった。あれは自分が抱いだいていた従姉妹いとこに対する疑念を誤ご魔ま化かしていたのか）

　あの時ハヤテはただリンネが娘むすめの死を〝何とかして〟乗り越こえた強い人だと思った。

　だが、そんなわけないのだ。一番愛いとしい娘を失ったあとで、ある日突然復活して立ち直ることなど誰だれにもできない。できるはずがない。それには何か〝キッカケ〟が……リンネの場合は〝狂気〟が必要だった。

　しかし、ハヤテには未いまだに彼女の〝狂気〟──こんな事件を起こした〝動機〟が分からないままだった。

「アンタの目的は何なんだ!?」

「それはさっきシェリーちゃんに話したわ。知りたければ、彼女に聞いたら？」

　そう言ってリンネは肩を竦すくめながら、背後で苦しんでいるシェリーをあごで指す。

「……ッ！」

　ハヤテがふざけるなと怒ど鳴なりかけた時──磔はりつけにされたままのシェリーが呻うめき声を上げるのを堪こらえながら口を開く。

「彼女の狙ねらい……ッ、は、私を生け贄にえに、扉とびらを開くことよ！」

「「扉？」」

　ハヤテとアリアはシェリーが必死に叫さけんだヒントに耳を傾かたむける。

「この世界より高次な存在……魔獣を創つくった神をッ、彼女は召しよう喚かんするつもりなの！」

「魔獣を創った……神様だって？」

　唐とう突とつに出てきた突とつ飛ぴな単語にハヤテは疑ぎ問もん符ふしか浮うかべられない。

（魔獣を創った神ってつまり、あの魔獣どもの親玉ってことだろ？　そんなもん召喚したら大変なことになるんじゃ……）

　そんなものを召喚して、リンネはいったい何をする気なんだ？

　疑問は膨らむばかりだが、当の本人は肩かたを竦めるばかりでやはり答える気はないようだ。

「少し悠ゆう長ちようにしすぎたかしら」

　リンネはパチンッと指を鳴らす。

　するとそれを合図に、影かげの中からゾロゾロとドッペルたちが現れた。

「やりなさい、ドッペルども」

「ヤル」

「ヤル」

「ヤル」

　リンネの声に応じてドッペルの群れがハヤテたちを取り囲もうと動き出す。

「ハヤテ君……！」

　アリアは『未来演算眼フユーチヤーサイト』で敵の未来の動きを予測しながら、ハヤテの耳元に口を寄せる。

「この状じよう況きようを打破するには君の『魔神器ゼーレ』が必要だ。私が敵の動きを『見て』シェリー君までの道程を教える。私が時間を稼かせぐ間に彼女の許もとまで走ってくれ」

「了りよう解かい！」

　ハヤテは短く返事をして、アリアとともに駆け出す。

「右に三歩！　頭を下げて前へ五歩！」

「ッ！　うおっ!?」

　ドッペルたちの攻こう撃げきは教室で見せたものと同じく、腕うでを枝分かれさせてそれを無数の槍やりのようにして突ついてくるというものだった。

　その影えい槍そうは軌き道どうが予想しづらく、しかも幾いく本ほんも同時に別々の方向から襲いかかってくる。

「左ナナメに体を投げ出して！　すぐに一歩後退！　避よけたら前へ二秒走って！」

　アリアの指示がなければ、とうの昔にハヤテは穴だらけになっていただろう。

　それに好きなだけ自身の形を変えられるのかと思われたドッペルの攻撃も、どうやらそこまで自由自在というわけではないようだ。

　腕を枝分かれさせて伸のばす時、長く伸ばせば伸ばすほど影は細くなっている。おそらく元々の質量以上に増えたり減ったりということはできないらしい。

　その上アリアのパイルバンカーが有効な辺り、頭部と胴どう体たいは形を変えられないようだ。

（届く……ッ！）

「シェリー!!」

　ハヤテの足がシェリーを包む召喚陣じんの中へと入ろうとした時──

「ハヤテ君ッ!?」

「ッ!?」

　──アリアの鋭するどい声と同時に、巨きよ大だいな影の一撃によってふたりはまとめて大聖堂の内扉まで吹ふき飛ばされた。

「ぐ……あ……ッ！」

　背骨が折れるかと思うほどの衝しよう撃げきで肺の中の空気が全部吐はき出された。

「アリ、ア」

「……ぅ」

　膝ひざをついたハヤテの腕の中で、彼を影の一撃から護まもってボロボロになったアリアが呻き声を漏もらす。半分以上意識が飛んでいるようだ。

「キュウ……」

『未来演算眼フユーチヤーサイト』も解除されてミリアも元のフクロウに戻もどり、主あるじと同じく倒たおれている。

（そうか……。ここは訓練場じゃないから『ヴァルハラの加護』が効いてないんだ）

　だから喰くらったダメージがそのまま肉体に反映されてしまう。

　それも大きな問題だが、さらに問題なのは自分たちが何に攻撃されたのかということだ。

「いったい何、が……？」

　ドッペルの攻撃は全すべて避け切れていたはずだ。

　奴らとリンネ以外にこの場に敵はいなかったし、彼女はその場から一歩も動いていないというのに。

「アリアの『魔導器ワンド』は攻撃力がない代わりに、なかなか凄すごい能力が備わっていたのね。戦せん闘とうはともかく、リーダーとしてなら騎き士し団だんに入っても活かつ躍やくできそう」

　リンネは乾かわいた声で感心したようなセリフを言う。

　まるで『未来演算眼フユーチヤーサイト』の持つ能力を全て把は握あくしているかのように。

（今の短時間の攻こう防ぼうでアリアの『魔導器ワンド』の能力を全部見破ったってのか……？）

　アリアの『未来演算眼フユーチヤーサイト』は敵の動きを予測演算するものだ。つまり相手が敵だと認にん識しき──存在に気づいていなければ意味がない。今のような不意打ちには対応できないのだ。

　さすがと言うべきなのか、リンネもアリア以上の観察眼の持ち主らしい。

「ゲンガー」

　そのリンネが不意に何かの名前を呼んだ。

　すると、大聖堂が動いた。

「!?　……影!?」

　数すう瞬しゆん遅おくれて、ハヤテは己おのれの勘かん違ちがいに気がつく。

　大聖堂が動いたのではない──大聖堂の内部を覆おおっていた薄うす暗くらがりの全てが蠢うごめき、リンネの傍かたわらへと収束していったのだ。

　人工の闇やみが晴れ、ステンドグラスから大聖堂の中へと光が差す。

　その中心に、闇よりもなお昏くらい暗黒の塊かたまりが鎮ちん座ざしていた。

「これの名前はゲンガー。私の研究において唯ゆい一いつと言っていい失敗作の中の成功作と言ったところかしら」

　リンネは別に自じ慢まんするでもなくゲンガーを一いち瞥べつする。

「……」

　ドッペルと違い喋しやべれないのか、ゲンガーはただ黙もくして彼女につき従うだけだ。

　沈ちん黙もくする闇の塊にリンネは手を触ふれる。

　と、その手がどぷんっと音を立てて闇の中へと吸い込まれた。

「神象デイレクシヨン──『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』」

　そして、ゲンガーの中から引き抜ぬかれたリンネの手には、彼女の身の丈たけほどもある闇色の大たい剣けんが握られていた。

「……『魔導器ワンド』!?」

「違うわ。これは『聖痕器クルス』。魔ま獣じゆうか契約獣サーヴアントかという違いに目を瞑つぶれば、確かに似たようなものだけれど」

　つまり『魔導器ワンド』と同じように超ちよう常じようの武器というわけだ……！

　これが「失敗作の中の成功作」と彼女がゲンガーを評した理由か。

「くそったれ！」

　ハヤテはアリアを床ゆかに寝ねかせ、ひとりでシェリーを助けようと突とつ撃げきする。

　当然、リンネがそれを見み逃のがすはずもなく、彼女が無言で振ふるった刃やいばから生まれた衝しよう撃げき波はで、ハヤテは再び大聖堂の端はしまで叩たたき戻された。

「がはっ……！」

　二度目の背面強打で内臓のどこかを傷つけたのか、口から血を吐く。

「……ふグッ！」

　ハヤテは口元の血を拭ぬぐって立ち上がり、再度地を蹴けった。

　だが結果は変わらない。

「がッ！」

「うぐっ！」

「ぐはっ！」

　何度も吹き飛ばされては吐と血けつする。

　何度も無様に地に伏ふせては……また立ち上がって突撃を仕し掛かける。

「ハヤ……テ……」

　ボロボロになっていく彼を見て、磔にされたシェリーはついに涙なみだを浮かべる。

「もう……ッ、やめて！　『魔神器ゼーレ』のないあなたでは勝ち目はないわ！　私なんか見捨てて……逃にげてッ！」

　目め尻じりにためた涙を溢あふれさせながら、シェリーは懇こん願がんする。

「……何、言ってんだか」

　ぜぃぜぃとおかしな呼吸をしながら、ハヤテはあえて笑った。

「『魔神器ゼーレ』がない……？　それがどうした。シェリーは力がなくたって、いつだって俺を助けにきてくれただろうが」

　ビクトリアと模も擬ぎ戦を戦った時も。

　キュクロプスの大魔法で仲間諸もろ共ともやられた時も。

〝七つ首〟を前にハヤテの心が折れた時も。

　どんな時だってシェリーはハヤテを助けるために駆かけつけてくれた。たとえ彼女に力がなくとも、その身を投げ出す覚かく悟ごで。

（力がないことを言い訳にしたことない奴やつが、他人ひとの時だけ力がないことを言い訳にさせようとするなよ）

　そんなカッコ悪い真似まねできるはずがない。

　なぜならハヤテはシェリーと〝対等〟であろうという契けい約やくを結んだのだから──

「いいから……ッ、逃げて……っ！」

　ひと言喋る度たびに激痛が走るのだろう。苦く悶もんに顔を歪ゆがめながら、それでもシェリーはハヤテを逃がそうとする。

　ああ、ちくしょう。カッコよすぎるだろ。

　──あんなにもカッコいい彼女に並び立つのなら、自分も相応にカッコいい自分であらなければならない。

「いいから心配すんな。シェリーはそこで黙だまって見ていてくれればいい。俺が必ず助け出してやる」

　ハヤテがどうにか手足を踏ふん張って立ち上がろうとした時──轟ごう音おんとともに、大聖堂の建物自体が鳴動し始める。

「ああぁぁぁっ!!」

　シェリーのひと際きわ高い絶ぜつ叫きようが大聖堂に響ひびき渡わたり、彼女の胸むな元もとから白い光がステンドグラスへ向けて放たれた。

　光はステンドグラスに溶とけるように吸い込まれ、そこに描えがかれていたアルテミスの肖しよう像ぞうを塗ぬり潰つぶす。

　自然ではあり得ない輝かがやきを放つ光は明めい滅めつするのではなく、それ自体がまるで脈打っているかのように膨ふくらんだりしぼんだりしていた。

（あれは……扉とびら？）

　ステンドグラスの枠わくでそういう風に見えたのか……いや、違う。

（あの扉が開いたら、シェリーの言ってた魔獣を創つくった神が出てくるのか!?）

　背筋が凍こおるような、寒々しいほどの神こう々ごうしさが、ハヤテに自身の直感が当たっていると肌はだで分からせた。

「いよいよね……」

　リンネは常に刃が濡れている大剣をブンッと横よこ薙なぎに払はらい、肩かたに担かつぐ。

　それから彼女はハヤテとアリアの方へとゆっくり歩き始めた。

　どうやらふたりにトドメを刺さすつもりらしい。

「ここから先は少しも邪じや魔まされるわけにはいかないわ……。せめて、最後は私の手で」

　リンネは悲痛な決意を口にしながら、一歩一歩近づいてきた──
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　──その光景をシェリーはさらに一段と強くなった激痛に耐たえながら、片時も目を離はなさずに見つめていた。

（ハヤテ……！　アリアさん……！）

　まただ。

　また……仲間が、ハヤテが、大切な人たちがピンチの時、私には何もできない。

　キュクロプスの時はただいるだけだった。

　キメラの時はただ逃げるだけだった。

　そして今はただ囚とらわれて、利用されているだけ。

　……あんまりではないか。

　一度は全てを失って、今ようやく新たな光を少しずつ取り戻してきて、そしてまた改めて全てを失えというのか？

　そんな運命に抗あらがうことすら赦ゆるされず……私は無力なまま消えるというの？

『そこで黙って見ていてくれればいい』

　先さき程ほどのハヤテの言葉が頭に浮うかぶ──冗じよう談だんではない。

　そんな真似ができるのなら、シェリーははじめからこんなにも苦しんでいない。それをよしとできないからこそ、彼女は彼女たり得るのだ。

（私だって戦いたい……せめて運命に抗ってみせたい）

　シェリーは願う。

（私にも力が……）

　シェリーは強く願う。

（力が、欲ほしい）

　強く、願った。




『力が欲しい？』




　その時、脳のう裏りに女性の声が響く。

（誰だれ!?）

『それに答えている時間はないわ』

　突とつ然ぜんのことにシェリーは驚きよう愕がくしたが、確かに声の言うように今は時間がない。

（力が欲しいと聞いたわね？　欲しいと言ったら、あなたは私に力をくれるの？）

『与あたえるというのは厳密に言えば間ま違ちがいね。私はただ、あなたに力の使い方を教えるだけ』

「そんなのどっちでもいいわ！」

　シェリーは思わず声に出して脳内の女性に答える。

　相手は声だけで何者かすら分からず、言うことも胡う散さん臭くさいことこの上なかったが、不思議と彼女が『いる』ということだけは確かに感じられた。自分の頭が勝手に生み出した声というわけではなさそうだ。

「私に力があるのだと言うのなら、その使い方をさっさと教えなさい!!」

　だから、シェリーはその誰とも分からない誰かに、自分の望みを告げる。

　その瞬しゆん間かん、彼女の胸元の結印から放たれる輝きの色が変わった。
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　突然シェリーが悲鳴以外の叫さけび声を上げ、ハヤテたちにトドメを刺そうと近づいてきていたリンネはピタリと足を止めた。

「ん？」

　リンネは背後を振り返り、ハヤテもまた彼女から目を離す。

「蒼あおい光……？」

　その目も覚めるような蒼い光の発生源はシェリーだった。

　彼女の結印から放たれていた白い光はすでに止まり、『扉』は眩まばゆい輝きこそそのままだが脈動は少し弱くなっていた。

　そして……不意に溢れ出ていた蒼い光がはじけるように小さな粒つぶへと変わる。

「雪？」

　そのひと粒を手の平で受け止めたリンネは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　空すら見えない大聖堂の天てん井じようから雪が舞まう。

　そんなのは本来ならあり得ない光景だ。

「…………我」

　降り注ぐ雪をその身に浴びながら、シェリーは静かに唇くちびるを開く。

「我傅かしずきしは冷れい廟びようの女王、死と終わりを司つかさどりし者よ、我が眼前に立ち塞ふさがりし全すべての愚おろかなる者に裁きを与えよ──」

　シェリーはキッと顔を上げる。

　その胸に蒼の結印を輝かせて。

「──《氷龍瀑布ニーヴイスカズツサ》」

　少女の詠えい唱しように導かれ、降り注いでいた氷の結けつ晶しようがひとつの意志を持って龍りゆうを成す。

　彼女の胸元から溢れ出る強大な魔力によって氷龍は仮かり初そめの命を持って、彼女の敵──彼女の愛いとしき下げ僕ぼくを殺そうとするリンネに襲おそいかかった。

「ＧＩＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

「なッ!?」

　自身を嚙かみ砕くだこうとした龍の顎あぎとを、リンネはかろうじて『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』で受け止める。

　氷龍はリンネを咥くわえたまま大聖堂の中を暴れまくり、ドッペルたち有う象ぞう無む象ぞうをその巨きよ体たいで蹴け散ちらしてから天井を突つき破って上空へと駆け上っていった。

　開いた大穴から陽ひが差す。

「ん……」

　まぶたに陽光が当たり、気絶していたアリアが薄うつすらと目を開けた。

　しかし、この時ハヤテには彼女に「大だい丈じよう夫ぶか？」と声をかけるだけの余よ裕ゆうはなかった。

　彼の両目と全神経全意識は自分の主あるじ──シェリー・シャルラッハロートに釘くぎ付づけになっていたからだ。

　パキパキパキパキ　バキンッ……。

　シェリーを磔はりつけにしていた柱が根元から急速に凍りつき、拘こう束そく具ぐともども粉々に砕け散る。

「ハヤテ」

　自由の身になった彼女は真っ先にハヤテの方へと駆かけ寄ってきた。

「シェリー。お前……えぇっと」

　尋たずねたいことが多すぎてハヤテは言葉を詰つまらせる。

　そんな彼の口元にそっとシェリーは指を当てて静かにさせた。

「私は大丈夫よ、ハヤテ」

「……なら、よかった」

　学院が占せん拠きよされたと聞いた時からずっと心にのしかかっていた不安が消え、ハヤテは大きく息を吐はいて力を抜ぬいた。

「シェリー君……無事でよかった」

　目を覚ましたアリアが身を横たえたままシェリーに言葉をかける。

「アリアさん。ハヤテを護まもってくれてありがとう。急いで治ち療りようを」

「ああ、うん。でも、今は保健室に行くのは無理かな。ビクトリア君たちが上手うまくやってくれていればいいんだけれど……ところで、その結印はどうしたんだい？」

　こんな時でも好こう奇き心しんが疼うずくのか、アリアはシェリーの胸元を見ながら尋ねた。

　いつも赤く輝いていた彼女の結印は今や目も覚めるような蒼の光を放ち、彼女の得意とする氷魔ま法ほうと同じ色をしていた。

「結印は結印よ。それは変わらない──ただ、私の結印は『魔神器ゼーレ』を出す以外に、魔力の出力路としての使い道もあるらしいわ」

　人間は巨大な魔力を持っていても、それを外へ出力する能力が低いため強力な魔法が使えない。

　だがシェリーの話からすると、彼女の結印は人間が本来持つ出力路の代わりを果たし、巨大な魔力の大出力路として機能するらしかった。

「なるほどね……。シェリー君は胸の結印を通して、人知を超こえた魔法を行使することができるのか、まったく凄すごい話だね」

　アリアは少し愉ゆ快かいそうに笑い、目を閉じる。

「『魔導器ワンド』もなしに魔ま獣じゆうに匹ひつ敵てきする魔法が使える君は、もうただの魔女ウイツチとも魔女騎士ヘクセンリツターとも言い難がたい。これからは何と呼ぶべきだろうね？」

「そうね……〝大魔法使い〟、とでも呼んでちょうだい」

　シェリーの答えを聞いて、アリアはもう一度笑う。

「君たちふたりにはいつも驚おどろかされるよ」

　その時──大聖堂の天井にふたつ目の大穴が開き、そこから氷の残ざん骸がいとともに『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』を持ったリンネが降ってきた。

「はぁ、はぁ……やってくれたわね」

　リンネは荒あらい息を吐きながら闇色の大たい剣けんをハヤテたちに突きつける。

　これだけ大おお掛がかりな計画を実行してみせた彼女ですら、さすがにシェリーからの反はん撃げきは予想していなかったようだ。

（いや、そもそも俺とアリアがこんなに早くここに辿たどり着くことも予想外だったはずだ）

　ここまで彼女の計画を狂くるわせたのは、紛まぎれもなくふたりの少女の力だ。

「まだよ……！」

　ドッペルたちを薙なぎ払はらわれ、シェリーを奪だつ還かんされてなおリンネの戦意は衰おとろえる様子を見せない。ハヤテたちを倒たおし、再び神降ろしの儀ぎ式しきを再開する気でいるようだ。

「何でそんなにその神様って奴やつにこだわるんだ……？」

「……」

「俺には分かんねぇよ。アリアの話が正しいなら、アンタは自分の娘むすめのためにこんな大それたことをしでかしたってことだろ？　でも、神様なんかを召しよう喚かんするのが、どうしてアンタの娘のためになるんだ？　アンタは結局何がしたいんだよ!?」

　ハヤテは叫ぶが、リンネは沈ちん黙もくしたままだった。

「……ッ」

　シェリーも取り戻もどした。これで『魔神器ゼーレ』も使える。このままリンネを倒してしまうこともできるだろう。

　けれど、どうしてもスッキリしない。

（アンタはアリアが憧あこがれた立派な人なんだろ？　たくさんの人を助けるために家の反対を押し切って学者になったんだろ？　それがどうしてこんなことをするんだ……!?）

「──エイリスを生き返らせるため……。そうだよね、リン姉」
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　アリアはよろよろと自力で立ち上がりながら、ハヤテの叫びへの答えと、リンネへの言葉を投げかけた。

「……それも直感？」

　リンネはもはや憎にくしみすらこもった目でアリアを睨にらみつけてくる。

　従姉妹いとこからはじめて向けられる視線にズキリと心が痛んだが、アリアは言葉を続けた。

「直感なんかじゃない……。絶望の淵ふちにいたリン姉が独りで立ち上がれるとしたら、エイリスを生き返らせる方法の糸口を見つけた以外の〝キッカケ〟なんてあるはずがない」

　アリアがキッパリと言い切ると、リンネは答えたくないとでも言うように口を噤つぐんだ。

「……もちろん、どうやってエイリスを甦よみがえらせるつもりなのかなんて分からなかったよ。でも、シェリー君の話と合わせて考えれば推測はつく。あなたは魔獣を──〝命〟を創造することのできる神を使って、エイリスを生き返らせるつもりなんでしょう？」

　それはリンネが「エイリスを生き返らせようとしている」という前提を元に、彼女が造り出したこの状じよう況きようを式に当て嵌はめて、無理やり答えを出した推測だった。

　だが、アリアにはそれが間違いでない確信があった。

（リン姉のことなら私には何でも分かる）

　なぜならずっとずっと憧れていて、ずっとずっと一いつ緒しよだったのだから。

　彼女がどれだけ自分の娘のことを愛していたのかよく知っている。その愛まな娘むすめを失った時、彼女がどれほど悲ひ嘆たんに暮れたのかも……。

「まるで人の心を覗のぞいたみたいな物言いね、アリア」

　それまで沈黙していたリンネはぽつりと呟いた。

　声に……怒いかりを滲にじませながら。

「ずっと私を疑っていたのね。子犬みたいにじゃれつきながら、その笑え顔がおの裏でずっと私を疑い続けていたんでしょう？　〝こいつは危険な奴だ〟って」

「っ！　違ちがッ！」

「違わない。そうよね。ただの従姉妹に毎月のように手紙を送ってくるなんて、考えてみれば変な話……そうやってずっと監かん視ししていたのね」

「……違うッ！」

　違う。そうじゃない。私が手紙を送り続けていたのは……

「所しよ詮せん、私みたいな変わり者を本気で愛してくれるのはエイリスだけなのね……。やっぱりこの世界に私の味方なんていない」

　違う。違うよ。リン姉そんなこと言わないで……

「私は、リン姉のこと、助けたくて」

「できもしないことを言わないで!!」

　そのリンネの絶ぜつ叫きようを叩たたきつけられた時、アリアは自分の中の何かがピシリと音を立ててヒビ割れるのを感じた。

　ヒビが入り、開いた隙すき間まから流れ込んでくるのは──過去の記き憶おく。

（私はあの時リン姉を助けられなかった……）

　エイリスを失って、魂たましいが抜けたみたいにベッドから動かなくなってしまったリンネ。そんな彼女の姿をお見み舞まいに行く度たびにアリアは見ていた。

　彼女を立ち直らせたくて、たくさんの花を持っていった。

　彼女を笑わせたくて、いろんな人から聞いたおもしろい話をした。

　彼女を泣かせたくなくて、自分はいつも笑顔を作るようになった。

　彼女を喜ばせたくて、自分も学者になりたいと夢を語った。

　けど全部ダメだった。何もかも上手くいかなかった。

　その内リンネは自ら部屋を出て、ただ目の奥に暗い光を灯ともしながら、以前と変わらないような生活に戻っていった。

（分かってたんだ、本当はあの時。もう私にはリン姉を助けることができないんだって……）

　もう自分が何をしたとしても、リンネの狂きよう気きは止まらないのだと思った。

　だから、それからはただ彼女が何も起こさないことを祈いのりながら、けど何かあった時はすぐに気づけるように手紙を出し続けた。

　大好きな従姉妹を助けられなかった罪悪感からか、いつの間にか人と人の諍いさかいを仲裁したり、困っている人を助けたりする役に回るようになっていた。張りついた笑顔も気がつけば剝はがれないようになり、人からは頼たよられるようになった。

　でも……本当は分かっていた。自分はそんな頼られるに相応ふさわしい人間なんかじゃない。だって、一番大切な人を助けることだって、私にはできないんだから……！




「そいつは違うだろ」

　その時、ハヤテの声が割って入った。
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　ハヤテはアリアをリンネから庇かばうように腕うでを広げながら、言った。

「アリアは大聖堂に入るまで、ひとっ言もアンタが怪あやしいって口にしなかったぞ。それは最後の最後までリンネさんのことを信じようとしてたからじゃないのか？」

「ハヤテ、君……」

　か細い声でアリアがハヤテの名前を呼ぶ。

　振ふり返ると、彼女の目の両りよう端はしからは涙なみだが流れていた。

「……っ」

　ハヤテは奥歯を嚙かみ締しめ、睨みつけるようにリンネへと視線を移す。

「アリアは俺やシェリーや、クラスの誰だれかが困ってることがあったら、いつだって助けてくれたぞ。リンネさんのことだってずっと──今だって助けようとしてんだろ。それをできもしないことなんて言うのは、あんまりなんじゃないか？」

「……知ったこっちゃないわ。結局、アリアのしてることは私の邪じや魔までしかない」

「それはアンタが間違ったことをしてるからだろ！」

　理り不ふ尽じんなリンネの言葉にハヤテは吼ほえる。

「娘を生き返らせたい？　ああ、いいさ。そうしたい気持ちは分かるし、別に止めやしない。だけどそのやり方が間違ってたら、それを止めるのは道理だろうが。少なくとも俺はシェリーを犠ぎ牲せいにする方法なんて認めねぇぞ」

「ハヤテの言う通りね。私も生け贄にえなんてごめんだし。だいたい、魔獣の神なんて召喚したらこの世界はメチャクチャになる。たとえどんな理由があったとしても、阻そ止しするのは当然だわ」

　シェリーも頷うなずき、アリアを護まもるようにハヤテの隣となりに立つ。

　リンネは憎にく々にくしげに三人のことを睨み返してきた。

「……ハッ！　もういい、御ご託たくはたくさん。要するに私を止めるってことでしょう？　私の邪魔をするんでしょう!?　私を助けてくれる人なんて……」

「……だからッ……何で分からねえんだよアンタには!!」

　ハヤテは心の底からの怒りを込こめて、自じ嘲ちようを続けるリンネを怒ど鳴なりつけた。

「助けられなかったら意味ないのかよ……助けられる側からしたら、確かにそうなのかもな。でも、アリアがアンタを助けたいと想おもってる気持ちまで否定すんじゃねぇ！」

　ハヤテは背後のアリアを振り返り、彼女に向かって手を伸のばす。

「今だってそうだろ!?　道を踏ふみ外しちまったリンネさんを止めて、こっちに引き戻して──助けたいと思うからここにいるんだろッ、アリア！」

「……うん」

　それまで呆ぼう然ぜん自じ失しつとしていたアリアは伸ばされたハヤテの手にそっと触ふれ、自らの足で前へと進み出て、再びリンネと対たい峙じした。

「ずっとずっと後こう悔かいしてた……あの時、リン姉を助けられなかったことを。リン姉がもう一度立ち上がる杖つえになれなかったことを。リン姉の涙を拭ふくハンカチになれなかったことを。けど、けどね、リン姉……」

　アリアはまっすぐとリンネを見つめながら、涙を振り払って告げる。

「あなたのことをずっと助けたいと思っていたのは本当だよ。そして、今ハヤテ君に言われて気づいた。この気持ちがあるなら、絶対に諦あきらめちゃいけないよね──ミリア」

「キュルル」

　アリアの呼び声に応こたえ、彼女の契約獣サーヴアントが目を覚ましてその肩かたにとまる。

　頼たのもしい相棒を定位置に、彼女はいつもみんなに向けているやさしい笑顔を浮うかべた。

「リン姉がしようとしていることは間違ってる。だから止める。そして、リン姉の目の奥からその暗い光が消えるまで、ずっと傍そばにいるよ！　今度こそ私は、リン姉を救ってみせる！　着創キヤスト──！」

　宣言するとともに、ミリアの形態が変化し、『未来演算眼フユーチヤーサイト』となってアリアに着創キヤストされる。

「ハヤテ──」

「──応」

　シェリーに名前を呼ばれた意味を正しく理解し、ハヤテは自身の右手を彼女の胸むな元もとへと伸ばした。

　蒼あおき輝かがやきを放っていた結印が今度は緋ひに輝く。

「創造クリエイシヨン──」

　ふたりをつなぐ結印から詩うたが頭に流れ込んでくる。

　其そは王を殺す剣けん──

　其は神を弑ころす剣──

　其は世界をも滅ころす剣──

「──界かい燼じん剣けん『レーヴァティン』！」

　身を切るような冷気とは真逆の身を焦こがす獄ごく炎えんを[image: 迸]ほとばしらせ、ハヤテはシェリーの胸元から『レーヴァティン』を引き抜ぬいた。

「「──ッ！」」

　ハヤテとリンネは同時に動く。

　緋色の大剣と闇やみ色の大剣がガキィィィンと音を立てて打ち合った。

「『レーヴァティン』で斬きれない……!?」

　ハヤテの剣は学院一の防ぼう御ぎよ力を誇ほこる大楯たてすら両断したことがある。

　リンネの『聖痕器クルス』は、それよりも硬かたく強いということだ。

「私は負けられないのよ！　ゲンガー、獣型変化モードビースト！」

　ハヤテと鍔つば迫ぜり合いをしながらリンネが叫さけぶと、大聖堂の影かげに潜ひそんでいた人造魔ま獣じゆうが姿を現す。どうやら影の中に隠かくれる能力が備わっているらしく、それで氷ひよう龍りゆうの攻こう撃げきを避よけていたようだ。

　そうして影から出てきたゲンガーがやったのは──無数の触しよく手しゆを四方八方に伸ばし、そこかしこに倒たおれ伏ふすドッペルたちを食べることだった。

「んナッ!?」

　まさかの共食いにハヤテは一いつ瞬しゆん面めん喰くらう。

「あああ！」

　その隙すきを突ついてリンネが『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』を振り下ろしてくるが、ハヤテはそれを潜くぐるようにして避け、逆に下から斬り上げて彼女の『聖痕器クルス』をはじき飛ばそうとした。

「うっ！」

　だがリンネは柄つかを離はなそうとせず、剣の重さに引っ張られて一瞬体を宙に浮かせ、いったん彼との距きよ離りを離した。

　その攻こう防ぼうの間に、ゲンガーの咀そ嚼しやくは完かん了りようする。

　ドッペルを取り込んで肥大化したゲンガーはその身を四つ足の獣けものへと変化させた。

「やりなさい！」

　リンネの指示に従い、影かげの獣はシェリーとアリアを狙ねらって跳とびかかる。

「シェリー！　アリア！」

「心配いらないわ！」

　シェリーは応こたえ、次いで詠えい唱しようを紡つむぐ。

「我傅かしずきしは冷れい廟びようの女王、死と終わりを司つかさどりし者よ、我が眼前に立ち塞ふさがりし全すべての愚おろかなる者に裁きを与あたえよ──《氷龍瀑布ニーヴイスカズツサ》」

　再び顕けん現げんした氷龍が荒あれ狂くるい、真正面から獣と化したゲンガーとぶつかり合う。氷と影の破は片へんが飛び、大聖堂が激しく揺ゆれた。

　魔獣とも互ご角かくに渡わたり合う彼女を頼もしく思いながら、ハヤテはリンネへとつっかける。

「クッ！」

　リンネはかろうじて『レーヴァティン』の一撃を受けた。

「うっ、うグッ！」

　確かに『聖痕器クルス』は並の『魔導器ワンド』を上回る武器かもしれない。

　リンネもこの日のために『聖痕器クルス』を使いこなす修練を積んできたのだろう。

　しかし、それでもハヤテの迅はやさには敵かなわない。

「クッ!?」

　ハヤテの下段斬りでバランスを崩くずしたリンネはいったん距離を取った。

　彼女はヒュッと鋭するどく息を吐はき、

「神技喰闇血雨シンブラツデイレイン」

　技わざ名めいとともに黒血の雨を生み出す。

「焰ほのおよ！」

　ハヤテは即そく座ざに炎ほのおで黒血を消し飛ばそうとするが──リンネの神技シンはこちらの炎そのものを喰らって、彼めがけて降ってくる。

『レーヴァティン』の轟ごう炎えんを物ともしない血雨。触れればハヤテの体にも浴びた水すい滴てきの数だけ穴が開くに違ちがいない。

「ハヤテ君！　右に二歩半移動して！」

「！」

　後方から飛んできたアリアの指示に従い、ハヤテはその通りに体を動かす。すると無数の黒血の雨はそこにだけ降らず、ただ大聖堂の床ゆかに穴を開けるに終わった。

「無事かい？　ハヤテ君」

「ああ、ありがとな。アリア」

『未来演算眼フユーチヤーサイト』で黒血の落下地点を演算して指示をくれたアリアに礼を言い、ハヤテは再びリンネに対して『レーヴァティン』を構える。

「リンネさん。もう降参してくれ。自分たちが劣れつ勢せいなのは分かってるだろ!?」

「断るわ！　ここで諦めたら、今まで私がしてきたことは何だったの!?」

　ハヤテは説得を試みるが、リンネの意志は固くとても折れそうにない。

「ッ……!?」

　彼女の強く揺らがない眼まな差ざしをハヤテは前にも見たことがある気がした。

　その時、凄すさまじい地鳴りが大聖堂を襲おそった。

「何だ!?」

「ハヤテ君ッ！　『扉とびら』が……！」

「『扉』!?」

　アリアが差した指の先を辿たどると──例の『扉』が開きかけている光景が目に入った。

「……手!?」

　シェリーが解放されたことで儀ぎ式しきが止まり、放置されていた『扉』……その向こう側から光でできた巨きよ大だいな『手』が突き出され、『扉』を無理やりこじ開けようとしていた。

（魔獣どもの神って奴やつが、開きかけた『扉』を強引に開けようとしているのか!?）

　だとしたら一大事どころの騒さわぎではない。

　シェリーの言う通り、人類の大敵である魔獣の造物主である神が、実は人間のことが大好きでしたとか、そんなアクロバティックに都合のいい話などあるはずもないだろう。

「……チッ！」

　それにこの背筋を突き抜ける悪お寒かん、単眼鬼キユクロプスや〝七つ首〟の時の比ではない。

　あの『扉』の向こうにいる奴はとんでもなくヤバい奴だ。この世界に来させてはいけない存在だ。

　もしそれを許してしまえば……。

「……ついに神が顕現するわ」

　大きく深呼吸して息を整えながら、リンネは『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』を両手で握にぎり締しめる。

「そこをどいてくれ！　俺の『レーヴァティン』で『扉』を破は壊かいする！」

「無む駄だよ。すでに『扉』を通じてこちらとあちらの世界はつながっているわ。私があなたに勝てなくても、神が『扉』を開くくらいまでの時間は稼かせげる」

　焦しよう燥そうに駆かられるハヤテに対し、リンネは若じやつ干かんの余よ裕ゆうを取り戻もどしていた。

　あとわずかな時を稼ぐだけで彼女の目的は達成されてしまう……！

　優ゆう劣れつの立場が逆転した両者──

「ハヤテ君。私に任せて」

　──その間にアリアが割って入る。

「アリア？」

「リン姉と魔獣をふたりが引きつけていてくれる今なら、私も奥の手が使える」

　そう言うと彼女はスゥーッと深呼吸し、

「ミリア！　形態変化──『魔導侵経針スペルブレイカー』」

『未来演算眼フユーチヤーサイト』を新たな形態へと変形させた。

　アリアの左目を覆おおっていたバイザーはなくなり、肘ひじのパイルバンカーもバラバラになる。代わりに、パイルバンカーの杭くいは六本の長い針となって、今度は彼女の左前ぜん腕わんをぐるりと囲むように配置される。

「はあ！」

　アリアが左手を地面に突くと、そこに描えがかれている召しよう喚かん陣じんに向かって『魔導侵経針スペルブレイカー』の針を突き刺さした。すると、彼女の左ひだり腕うで全体を覆う『魔導器ワンド』に仕込まれた計器が音を立て始め、複雑な文字が凄すごいスピードで横にスクロールしだした。

「浸喰クラツキング開始！」

　続けてアリアが針を刺したところから、召喚陣が徐じよ々じよにその形を歪ゆがめ始める。ぐにゃりと曲がったかと思うと、ハヤテの目にも分かるほど描かれた文字列が書き換かわっていった。

「まさか……召喚陣の構成式に強引に介かい入にゆうして『扉』を閉じているの!?」

「そうだよ、リン姉。『魔導侵経針スペルブレイカー』には魔法に強制介入して、歪め、破壊する機能が備わってる。召喚陣も魔法の一種である以上、それがたとえ神様を召喚するものだとしても破壊できない道理はない」

　驚きよう愕がくするリンネに対し、アリアは静かに告げる。

「……死者の復活なんてことを成し遂とげようと思ったら、それは魔法か『魔導器ワンド』みたいな奇き跡せきに頼たよるほかないけど、リン姉は魔女騎士ヘクセンリツターじゃない。だとしたら必然、あなたが縋すがる力は限られる」

「……！」

「ミリアにこの力があると知った時、私にはピッタリだと思ったよ──この力は、もしもの時にあなたを止める助けるために、神様がくれたんだって！」

　アリアは叫びながら、ドンドン召喚陣の内容を書き換えていく。

　その度たびに『扉』は形を歪め、出てこようとしていた『手』は向こう側へと押し戻されていった。

「……そうッ！　あくまで私の邪じや魔まをするのね──だったら、私も容よう赦しやしない。ゲンガー！　戻ってきなさい！」

　リンネが呼び戻すと、シェリーと戦っていたゲンガーは身を翻ひるがえして彼女の許もとへと降り立つ。その身は半分以上が凍こおりついていた。

「ハヤテッ！」

　シェリーもゲンガーを追って《飛翔フリーゲンウオーク》でハヤテの隣となりへ。

　さすがに息は少し上がっているようだが、ケガをしている様子はない。常つね日ひ頃ごろの魔法の修しゆ行ぎようが功を奏したのか、手に入れたばかりの巨大な力も上手うまく使いこなしているようだ。

「私も奥の手を見せてあげるわ」

　彼女は『聖痕器クルス』を持ち上げ、剣けん身しんで自分の顔を半分隠すように構えて、囁ささやくように次の言葉を紡ぐ。

「死と英知の狭はざ間まにこの身を捧ささぐ　聖せい痕こんを我に刻め」

　その呪じゆ禁ごんを唱えた直後、リンネの傍かたわらにいたゲンガーの体がぐしゃりと崩れ、彼女の持つ『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』へと吸収される。

「神技シン覆魔闇衣ダークネスフユージヨン……この技は人の身に余るけれど、仕方がないわね……」

「「!?」」

　身構えるハヤテとシェリーの目の前で、今度は『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』の柄から闇がリンネの手を浸しん食しよくするように広がり、腕、肩かた、胸とドンドン彼女の体を闇色の衣ころもで覆っていく。

　それはまるで闇に捕ほ食しよくされているような光景……そしてついにリンネの「奥の手」が彼らの前に姿を現す。

「ア……ア……」

　全身を闇に染めたリンネの口から、小さく声だけが漏もれる。真っ黒な体の中で目だけが赤黒く光り、不気味な眼光を放っていた。

　それは人と言うにはあまりにもおぞましい姿で……。

「リンネ……さん？」

「リン姉……？」

「キシッ！」

　歯の間から漏れたような呼気とともに、リンネが『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』を振ふり下ろす。

「な、グッ!?」

　彼女の剣撃を受け止めたハヤテの体が衝しよう撃げきで沈しずむ。足あし下もとの床は砕くだけて陥かん没ぼつし、ヒビ割れがアリアのすぐ傍そばまで届いた。

（さっきまでとは明らかに威い力りよくが違う……これがリンネの奥の手か！）

　一撃一撃が重い上にスピードもハヤテと互ご角かくだった。

「キシッ！　シッ！　シィッ！」

　おまけに攻こう撃げきの質も先さき程ほどまでとは違っていた。

　剣の振り方。隙すきの狙ねらい方。防ぼう御ぎよに意識を割さく割合。たとえ同じ武器を持っていたとしても戦い方には人それぞれのクセが出る。

　今のリンネと覆魔闇衣ダークネスフユージヨンを使う前のリンネでは、明らかに防御へ意識を割く割合が変わっていた。

（正気じゃないのか……それとも『聖痕器クルス』に意識を乗っ取られてる？）

　それではほとんど暴走状態のようなものだ。

　闇と一体化したリンネからは殺意しか感じない。

　しかも……

「グッ、ギィ……ッ！」

　……攻撃の負荷に耐たえきれないのか、リンネが武器を振るう度に闇の衣の内側から血ち飛沫しぶきが飛び散っている。耳を澄すませばギチギチと骨が軋きしむ音すら聞こえてきた。

「……ダメだ！　その技を今すぐ解け！　死ぬぞ!?」

「ジィッ！」

　ハヤテは何とかリンネを押さえ込もうとするが、彼女は攻撃の手を一いつ切さい緩ゆるめようとしない。ともすれば人体には不可能とも思える動きで飛び跳はね、こちらを死角から強きよう襲しゆうしようとする……自分の体へのダメージも厭いとわずに。

　このまま戦い続ければいずれリンネは自じ壊かいしてしまう。

　ハヤテが焦あせり始めたその時。

「《凍獄縛牢ニヴルへイム》！」

　パキンッ……!!

　シェリーの大魔法が一いつ瞬しゆんにしてリンネを氷こおり漬づけにする。

　氷ひよう塊かいの中に閉じ込められた彼女は完全に身動きが取れなくなったはずだが……。

　……バキッ　バキバキバキバキッ！

「《極寒の牢獄ナーストレンド》の十倍は硬かたいはずなのだけれど、やはり砕くのね。ひと筋すじ縄なわではいかないらしいわ」

　もって数秒か、それ以下だろうか。

　その時、ゴリュッと耳みみ障ざわりな音を立てて、『扉とびら』の向こう側からもう一本の手が突つき出される。

　揃そろった両手は閉じかけていた『扉』を摑つかんで、大きく軋ませ隙すき間まを広げようとし始めた。

「クッ！　このっ！」

　相手の死に物狂ぐるいの抵てい抗こうに、召喚陣を書き換えているアリアは表情を歪める。その額には冷ひや汗あせが滝たきのように流れ、目の端はしからは血の涙なみだが滴したたっていた。

「アリアッ！」

「気に、しないで……リン姉を、止めて……！」

『魔導侵経針スペルブレイカー』による召喚陣の書き換えはどれだけ彼女に負担を強しいるのか……少なくとも長くはもたないことは、彼女の様子を見れば明白だった。

（アリアも限界だ……！　せめてリンネさんを止めないと）

　でなければ状じよう況きようを変えることは不可能に近い。

　そのためには……。

　迷うハヤテの前でバキンッと音を立てて、リンネを足止めしていた氷の牢ろう獄ごくが砕かれた。

「シギッ！」

「───ッッ!!」

　リンネは一直線にハヤテめがけて飛びかかってきた。

　再び始まる炎剣と闇剣の衝しよう突とつ。

　アリアの限界は近く、リンネの体も自壊寸前。

　残された猶ゆう予よは少ない。

「リンネさん！　頼たのむから止まってくれ！」

「無む駄だよ」

　必死に説得を続けるハヤテに、ともに戦うシェリーが無情な言葉を突きつける。

「彼女は私と同じだわ。譲ゆずれない想おもいが彼女にもある。それを成し遂げるためなら、たとえ四し肢しがもげても止まりはしない」

　同じだからこそ共感するものがあるのか、シェリーは確信を帯びた口調で言った。

（そうか……さっき既き視し感かんを覚えたのは、リンネさんの眼まな差ざしがシェリーと同じ意志の強さを持っていたからか）

　ならおそらくシェリーの言っていることは正しいのだろう……だとしたら、『ヴァルハラの加護』のないこの場所でリンネを止めるためには……。

（犠ぎ牲せいを出さなくちゃならないのか!?）

　その迷いが、これまでハヤテに魔神技ラストオリジンをリンネに対して使えなかった理由だ。

　だが、迷いを捨てなければこの状況は変えられない。だけど、ここまで来て……。

「ハヤテ。迷う必要はないわ」

　その時、シェリーの声が耳に届く。

「シェリー、だけど……！」

「迷う必要はないと言っているでしょう」

　シェリーは同じセリフを口にし、そしてつけ加える。

「私とあなたがいて、できないことなんてないのよ」

「シェリー？」

「合わせなさい！」

「ギィッ！」

　高速で跳とびかかってきたリンネを躱かわし、ハヤテとシェリーはいったん左右に別れる。

　そこでリンネはまたもや狙いをハヤテに定め──

「彼女を上へ飛ばしなさい！」

「!?」

　コンマ数秒リンネの攻撃よりも先に届いたシェリーの声に従い、ハヤテは無我夢中で『レーヴァティン』から炎の柱を生み出す。

「ギィィィッ！」

　焰ほのおが生み出した上じよう昇しよう気流に巻き取られ、闇の衣を纏まとったリンネは大聖堂の天てん井じよう近くまで吹ふき飛ばされた。

　しかし、もはや人の域を超こえている彼女は空中で姿勢を変え、宙を蹴けってハヤテに向かい急降下してくる。

　そこへ。

「開け放つは冷れい廟びようの門、忍しのび出いでるは停てい滞たいの息吹いぶき、眠ねむらぬ者にも永久とこしえの終わりを告げよ──《氷霧ダイヤモンドブレス》」

　シェリーの魔ま法ほうが絶対零れい度どの霧きりを生み出した。

「ギッ!?」

　急降下するリンネは自らの勢いを殺しきれずにそのまま霧に突っ込み、全身を見る間に凍りつかせた。

　とはいえ彼女が《氷霧ダイヤモンドブレス》に触ふれたのは一瞬で、全身を氷漬けにするには至らない。

　それでも関節が凍りついた分、動きは若じやつ干かん鈍にぶる。

「今よ！　『聖痕器クルス』を狙って！」

「───！」

　シェリーの考えに気づき、ハヤテは目を見開く。その口元には無意識の内に歓かん喜きの笑えみが浮うかんでいた。

（そうか！　リンネ自身を倒たおさなくても、『聖痕器クルス』さえ破は壊かいできれば──！）

「はああぁ！」

　ハヤテはその日、はじめて全力で『レーヴァティン』を振るい、リンネの持つ『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』に叩たたきつけた。

「ッ！」

　闇の衣を通してリンネと一体化していた『聖痕器クルス』は、最初へばりついたヘドロのように彼女の手に粘ねん着ちやくしていたが、やがてビチビチとゴムが千切れるような音を立てて剝はがれ落ちた。

　ズガッ!!と大聖堂の床ゆかに突き立った『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』へ、ハヤテはさらに『レーヴァティン』を横よこ薙なぎに振るう。

　バキンッ!!

　火の粉で赤い半月を描えがいた『魔神器ゼーレ』の剣撃によって、闇の大たい剣けんは半ばから折れて無様な死に様と墓標を晒さらした。

「ウグッ……アアアアァ！」

『聖痕器クルス』が破壊されたことによって、神技シンで生み出されていた覆魔闇衣ダークネスフユージヨンも剝がれ落ち、リンネの素顔が露あらわになった。

「うっ……」

「リン姉！」

　闇やみの衣ころもから解放されたリンネを見て、アリアは彼女の許もとへ駆かけ寄る。

「私は……負けたの？」

　アリアに抱だき締しめられたリンネは薄うつすらと目を開けて、消え入るような声で呟つぶやいた。

「リン姉、無理しちゃダメだ。動かないで……」

「離、して」

　リンネは転がるようにアリアの腕うでの中から逃のがれると、よろよろと立ち上がって『扉』へと手を伸のばす。

「エイリス……」

　意識も朦もう朧ろうとしているのか、リンネの視線はぐらぐらと揺ゆれて定まらず、それでも瞳ひとみの奥の妄もう執しゆうにも似た暗い光はまるで衰おとろえを見せていなかった。

　彼女の目にはもはや亡なくした娘むすめしか映らないのか……。

　その時、ゴキゴキゴキと不快な音を立てて、『扉』が軋んだ。

　ハヤテたちがそちらを振ふり返ると、すでに『扉』は大きく撓たわみ、上半分がめくれかかっていた。めくれた隙間からは『両りよう腕うで』と『背中』が見えている。『頭』が見えないのは『扉』に頭頂部を押しつけるようにして体重をかけているからなのか……。

　その背中から──突とつ如じよとして一いつ対ついの『翼つばさ』が生えた。

　光でできた翼は大聖堂の天井を突き破り、吹き荒あれる魔力風がその残ざん骸がいをまとめて空の彼方かなたへと運んでいってしまう。

　天井はなくなり、壁かべも半分以上が瓦が解かいし、もはや大聖堂は元の原型を失いつつあった。

　翼が巻き起こす異変はそれだけに留とどまらず、空をぐにゃりとねじ曲げ、あり得ない光の屈くつ折せつを起こして景色の色しき彩さいそのものをおかしくしていく。

　それはまるでこの世界が神の住む世界に浸しん食しよくされているような有り様で……。

　ギチギチギチギチギチ──ギュリッ！

　羽根と羽根が掠かすれ合って異常に気持ち悪い不協和音を奏かなで始め──突とつ然ぜん全すべての羽根の先せん端たんがリンネへと向けられた。

「リン姉、危ない！」

　その動きの意味を誰だれよりも最初に理解したのはハヤテでもシェリーでもなく、『未来演算眼フユーチヤーサイト』によって少し先の未来を見通せるアリアだった。

　彼女が叫さけぶと同時に光の羽根が矢のようにリンネへ向けて発射される。

「……え？」

　あっという間のできごとにリンネはただ呆ほうけた声を漏もらした。

　自分が召しよう喚かんした『神』に攻こう撃げきを受けたことに──ではない。

「……大だい丈じよう夫ぶ？　リン姉？」

　その攻撃から自分を庇かばい、全身を穴だらけにしたアリアの姿を見て……だ。

「エイリ……アリア!?」

　リンネの目の焦しよう点てんが合い、倒れそうになるアリアへと駆け寄る。

　そのふたり目がけて、再び羽根の矢が耳障りな音を立てて放たれた。

「させるか！」

　ハヤテは『レーヴァティン』で光の矢の雨を防ぎ、シェリーも《氷霧ダイヤモンドブレス》で敵の攻撃を無力化する。

　しかし、『扉』が開きかけているためか、『神』の攻撃は密度を増すばかりだ。アリアとリンネを背に庇いながらでは、さすがの主従も防戦一方となった。

　彼らの背後で、抱き合うふたりの従姉妹いとこは言葉を交かわす。

「リン姉。私、ずっとリン姉に謝りたいことがあったんだ……」

『未来演算眼フユーチヤーサイト』で羽根の矢の軌き道どうを読み切り、ギリギリで致ち命めい傷しようを避さけていたアリアは息も絶え絶えに口を動かす。

「ごめんなさい……リン姉。リン姉をずっとひとりにして。子供の私はただあなたに憧あこがれるばっかりで、周囲の無理解に耐たえている姿に気づけなくて……ごめんなさい」

　アリアの声には段々と嗚お咽えつが混じり、涙なみだ声ごえになっていく。だがそれは痛みが原因ではなかった。

「……」

　彼女からリンネの過去を聞いていたハヤテには、何となく彼女の言いたいことが理解できた。

　リンネは多くの人を救うために魔ま獣じゆう学者の道を選んだ。

　だが、それを選んだのが彼女の意思だからといって、その道を歩む苦難──周囲の無理解や孤こ独どく──が受けて当然の痛みに変化するわけじゃない。痛みは、痛みだ。

「エイリスはリン姉の心を癒いやす唯ゆい一いつの存在だったんだよね……私はそれをちゃんと理解できてなかった。『憧れ』っていうフィルターを通してしか、あなたのことを見ていなかった。でも、もう間ま違ちがわない。リン姉のことをちゃんと見て、リン姉のことをちゃんと助けるよ……だから……」

　流した涙でリンネの肩かたを濡ぬらしながら、アリアは彼女に懇こん願がんした。

　今度こそ本当にあなたのことを助けさせて欲しいと。

「お願い、元のリン姉に、みんなのために頑がん張ばれるリン姉に戻もどって。私は今も昔も、ずっとずっとそんなあなたが大好きだよ」

「……！」

　アリアの言葉にリンネは目を見開く。

　自身の想おもいの丈たけをぶつけたあと、アリアはリンネから手を離はなして震ふるえる足で立ち上がった。

「もう一度……『扉とびら』を閉じないと……」

「アリア、無茶すんな！」

『レーヴァティン』を振るいながらハヤテはアリアを止めようとする。

　しかし、アリアは首を横に振った。

「もう完全に『扉』が開きかけてる。あれを止めなきゃ、何もかもお終しまいだ」

　そう言うと彼女は再び『魔導侵経針スペルブレイカー』を召喚陣じんへと突つき刺さし、浸喰クラツキングを開始した。

「ぐ……うぅ！」

　とっくに限界を迎むかえているアリアの体は途と端たんに軋きしみ始め、傷口から血が滴したたりあっという間に血だまりを作った。

　彼女のおかげで完全に開放されかけていた『扉』はいったん閉まりかけたが、またすぐに『両手』と『翼』の抵てい抗こうにあった。それを抑おさえるために、さらにアリアは歯を食い縛しばり、血を流す……！

（クソッ！　アリアのおかげで弾だん幕まくは少し薄うすくなったが、反撃に出る機会が摑つかめない。このままじゃ彼女の限界が先に来る！　どうする!?）

　ハヤテが焦しよう燥そう感かんに駆られながら真しん紅くの大剣で羽根を薙ないでいると──ふらりと、さっきまでうずくまっていたリンネが彼らの傍そばまでやってきた。

「リンネさん？」

「……」

　リンネは無言で召還陣の上に手をつく。

　と、次の瞬しゆん間かん、『扉』が勢いよく『両手』と『翼』を向こう側へと押し戻し始めた。どうやら彼女がハヤテたちに手を貸してくれているようだ。

「リン姉！」

「……あの時、最後にエイリスに言われたことを思い出したの」

　歓喜の声をあげるアリアにリンネが独白するように呟く。

「私の実験の失敗に巻き込んでエイリスを死なせた時、謝り続ける私にあの子は言ったの。『泣かないで。みんなを助けるのにいつも真しん剣けんなお母さんが、あたしは大好きだよ』って」

　リンネは自身で構築した召喚陣を破壊しながら、過去に自身へ向けて綴つづられた言葉を綴る。

「今の私じゃ、あの子に嫌きらわれちゃうわよね？」

「……そんなことないよ」

「……ありがとう。アリア」

　リンネの頰ほおに涙が伝う。

　ミヂミヂミヂミヂ

　ふたりの協力によって『扉』はドンドン閉じていき、間に挟はさまれた『両手』と『翼』が耳みみ障ざわりな音を立てる。

　羽根の弾だん雨うは相当に薄くなり、吹ふき荒れる暴風も弱まり始めた。

　だがそれでも天に伸びた『翼』によって空は変色したままで、神がこちら側へ出てくるのをまだまだ諦あきらめていないのは明白だった。

　それにいくらアリアとリンネが力を合わせているといっても、ふたりともとっくに限界を超こえている。これ以上、この状じよう況きようを長引かせるのは危険すぎた。

　ならば、ハヤテたちがやるべきことはひとつしかない。

「『扉』を破壊するわよ、ハヤテ」

「仰おおせのままに！」

　ハヤテは『レーヴァティン』を構えて走り出す。

　その動きに二枚の翼が折れ曲がり、神は無数の羽根を光の矢の如ごとく雨あめ霰あられと発射した。

（相手はリンネじゃない。だったら──）

　──もう手加減をする必要はない！

「焰ほのおよ！」

　溜ためた鬱うつ憤ぷんを晴らすように、ハヤテは火か炎えんの大おお渦うずを巻き起こして敵の羽根を全て吞のみ込んだ。

　その攻こう防ぼうが終わった瞬間、彼の頭上を氷でできた龍りゆうが飛び越こえていく。

「《氷龍瀑布ニーヴイスカズツサ》」

　シェリーの生み出した氷龍は『扉』を摑む右手に、ほとんど体当たりするように喰くらいついて指を二、三本嚙かみ千切った。

　上空へ伸ばされていた翼の片方が振り下ろされ、氷龍をたった一撃で粉々の結けつ晶しようへと変える。

「飛ばせ！」

　言葉は最低限。それでも伝わることを確信し、ハヤテは『レーヴァティン』の内側に力を溜める。

　ひと呼吸分の間を置き、シェリーの唱えた《飛翔フリーゲンウオーク》の魔法がハヤテの体を上空へと勢いよく飛ばした。

「……喰らえ」

『扉』よりも高い位置まで飛んだハヤテは『レーヴァティン』を腕と手首の関節が及およぶ限り振りかぶり、特大の炎ほのおの刃やいばを生み出した。

「らあああああああ!!」

　斬きり裂さいたというべきか、それとも焼き払はらったというべきか、神の片かた翼よくはハヤテの『レーヴァティン』によって炎に包まれ、ボロボロと消し炭になっていく。

　片翼は潰つぶした。

　残りは一枚──だが大振りな攻撃のせいで、ハヤテはこの瞬間この上なく無防備だった。

　ギチギチギチギチ

　もう片方の翼はまさしくその隙すきを狙ねらい、先さき程ほどの氷龍のように彼をバラバラに引き裂こうとしたが──そこへ、シェリーの朗々たる詠えい唱しようの声が鳴り響ひびく。

「氷ひよう刃じんを研とぐ者よ、汝なんじが拵こしらえし切っ先は何者をも斬り裂き凍いてつかさん」

　シェリーの声が冷気を震わせる度たびに、彼女の周囲を漂ただよっていた氷の粒つぶが集まって剣や槍やりとなる。

　それらはできる端はしから独りでに宙を舞まい、彼女の敵である残された片翼めがけてその鋭するどい刃をブスリブスリと突き刺した。

　翼つばさは氷刃で貫つらぬかれた箇か所しよからドンドン凍こおりついていき、ハヤテを引き裂くどころか羽根すらも摺すり合わせられなくなっていく。

　そして。

「愚おろかなる敵よ、静止したる眼まなこを以もつて死の世界を垣かい間ま見みん、冷れい廟びようの審しん判ぱんをその身に浴びよ──《氷刃氷斬殺ブリザードエツジ》」

　詠唱が終わると同時に、完全に凍りついて氷の柱と化していた翼は切り裂かれたようにバラバラになった。

『……リギュ』

　黒炭と氷ひよう塵じんの舞まう空に、突とつ如じよとして不快な音程の悲鳴が轟とどろく。

『リギュリリリリギギギギギギギギギ───！』

　それは両翼を炎と氷によって潰された神の慟どう哭こくなのか……。

　そんなことはハヤテたちにはどうでもよかった。

「……」

「どうした？　シェリー」

「いいえ、ただこうしてあなたの隣となりに立てることが嬉うれしくて」

「別に、俺はいつも一いつ緒しよに戦ってるつもりだったけどな」

「背中に護まもられるのは性しように合わないのよ」

　シェリーはハヤテに微笑ほほえみかける。

「これからはずっとふたりで往いきましょう。どこまでも、何があっても」

「俺たちならどんな困難だって越こえていけるさ……。じゃあ、まずは目の前の神こいつをどうにかしようか」

　主従は互たがいに頷うなずき合い、最後の大おお技わざへと移行する。

「『レーヴァティン』！」

　ハヤテは『魔神器ゼーレ』を大上段に構え、ありったけのエネルギーを炎の刃へと変える。

　炎は柱となって天を衝つき、灼しやく熱ねつの突とつ風ぷうを伴ともなって世の理ことわりを超こえ、黄昏たそがれ色に輝かがやいた。

「冷れい廟びようの女王が治めしは死と終しゆう焉えんの常なる地なり、時を告げる砂の音は絶え、ただ魂たましいすら凍らせる歌声が終わりの終わりまで連なり連なり、汝もまたその音色の隷れい奴どとならん──」

　シェリーはこれまでになく長い文節を持つ呪じゆ文もんを唱え、胸むな元もとの結印をこれまで以上に蒼あお々あおしく輝かせた。

　彼女の詠唱によって大聖堂の空気は凍りつき、それでも止まらぬ冷気は学院都市上空の天候すらも雪へと変える。

「魔神技ラストオリジン──」

「大魔法……」

　世界の条理を超える緋ひ剣けんと蒼そう魔まの力は隣となり同どう士しでぶつかり合い、乱気流を生みながら混ざり合っていった。

　炎と氷。本来なら交わるはずのないふたつの力が融ゆう合ごうし、誰だれも見たことのない輝きを伴い──放たれる。




「──天壌劫火の断罪剣ヘルフレイムデストラクシヨン!!」

「──《終焉ト静寂ノ凶ツ風アハトヘブンズジヤツジメント》」




　ハヤテとシェリーの魔神技ラストオリジンと大魔法は渦を巻きながら『扉とびら』へとぶつかった。

『ギギギリリギギギ』

　神はなおも『扉』を閉めさせまいと抵てい抗こうを続けるが、両翼を失った影えい響きようなのかその力は主従の全力に圧おされていた。

「「はあああああああああ！」」

　最後の力を解き放つように、ハヤテとシェリーは同時に叫さけぶ。

　バキバキ　バキッ……

　聞こえてきたのは氷が砕くだける音に似ていたが、違ちがった。

　パリイッッッィィィン……

　その甲かん高だかい音とともに大聖堂のステンドグラスが砕け散る。

「……ハッ」

　一瞬遅おくれて、ハヤテは『扉』が消えてなくなったことに気づき、隣に立つシェリーの顔を見て……彼女と目が合った。

「……ハヤテ」
















　シェリーはしばらく彼の顔を見つめたあと、ふと口を開いて、

「私は早く帰ってきてと言ったはずだけれど？」

　と尋たずねてきた。

　ハヤテは学院祭の買い出しに出かける前に彼女と交かわした約束を思い出し、

「遅おそくなって申し訳ありません、ご主人様」

　と頭を下げた。

　数秒して顔を上げたハヤテとシェリーは互いの目を見て、フッと笑う。

「おかえりなさい、ハヤテ」

「ただいま、シェリー」








エピローグ









　大陸未み曾ぞ有うの大災さい厄やくとなり得た神降ろしの儀ぎ式しき事件はこうして幕を閉じた。

　儀式に至るまでに起きた学院占せん拠きよ事件に関しても、シルヴァーナとイヴァルディ教室の生徒を中心とした魔女騎士ヘクセンリツターの反はん攻こうにより、人質たちは無事解放されたようだ。それにどうやらゲンガーが『常濡れの闇大剣ヨートウンハイメン』とともに倒たおされた時、ドッペルたちも次々と行動不能に陥おちいったらしい。

　その後、リンネからドッペルがゲンガーの影かげから分ぶん裂れつした魔ま獣じゆうであるとの証言が得られ、おそらくハヤテたちが親であるゲンガーを『聖痕器クルス』ごと破は壊かいした影響で、ドッペルたちは自立行動が取れなくなったのだろうと結論づけられた。

　一連の大事件の首しゆ謀ぼう者しやであったリンネ・ブランケッシュは事件後、アヴニール騎き士し団だんの監かん視し下に置かれ、彼女が間借りしていた学生寮りようの一室にて拘こう束そくされている。明朝、王都の方へ護送されるようだ。

　それらの話をアリアから聞いたハヤテは、次に彼女が口にしたセリフについ「え？」と声を出していた。

「じゃあ、アリアは後夜祭に出ないのか？」

「うん。騎士団の人に頼たのんだら、明け方にリン姉ねえが護送されるまで、看病させてもらえることになったんだ。だから私は寮の方にいるよ」

「そっか……」

　そういう事情ならば仕方がない。アリアも気持ちの整理をつける時間が必要だろう。

「アリアも無理するなよ、お前も大ケガしてるんだから」

「うん……。あのね、ハヤテ君」

「何だ？」

　ハヤテが尋ね返すと、アリアは若じやつ干かん顔を俯うつむかせた。

　彼らがいるのは学院の中庭の辺りで、外はすでに暗くなっている。星明かりだけでは彼女が今どんな表情をしているのか分からなかった。

「君には凄すごく感謝してるんだ。もちろんシェリー君にも。君たちがいなかったらリン姉を助けることなんてできなかった」

「何言ってんだよ。アリアがいなきゃ俺は学院にすら忍しのび込めなかったさ。それにリンネさんもアリアがいなきゃ止まらな……いや、止まれなかったと思うぞ」

「……ありがとう。そう言ってくれると、私も救われるよ」

　アリアが囁ささやくように答えると、ふと会話と会話の間にわずかな沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「シェリーたちが着き替がえ終わった頃ころかな」

　ハヤテは中庭から見える舞ぶ踏とう館の方を振ふり向く。後夜祭はあそこで行われるのだ。シェリーたちの着替えが終わったらあちらで合流することになっている。

「俺、そろそろ行くな」

「ハヤテ君！」

「ん？」

　舞踏館へ向かおうとしたハヤテはアリアに名前を呼ばれ、返しかけていた踵きびすを止めた。その瞬しゆん間かん、上着の袖そでをぐいっと下に引っ張られる。

　そして、少女のとてもやわらかいものが頰ほおに触ふれた。

「ア、アリア!?」

　ハヤテは頰を押さえながら狼狽うろたえた声を出す。

（い、今の、キ、キスか……!?）

　こちらが慌あわてる一方で、アリアは帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり直す。

「今のは今日のお礼だよ。契約獣サーヴアントじゃなくて、男の子のハヤテ君に対しての、ね」

「……」

　暗くて分かりづらかったが、帽子のつばと前まえ髪がみの隙すき間まから覗のぞくアリアの頰は赤くなっていたような気がした。

　彼女は寮の方へと足を向ける。

「じゃあ、私はもう行くよ。後夜祭を楽しんできてね」

　アリアは最後にそれだけ言い残して、あとは小走りにリンネのいる寮へと走っていった。

「キュルルル」

　途と中ちゆう、どこからかミリアが飛んできて彼女の肩かたにとまり、チラッとハヤテの方を振り返ってひと声鳴いた。

　その鳴き声が妙みように意味深に聞こえたのは、ハヤテの気のせいだろうか？

「……」

　赤くなった頰を押さえたまま、ハヤテはしばし呆ぼう然ぜんとしてその背中を見送った。




　　　　▽




　しばらく夜気に当たって頭を冷やしたあと、ハヤテはすでに後夜祭の始まっていた舞踏館へと急いだ。

　あれだけの事件が起きたあとに後夜祭を行うのは、王都にて《通信アンゲルス》の魔法で学院の状じよう況きようを知った学院長の判断らしい。怖こわい思いをした生徒たちや来らい賓ひんに、せめて最後は楽しく学院祭を終えて欲しいということのようだ。

　無論、参加は強制ではないので体調や気分の悪い者はすでに休むか、人によっては自分の領地へと戻もどっているだろう。そのため例年に比べたら人が少ないのではないかと聞いている。

　ハヤテは舞踏館の前でボディチェックを受け、中へと入る。

「うわあー、豪ごう華かだなー」

　貴族の社交場とは聞いていたが、想像をはるかに超こえた煌きらびやかな場所だった。華か美びな装そう飾しよく・調度品で内装は整えられ、学院の食堂でも見たことない高級そうな料理ばかりが並んでいる。

　そこかしこにいる生徒や来賓も当然着き飾かざっていて、少女たちはみな制服を脱ぬいでドレスに着替えていた。

「ハヤテさんっ」

　最初に駆かけ寄ってきたのはピンク色のドレスを着たキルルだった。

　彼女はいつも頭の両側でくくっている髪かみを下ろし、普ふ段だんしないお化け粧しようを少しだけしていて、なんだか大人っぽい装よそおいだ。

「よっ、キルル。よく似合ってるな、そのドレス」

「はわわっ！　そ、そうですか？　えへへ」

　キルルは驚おどろいたり照れたり忙いそがしい反応をしながら、もじもじと両手を絡からめてハヤテのことを上うわ目め遣づかいに見つめる。

「ハヤテさんも……今日はいつもよりカッコいいです」

「そうか？　相変わらず服に着られてる感がするけどな」

　後夜祭に出るということでハヤテも夜会用の礼服を貸し出されていた。相変わらず上質な布で作られていて着き心地ごこちは素す晴ばらしいのだが、周囲の貴族たちの着こなしを見ると自分がやたら浮ういているような気がしてならない。

「……ていうか、なんか俺やたらと見られてないか？　やっぱ着方が変なのか？」

「いえ、それは……」

「ご自分のなさったことをもう少し自覚するべきですわね」

　キルルがちょっと困ったような表情を浮かべたところで、第三者の声が割って入る。

　声の主は青いドレスを着たビクトリアだった。彼女と揃そろいの赤いドレスを着た姉のシルヴァーナも一いつ緒しよで、さすがと言うべきか姉し妹まいのドレス姿は非常に華はなやかで、そして艶あでやかだった。

「いいですの？　ハヤテさん」

　胸むな元もとの大きく開いたドレスを着たビクトリアは、呆あきれた表情を浮かべたままハヤテの方へ歩み寄ってくる。

「あなたとあの光の巨きよ人じんの戦いは遠くからでもよく見えましてよ。生徒だけではなく、来賓の方々もあなたたちの力を目もく撃げきしています」

「注目されていい気になれとは言わないが、注目される理由くらい知っておくべきなのだ」

　姉妹から口々に注意され、ハヤテはうぅっとたじろぐ。

「え、えーと、そういえばシェリーは？」

　ハヤテは話題を変えようと自分のご主人様の名前を口にする。

　キョロキョロと会場を見み渡わたすが、どうもシェリーはまだやってきていないようだった。というか彼女なら、遅おくれたハヤテが来るのを受付前で待ち構えていそうなものである。

「あら？　ハヤテさん知りませんの？」

「何が？」

　と、ハヤテがビクトリアに聞き返した時だった。

　会場全体を吞のみ込むような大きなざわめきが起こり、来場者たちの視線が全すべて入り口の方へと向けられる。

「？」

　誰だれか凄い人でも現れたのかとハヤテも振り返り──言葉を失った。

　舞踏館の入り口に現れたのが……あまりにも美しい少女だったからだ。

　淡あわい薔薇ばら色いろの髪は照明を浴びて燐りん光こうを放つように煌めいている。

　普段スカートから覗くミルク色の太ももは隠かくれてしまっているが、代わりに純白の裾すそが揺ゆらめいて、その先の足首の細さを際きわ立だたせていた。

　ほっそりと、それでいて均整の取れた肢し体たいは、白雪を月光で照らしたような輝かがやきを放つドレスに包まれ、端たん整せいな顔立ちと相まって、まるで芸術家が描えがいた女め神がみ画が意思を持って歩き出したのかと見る者を錯さつ覚かくさせる。

　そんな女神の化身と見み紛まがうが如ごとき少女──彼女の中で最も目を引くのはその眼まな差ざし。

　視線に力があるのならば、彼女のそれは何者よりも強いだろう。

　入り口からこちらへ向かって歩きながら、片時も自分から目を離はなさない紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを見返しながら、ハヤテはつくづくそう思った。

（俺の新しい記き憶おくはこの眼差しから始まったんだよな）

　あの時からずっとハヤテはその瞳を持つ少女に見み惚とれ続けている。

「お待たせハヤテ」

「俺よりシェリーが遅おそいなんて珍めずらしいな」

「『月光のドレス』を着るのに手間取ってね。毎年学院長が着付けてくれるはずなのだけれど、今年はいなかったから」

「ああ、なるほど」

　ハヤテは納なつ得とくしたあとで、少しだけ「ん？」と首を傾かしげる。

「そのドレスって確か学院祭で最さい優ゆう秀しゆう個人賞を獲とらなきゃ着られないんじゃなかったか？」

「だから、今年はシェリーさんがそれに選ばれたのですわ」

　ビクトリアがやや呆れた顔でハヤテに教える。

「でも学院祭は……」

「確かにいろいろあって中ちゆう途と半はん端ぱに終わってしまいましたけれど……今夜の〝主役〟が着るドレスを誰が着るべきかは、ここにいる全員が分かっていますわ」

　ビクトリアは腕うでを振ってハッキリとそう告げた。

　彼女の声はだいぶ大きかったが、会場から特に反論が聞こえてくることもなく、中には無言で頷うなずいている人もいて……シェリーが多くの人に認められたような気がして、ハヤテは我が事のように嬉うれしくなった。

「あの、シャルラッハロートさん……」

　その時横からシェリーが声をかけられ、何かと思ってそちらを見たら、そこには彼女のクラスメイトのミュセルとオルセールが立っていた。どうやら声をかけてきたのはミュセルの方のようで、何やら緊きん張ちようした表情を浮かべている。

「何かしら？　ミュセルさん」

「えっと……い、今まであなたを誤解していました。ごめんなさい！」

　そう言ってミュセルは緑色のドレスの裾を跳はねさせながら、シェリーに対して大きく頭を下げた。

「シャルラッハロートさんが学院を救った話はお聞きしました……。ハヤテさんがいない状況でも、あなたが敵の要求に決して屈くつしなかったことも……。運がいいだけだなんて、魔ま獣じゆうの前で震ふるえていることしかできなかった私が、よくも言えたものですわ。本当に、今までごめんなさい」

「顔を上げて、ミュセルさん」

　謝り続けるクラスメイトに対し、シェリーは怒いかりや罵ののしりとは無む縁えんの表情で言った。

「私は何も気にしていないわ。だから、あなたも気にする必要なんてないのよ」

「でも……」

「いいの」

　シェリーが微笑ほほえみを浮かべると、ミュセルは目め尻じりに涙なみだをためて頷き、オルセールに背中を擦さすられながらふたりから離れていった。

「……」

　オルセールは一度だけこちらを振ふり向いて、シェリーに向かって小さく頭を下げ、ミュセルと一緒に会場の隅すみへと移動していく。

（これからはシェリーももう少しクラスと打ち解けられるかな）

　ハヤテが温かい気持ちでシェリーたちのやり取りを眺ながめていると、不意に会場に流れる音楽が変わった。

「ダンスの時間ね」

「あっ、そうなのか。って、うわわわ!?」

　シェリーと一緒に天てん井じようを見上げながら頷いていると、突とつ然ぜん発生した人波に突つき飛ばされて、ハヤテはみるみる内に彼女から遠く離れたところまで流されてしまった。

「な、何だ？」

　ようやく人波の流れの外に出て、ハヤテは何が起きたのかと思いながらシェリーがいるはずの方向を見やる。

「お嬢さんマドモアゼル。ぜひわたくしめとダンスを──」

「いえいえ私の方があなたに相応ふさわし──」

「美しい人よ。どうかあなたのお情けを私に──」

「我が家は由ゆい緒しよ正ただしく──」

「ああ、女神よ──」

　あまりにも多くの男たちが口々に何か言うのでエラい騒さわぎになっているが、どうやらあれは全員シェリーにダンスを申し込もうとしている貴族たちらしい。

（そういや『月光のドレス』を着ていると、誰にでもダンスを申し込めるってアリアが言っていたっけ）

　だがあれでは逆にシェリーの方がダンスを申し込まれまくっている。まあ、それだけ彼女が魅み力りよく的ということだろう。

「……」

　シェリーの傍そばに戻もどろうとして、一いつ瞬しゆんハヤテは躊ちゆう躇ちよしてしまった。

（今のシャルラッハロート家は没ぼつ落らくして、家格なんてないに等しい。もしここで大貴族の息子むすこを射止められれば、彼女の家を再興して家族を呼び戻すっていう夢に一歩近づけるんじゃ……）

　それは非常に打算的な考え方だったが、シェリーの夢を叶かなえると約束した身として考えなければならない重要な可能性だった。

　本当は考えるだけでも全身が嫉しつ妬との炎ほのおに包まれて燃え上がりそうだったが、ハヤテは歯を食い縛しばって自分の足をその場に縫ぬい止める。

（俺にあるのは『レーヴァティン』だけだ。金も名めい誉よも、ついでに言えば記憶だってない。『魔宴ヴアルプルギス』の制せい覇はだって、絶対に成し遂とげられるか分からない）

　分からないことのために、今ここで出て行っていいのか？

　感情は目の前の男どもを全員蹴け散ちらしてシェリーの許もとに行きたいと言っている……しかし、思考がそれを躊躇ためらわせていた。

「……」

　奥歯を嚙かんだままハヤテは俯うつむいた……が、ふと奇き妙みようなざわめきが会場内に起こり、それが段々と自分の許へ近づいてきていることに気がついて、顔を上げた。

　その目にシェリーの呆れ顔が飛び込んでくる。

「何をしなびたナスみたいな顔をしているの？」

「……どんな顔だそれ？」

　と言いつつ、自分が実際変な表情を浮うかべているだろうなとハヤテは思っていた。

　少し視線を動かしてシェリーの後方を見やれば、あれだけ分厚かった人波が真っ二つに割れて、その間にできた道がハヤテの前へと続いていた。

　どうやらダンスを申し込んでくる男たちを軒のき並なみ袖そでにしながら、彼女はここまで来たようだ。

「いいのかよ……」

「何が？」

　ハヤテの聞きたいことなど分かっているだろうに、シェリーはとぼけるような答えを返してきた。

「だから……」

「私はあなたの奴隷ものなのよ。あなた以外の男になんて指一本触ふれさせるわけないじゃない」

　シェリーはそう言って、ハヤテに手を差し出した。

「私と踊おどってくださる？　ご主人様」

「……当然。ほかの誰にもその権利は渡わたさないさ」

　ハヤテは彼女の手を取り、舞ぶ踏とう会場の中央へと進んだ。

『月光のドレス』を着ている少女はダンスホールの中心で踊ることになっているらしい。

「……そういや俺、ダンスなんて踊れないんだが」

「まったく、しょうがないご主人様ね。教えてあげるから、私に合わせて足を動かして」

　シェリーは笑い、曲に合わせてゆっくりと足を動かした。

「おっと……！」

　ハヤテはそれを真似まねるようにステップを踏ふみ、やや不格好ながらも彼女とダンスを踊る。

　やがてダンスの動きにも慣れ始め、足あし下もと以外も見る余よ裕ゆうが出てきた頃ころ、ハヤテはようやく自分と踊るパートナーの顔を見て……口を噤つぐんだ。

「……」

「どうしたの？」

「……いや」

　今日で何度目だろうか？　目の前の少女の姿に見惚れるのは。

　採光のための天窓から月明かりが降り注ぎ、彼女のドレスをその名の通りに輝かせていた。

　優ゆう雅がに微笑み、華か麗れいに踊るその姿はまるで本物の月の女神のようで──

「──綺き麗れいだ」

　ハヤテは無意識の内にそう呟つぶやいていた。

　そのあまりにも素す直なおな言葉にシェリーは一瞬目を丸くし、今度はイタズラっぽく笑った。

「はじめて私のことを綺麗って言ってくれたわね」

「え？　そうだったか？」

「いつもエロいエロいばっかり言ってたわ」

「うぐっ！」

　確かに言われてみれば服装などに感想を求められた時とかはいつも「エロい」としか言ってなかった気がする。

「心の中じゃいつも思ってたよ」

「想おもいは口に出さなきゃ意味がないのよ」

「むぐっ」

　言い訳じみたセリフはすぐに返され、それ以上返す言葉もなくハヤテは黙だまる。

　その反応にまたシェリーはくすりと笑い……。

「だから、何度でも口にしましょう。私たちの交かわした契ちぎりを──想いを」

「───」

　彼女の求めていることが分かって、ハヤテはスッと表情を引き締しめる。

「私の全すべてはあなたのものよ」

　あの月夜に誓ちかいを交わした時と同じように、まずはシェリーが口にした。

「お前の全ては俺のものだ」

　ハヤテもそれに答える。

　次は彼の方から口を開く。

「俺の全てはお前のものだ」

「あなたの全ては私のものね」

　自分の心と体を全て相手にゆだねる。捧ささげる。その誓い。

　お互たがいが対等であるようにと願ってあの日交わした契りは、今日ついに成じよう就じゆした。シェリーはもうハヤテに護まもられるだけの存在ではなく、彼とともに歩める力を手に入れた。

　だから、これは誓いを改める儀ぎ式しき。新たにする儀式。

「これからもずっとハヤテは私の下僕ものよ」

「これからもずっとシェリーは俺の奴隷ものだ」

　誓いの言葉を口にして、ふたりはお互いに顔を近づけ、月明かり注ぐダンスホールの中心で唇くちびると唇を重ねた。








あとがき









　こんにちは。最近お腹なかがヤバいなめこ印じるしです。

　今回も下げ僕ぼくと奴ど隷れいが大活かつ躍やくの第３巻、いかがだったでしょうか？




　３巻は学園ものの定番、学院祭編です。

　学院祭といえば生徒たちの出し物ですが、シェリーやビクトリアのような個性豊かな面々が主導する学院祭、普ふ通つうの出し物で終わるはずがありません！　いったいどんなものになって、ハヤテがどんなラッキースケげふんげふん、どんな幸運な災難に遭あったのかはどうぞよう太たさんのイラストと一いつ緒しよに本編でお確かめください！




　ところで今年はじめに引ひっ越こしをしたのですが、引っ越し先近辺においしいご飯屋さんがたくさんあってヤバいです。何がヤバいって、は、腹が、肥え、肥え～（鶏にわとりの断だん末まつ魔まのような声で）。




　最後に謝しや辞じを。ある意味ひとつの区切りを迎むかえた３巻、今回も様々な面において的確なご助言をいただいた担当の小林様。ありがとうございます！　学院祭のシェリーのシーンをどうするかで悩なやんでいた時、「散歩ですよ散歩」と天てん啓けいをくださった時のテンションの上がり方は最高でした。クライマックスバトルでも「ここをこうした方がいい」とアドバイスいただき大変助かりました。今後ともよろしくお願いします！

　イラストレーターのよう太様。今回もお忙いそがしい中、素晴らしいイラストの数々をいただきありがとうございます！　表紙ラフをいただいた時の衝しよう撃げきは今でも忘れられません。前巻のあとがきで「みんなのド肝ぎもを抜ぬくようなイラストをよろしくお願いします」とお願いしていましたが、真っ先に私のド肝が抜かれるとは思ってもみませんでした（笑）。これからも思うがままに「おかげ」の世界観を描えがいてくださいませ！

　またこの本を出すにあたってご助力いただいた全ての皆みな様さま、ありがとうございます。

　そして、１・２巻から引き続き最後までこの本を読んでくださった読者様と、３巻の表紙を見て１・２巻のご購こう入にゆうも決意してくださった（してくださいますよね？　ドキドキ）読者様にも最大級の感謝を！

　次回も乞こうご期待！　それではまたいつかお会いしましょう。


二〇一四年六月　なめこ印じるし


















「はーんせーいターイム。どんどんぱふぱふー」

　物もの凄すごい棒読みでシェリーは同じテーブルに座る四人──ハヤテ・ビクトリア・キルル・アリア──に向かってそう宣言した。

「いったい何なんですの？　わたくしたちを食堂に呼び出して」

　腕組みをしたビクトリアがムスッとした顔でシェリーに問い返す。

「反省って、何かの反省会ですか？」

「どうしてこの人選なのか、というのも気になるね」

　同席しているキルルとアリアもそれぞれ疑問を口にする。

　シェリーの契約獣サーヴアントであるハヤテも、この集まりの目的は知らされていなかった。ただ彼女に連れられるまま、彼女たちに囲まれている状況である。

　で、口々にこの集まりの主旨を問われたシェリーは、

「もちろん、今日の接客練習の反省会よ」

　と答えた。

　もうすぐ学院では学院祭が催される。その出し物としてシェリーたちのクラスではサーヴァント喫茶をやる予定で、今日は本番を想定した接客練習が行われたのだ。

「けど反省会って、何でわざわざこの四人で集まって反省するんですの？」

　再度ビクトリアがシェリーに質問を投げかける。

「わたくしたちはお互いに競い合うライバルですのよ。クエストならいざ知らず、ここで馴れ合う必要があって？」

　ビクトリアは一瞬だけチラッとハヤテの方を見て、そう言った。

　彼女のセリフにシェリーも小さく頷うなずく。

「確かにね。でも、今日の練習を思い出して欲しいのだけれど……私たち四人だけハヤテから接客の感想をもらってないのよね」

「「「！」」」

　シェリーの指摘に三人がハッとした顔になり、揃そろってハヤテの顔に視線を注いだ。

（そういや最後はしっちゃかめっちゃかになって、この四人の練習はグダグダになっちゃったんだっけ……）

　ハヤテはそのしっちゃかめっちゃかな最後を思い出して、若干顔を赤くした。あの時の光景を思い浮かべると、どうしても肌色な部分が多くなってしまうのだ。

　彼と同じ場面が脳裏をよぎったのか、ビクトリアやキルルたちも頬ほおを赤らめたり体をもじもじさせたりしていた。

「というわけで、私だけハヤテから感想をもらうのはフェアじゃないから、こうしてあなたたちも呼び出したというわけよ」

　ひとり平然としているシェリーは、改めてみんなを食堂に呼び出した理由を説明した。

（シェリーが一番エロいことしてたはずなんだけど……）

　あれを喫茶店の接客と言い張って許されるのか微妙なところ……十中八九アウトだと思う。ビクトリアも大概だったが。キルルはキルルで途中からいつものようにトリップして、危うくとんでもないことをしそうになっていたし、アリアともちょっとしたトラブルがあって、彼女の柔やわ肌はだを目撃してしまった。

　まぁ過ぎたことはいったん置いておくとして。

「なるほど。とりあえず、シェリーさんの考えは分かりましたわ」

「あたしもハヤテさんの感想聞きたいです！」

「みんなフェアにというところがシェリー君らしいね」

　ビクトリアたちもシェリーの提案に賛成らしく、各おの々おのコクリと頷いた。

「さ、そういうわけでハヤテ、早速私たちの接客態度を評価してもらいましょうか？」

「評価って言われてもな……みんなよかったと思うぞ」

「そう。で、誰が一番よかった？」

「え？　いや……」

　誰が一番、というのは特に意識していなかったので、ハヤテはもう一度同じセリフを繰り返そうとしたが──その前にズイッとシェリーがテーブルの向こうから身を乗り出してきて、

「だ・れ・が、一番よかったのかしら？」

「えーと……」

　視界に飛び込んでくる彼女の深い谷間から目を逸そらしつつ、ハヤテは言葉を探す。

　チラッと周りを見れば、ビクトリアもキルルもアリアも、それぞれ何かを期待するような目でこちらを見ていた。ヘタなことは言えない。というか、何を言っても誰かの地雷を踏みそうだ。

　ハヤテがどうすればこの状況を切り抜けられるか必死に模索していると、シェリーはさらに顔と胸を近づけてくる。

「……そういえば練習中、ハヤテは随分と女の子の胸を見てたわね」

「冤えん罪ざいだ！」

「そう。で、誰の胸が一番ハヤテの好みだったの？」

　気がついたら尋問の内容が変わっていた、それも悪い方向に。

「ハヤテは大きいのが好き？」

「……！」

　シェリーのセリフにビクトリアがピクッと反応する。

「それとも小さい方がいい？」

「……！」

　今度はキルルが。

「どっちが好きなの？」

「「……」」

　シェリー、ビクトリア、キルルと三方向からのプレッシャーを浴び、さすがのハヤテもたじたじになる。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ」

「お待たせしまし、あっ！」

　思わず逃げるように立ち上がったハヤテは、ちょうど飲み物を運んできた学院メイドにぶつかってしまう。

「きゃっ！」

　バシャッ

　ハヤテのせいでバランスを崩したメイドが運んでいた飲み物が倒れ、隣の席のアリアにかかってしまった。

「わ、悪いアリア！　大丈夫か？」

「うん。冷たいジュースだったしね」

　アリアは笑って許してくれるが──その時、ハヤテは彼女の服が濡ぬれて胸元が透けてしまっていることに気づく。

「……っ！」

　つい視線がそこに釘くぎ付づけになってしまうが……同時に、すぐ傍そばで殺気が膨れ上がるのを感じた。

「ふーん……ハヤテは手の平に収まるお手頃サイズが好きなのね」

「あ、いや……」

「「「……」」」

　ビクトリアにキルル、それに胸を隠してちょっと怒った表情になったアリアも、ハヤテのことをジッと睨にらんでいた。

　この絶対的窮地を前に……ハヤテは……脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「「「「待てー！」」」」

　──その後とっ捕まったハヤテがどんな目に遭あったかは言うまでもない。
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